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　　　プロローグ







　今にも壊こわれてしまいそうな木の扉とびらを風が叩たたいている。すきま風の音が、静まり返った狭い空間の中で響ひびく。窓から差し込む月明かりも頼りなく、視界はほとんど闇やみに覆おおわれていた。

「統とう吾ごくん……」

　肩を寄せ合うようにして座り、朱あか音ねは統吾を見上げた。絞り出すように細い声を出す。

「大丈夫……何があっても、俺おれが守るから」

　部長として、男として、勇者として、統吾は朱音を守らなければいけない。たとえ自分の命と引き換えになろうとも。

　しかし、状況は絶望的だ。

　夜、ひと気のない山道の外れにある小屋、携帯電話も武器もない。と、不安要素がこれでもかと並べられている。

　そしてその中でも最大の不安要素。

「────」

「きゃっ……」

　朱音が小さく悲鳴をあげる。

　聞こえたのは獣けものの声。低く唸うなるように、それは扉の外から聞こえてきた。野犬、狼おおかみ、少なくともこちらに好意的ではない何かが、扉一枚隔てた向こう側にいるのだ。

　気け配はいからして数は一匹。囲まれているようなことはないだろう。

　実際のところ、野犬一匹、たとえ狼だとしても、統吾に負ける要素はない。それは朱音も同じで、むしろ朱音の方があっさりと撃げき退たいしてしまう可能性が高い。情けないけれど。

　しかし、事態はそれほど簡かん単たんではない。

　外にいる獣は、ただの獣ではない。少なくともこの世界の生き物ではない。それは魔ま力りよくに鈍どん感かんな統吾でもわかる。

　魔力を発する未知の生き物がいるのだ。

　不用意に外に出るわけにはいかない。だが、このまま時間が過ぎたところで状況は好転しないだろう。

　ひゅう、と、すきま風かぜが頰ほおを撫なでる。

　寒い。

　小屋の外と中で気温は変わらない。十一月の冷気が二人ふたりに覆いかぶさってくる。朱音が小さな体を震ふるわせているのが伝わってくる。

「何で……こんなところに……」

「…………」

　朱あか音ねは無言のまま首を横に振る。

　どうすればいい。思い切って扉とびらを開け、未知の生き物と対たい峙じするか。いや、向こうの力がどれくらいなのかわからないままでは危険だ。統とう吾ごだけならともかく、朱音もいるのだ。

　その時、木の扉が軋きしむ音がした。

　外から扉にぶつかってきている。頼りない蝶ちようつがいが音をたてる。朱音が統吾の服を摑つかんだ。

「くっ……」

　その手を、統吾はそっと離はなして、立ち上がる。

「統吾くん……」

「朱音はここにいて。俺おれが行くから」

「だったら私も……」

「いや、勇者たるもの、魔ま法ほう使つかいの前にいないといけないから。もしすげー強い奴やつでも、俺がなんとかするから、朱音は逃げるんだ」

「そんなっ……」

　もう扉は限界だ。統吾は拳こぶしを握にぎり締しめる。覚悟を決めろ。

　そして蝶つがいが壊こわれ、扉が開いた。






　第１話　勇者たるもの、連休は有効活用するべし







　長い授業が終わって放ほう課か後ご、雪ゆき村むら統とう吾ごは生徒会室に一人ひとりで来ていた。統吾の前にいるのは生徒会長の安あん藤どう和かず臣おみ。生まれつきなのかどうか知らないが、不ふ機き嫌げんそうな表情で書類を見ている。仮に本当に不機嫌なのだとしたら、その理由は『統吾がここにいるから』に他ほかならない。和臣が眼鏡めがねを通して見ているその書類には、統吾が新しく設立した部の予算、つまり学校から割り当てられる部費が記載されているのだ。

「わかっているとは思うが、部活動以外の目的での使用は禁止だ」

　生まれつきなのかどうか知らないが、低い声で和臣は言った。こんな低い声の赤ん坊が生まれたらお母かあさんも気絶する。

「もちろんわかってますよ。おやつはお小こ遣づかいで買います」

「当然だが、わずか五人の部活に割さく部費などいくらもない。金きん額がくに文句はつけるな。足りなければ自腹を切れ、そして死ね」

「『自腹を切る』ってあくまで表現ですからね!?」

　和臣は書類を統吾に渡した。早速部費の金額を確かく認にんする。和臣の言った通り少ない額ではあったが、額の問題ではない。これで正式に部費がおりたことになる。つまりそれは、統吾の部が学校に認可された証明でもあるのだ。

「年度末には会計報告をしてもらう。部員の中から会計担当を選び、領収書などはきちんと保管しておけ」

「会計担当には適任がいますので大丈夫です」

　生徒会室には和臣と統吾と、もう一人の生徒がいる。和臣はその生徒を睨にらむように見た。

「水み無な瀬せ、お前が監かん視しをしろ。不ふ審しんなことがあればすぐに報告しろ、いいな」

　水無瀬と呼ばれた女子生徒は、見たら誰だれもが幸せを感じてしまうような微ほほ笑えみを見せた。募金箱でも持って立たせていたら、お札がはち切れんばかりに詰め込まれるだろう。

「あら、監視だなんて。私は部員として活動を楽しむつもりですよ」

「お前は部員だが、生徒会副会長でもあるだろう。そのことを忘れるな」

「わかってますよ。安藤くん」

　副会長、水無瀬悠ゆう子こは、統吾の作った部と生徒会を掛け持ちしているという珍しい存在だ。部活動の監視をするには適役といえる。

　おそらく人に会う度たびにシャンプーの銘めい柄がらを訊きかれていそうな優ゆう雅がな黒髪を持ち、整ととのった顔立ちにその美しい笑え顔がお。過去に悠子がいた世界で女神と呼ばれていたというのも頷うなずけるというものだ。

「以上だ。何か質問はあるか」

「じゃあ一つだけ……」

「何だ」

「メガネにこだわりとかあるんですか？」

「もう帰れ」

　和かず臣おみはパチンと指を鳴らす。するとそこに見えない衝しよう撃げき波はが生まれ、統とう吾ごに襲おそいかかる。しかし、この攻撃はすでに喰くらったことがある。何度もやられてたまるか。

　統吾はとっさに横に跳ぶ。

「とうっ！　……ぐはっ」

　壁かべにぶつかった。地味に痛い。

「もう一度言う。帰れ」

「言われなくても帰りますよ。失礼しました」

　早く部室に戻って部員たちに報告をしたい。部費がおり、部が正式に認められたと。統吾は生徒会室を早足で出て行った。

　それにしても。文化祭のこともあるし、和臣とは一生かかっても仲良くなれそうな気がしない。和臣は慣なれ合あいとか嫌っているみたいだし。別世界出身である和臣が知っているかはわからないが、『犬猿の仲』とはこのことをいうのだろう。

　統吾が生徒会室を出ると、そこには一人ひとりの少女が待っていた。統吾を見て、ぱっと顔を輝かがやかせる。

「統吾くん、どうだった？」

「朱あか音ね？　部室で待っててもよかったのに」

「ジュース買いに行ってたの。はい、コーンスープとおしるこ、どっちがいい？」

「サンキュ、どろっとしたのなら何でも飲むぞ」

　統吾はおしるこを受け取ると、並んで歩き始めた。

　クラスメイトの夏なつ森もり朱音。統吾が今まで出会った女の子の中で一番かわいい女の子。明るくて元気で、少し天然だけど、それもまたかわいさの要素になっている。ワインレッドのブレザーに同じ色のリボン、チェックのスカートというオシャレな制服もまた朱音に似合っている。まあ、朱音は何を着たって似合うのだ。

「これでやっと正式な部になったんだね」

「おう。これから楽しくやろうな」

「うんっ！」

　統吾の横で朱音のリボンが揺れた。

　つい数ヵ月前まではいたって普通で残念な統吾がこんなかわいいクラスメイトと知り合いになれたのには、かなり特殊な経けい緯いがあった。

　雪ゆき村むら統とう吾ごは高校一年の夏休み明けに転校し、今はこの特別な高校に通っている。高校は山の中にひっそりと建てられており、その存在は一般の人には知らされていない。何な故ぜなら、この学校に通っている生徒は皆、今いる世界とは別に、いくつも存在する世界から来た人間だからである。

　理由は様々だが、何らかの原因で世界を行き来し、この世界に来てしまった人間は国が保ほ護ごしている。この世界にない技術や道具、そして魔ま法ほうを持った人間の存在を世界に知られるわけにはいかないからだ。世界を行き来してこの世界にやって来る人間のほとんどが十代であるということを受け、国は高校を作り通わせることによって、そこで別世界から来た人間たちに一般常じよう識しきを教えると同時に管理をしているのだ。

　統吾はこの世界の出身ながら、別の世界に行き、帰ってきたという数少ない帰き還かん組ぐみである。統吾の知る限り、帰還組は自分と副会長の悠ゆう子このみだ。

　もちろん、隣となりを歩く朱あか音ねも別の世界の出身で、魔法が得意な魔法使いだ。朱音は自分のことを落ちこぼれだと言っているが、そんなことはない。本気を出した時の朱音がすごいということは、今や全校生徒が知っている。

「戻ったぞー」

　部室棟の三階、一番端の部へ屋や。それが統吾の設立した『ぷれい部』の部室である。

「お帰り、統吾」

　さわやかな笑えみと共に統吾を迎えたのは城しろ田た明あき道みち。街を歩けばすぐにでもモデルにスカウトされそうな容姿の持ち主で、統吾のクラスメイトでルームメイト。寝ている時とトイレと風ふ呂ろ以外、統吾と明道は顔を合わせている。下げ駄た箱ばこを開けたらラブレターがバサバサと落ちてくるなんて漫画の世界だけかと思っていたが、先日、明道の下駄箱を見てその考えを改めた統吾である。……悔しくなんてない。

　明道は徒と手しゆ空くう拳けんを得意とする武術家で、統吾より少し前にこの学校に転校してきている。

「…………」

　そして明道の隣の席で黙もく々もくとカップアイスを食べながら読書をしているのが穂ほ科しな瑞みず希き。薄うっすらと紫むらさきがかった髪と、少しつり上がった目が印象的なクラスメイト。冷たい雰囲気を持っているが、クラスでの男子の評判は高い。

　相変わらず大きなリュックサックを傍かたわらに置いている。前の世界で商人をしていたという瑞希は、常にリュックサックを背負っていないと落ち着かないのだそうだ。

　暖かい気候の世界で育った瑞希は、この世界に来てアイスに出会い、それ以来虜とりこになってしまっている。そこにつけ込み、いや、説得をして、ぷれい部に勧誘することに成功した。

「すみません、遅れました」

　統吾のすぐ後に部室に入ってきたのは、ついさっきまで生徒会室に一緒にいた水み無な瀬せ悠子。ただ一人ひとりの二年生だ。ぷれい部に悠ゆう子こが入ってくれなければ、部員の最低人数の五人に達することができなかったので、今この部があるのは悠子のおかげと言っても過言ではない。

「悠子先せん輩ぱい、生徒会の仕事はいいんですか？」

　統とう吾ごが訊きくと、悠子はいじわるっぽく笑ってみせた。

「安あん藤どうくんに任せてきちゃいました」

「……すごい度胸ですね」

　会長の和かず臣おみにそんなことができるのは悠子くらいなものだろう。

　部員が揃そろったところで、統吾は定位置の教きよう壇だんに立った。部室といってもレイアウトは教室と変わらないので、統吾の背中には黒板がある。統吾は空からになったおしるこの缶を机に置く。

「さて、部費もおりて、正真正銘今日きようがぷれい部の活動初日だ。はりきっていきたいところだが……一つ問題が発生した」

「どうかしたの？」

　興きよう味みなさそうに読書をしていた瑞みず希きも、本を閉じて顔を上げる。朱あか音ねは心配そうにこちらを見ている。きっと自分は相当辛つらい表情をしているのだろう。胸を押さえる統吾に、朱音が「大丈夫？」と声をかける。

「……すっげえ胸やけする」

「おしるこ飲んだからでしょ！」

　朱音に貰もらった嬉うれしさでつい一気飲みしてしまったが、本来ならおしるこというのは一気飲みするものではない。気をつけよう。

「それで、何をするつもりなんだい？」

「いい質問だ明あき道みち」

　統吾たちは、優ゆう勝しよう者しやは何でも願ねがいが叶かなうという文化祭の宝探しイベントに勝利し、ぷれい部の創立にこぎつけた。しかし、具体的な活動内容がまったく決まっていないという問題に直面したのだ。

　統吾はチョークを持つと、大きく字を書いた。

「第一回、ぷれい部活動決定戦……？」

　朱音が声に出す。

「さあ会かい議ぎだ。レッツ激げき論ろん！」

「……やっぱり何も考えてないのね」

　はあ、と瑞希は大きなため息。そしてアイスを食べる作業に戻る。

「わざわざ黒板に書くことでもないよね」

　明道は肩をすくめてみせる。いいではないか。書いてみたかったんだよ。

「はいはーい！　私、今日は人生ゲームやりたいっ」

　元気よく手をあげたのは朱音。

「朱あか音ね……今はこの部の活動内容を決めないといけないんだ」

「えー……。じゃあ人生ゲームは？」

「また今度な」

　実際のところ、ぷれい部は今日きようまで特に何をするわけでもなく、放ほう課か後ごはだらだらと遊んでいるだけだった。トランプにオセロ、そして人生ゲーム。楽しむのはいいのだが、部費がおりて正式な活動が始まった以上、いつまでも遊んでいるわけにはいかない。派は手でに部を作ったこともあって、生徒会長の和かず臣おみにも先生たちにも注目されている。

「そういえば最初に申しん請せいに来た時、勇者の話をしてましたよね」

　悠ゆう子こは自前の水筒を取りだして、紅茶をそそいでいた。生徒会室でも飲んでいたし、この人ほど紅茶の似合う人もいない。

「そうです。みんなで勇者を目指すんです」

『ぷれい部』という部の名前も、それが由来となっているのだ。勇者だから『ブレイブ』、でもまだ未み熟じゆくだから音を柔らかくして『ぷれいぶ』。字面が丸っこくなってかわいくなったとは朱音の感想だ。

「だったら、勇者っぽいことをしたらいいんじゃない？　あんた一人ひとりで」

　瑞みず希きは食べ終わったカップアイスの容器を捨てると、リュックから氷の塊かたまりを取りだした。おそらく魔ま法ほうで作りだしたものだろう。おもむろにそれを割ると、中からアイスが出てきた。魔法を冷凍庫代わりに使っているのか。

「最後の一言が気になるが、穂ほ科しなの言う通りだ。勇者っぽいことっていうと……やっぱ魔王退治か。その辺に手て頃ごろな魔王でも歩いてねえかな」

「生徒会室に一人いるけど、行くかい？」

　今の明道のスマイルは、明らかに悪気のあるスマイルだ。

「あ、あの魔王は一回倒したからいいの！」

　先ほど部費の件で話をしていた、生徒会長の安あん藤どう和臣。彼はこの世界に来る前はどこかの世界で魔族を統すべる魔王だったのだ。高いカリスマ性で完かん璧ぺきな統治をしていたが、部下の裏切りによってこの世界に飛ばされてきてしまった。和臣と一いつ緒しよに多くの人間が転移してきたので、この学校には和臣と同じ世界の出身者が多い。

　そして統とう吾ごは、この部の設立をかけた文化祭のイベントで和臣と対たい峙じし、文字通り死し闘とうの末に勝利をもぎ取った。四人で力を合わせて戦い、言いだしっぺであった統吾が勝負を決める最後の一いち撃げきを放った。ただあの戦いを見ていた人間であれば、一番勝利に貢献したのは朱音であると口を揃そろえて言うだろう。とどめを刺した統吾は最後に美お味いしいところを持っていったにすぎないと。

　それでも勝ちは勝ち。そう統吾は思うことにしている。もしタイマンで再戦したなら、今の統吾はもって一秒くらいなものだ。でも強くなって、いつか和臣に勝ってみせる。今は無理。絶対無理。充電期間。

　というより、この学校で和かず臣おみと互角に渡り合えるのは悠ゆう子こくらいなのではないだろうか。

　すると、その紅茶を飲んでいた悠子が「よろしいですか」と手をあげた。

「皆さんでどこかに出かけるというのはどうでしょうか」

「出かける……ですか？」

「ええ。統とう吾ごくんは転校してきてまだ一ヵ月と少しですし、私もぷれい部の新しん参ざん者ものですから、まずはお互いをよく知った方がいいと思うんです」

　それなりに濃こい毎日を送ってきたので長い間一いつ緒しよにいると感じていたが、実は統吾は一ヵ月ほど前に転校してきたばかりなのだ。もちろん、知らないことなどたくさんある。

「いいですね、それ。親しん睦ぼくを深めるのも活動の一いつ環かんですよもんね。じゃあせっかくだから泊まりがけの合宿にしよう。ほら、連休あるじゃん」

　この前の文化祭の振り替え休日と、十一月三日の文化の日、これに土日が繫つながって、四連休がやって来るのだ。この機き会かいを逃す手はない。これからの活動内容だって、その合宿中にみんなで考えればいい。決して問題を先送りにしたわけではない。そこのところを誤解のないようお願ねがいしたい。

「いいね。僕は賛さん成せいだよ」

　最初に賛同してくれたのは明あき道みち。

「私もー。みんなで遊びに行くのって絶対楽しいよっ」

　続いて朱あか音ね。完全に遊びに行く気であるが、あくまで合宿である。まあ、このメンバーで行って遊ばないわけはないのだけれど。

「泊まりがけもいいですね。きっと新しい発見がありますよ」

　悠子も同意してくれる。部員の中で一番謎なぞに包まれているのが悠子だ。知っているのは同じ日本人であること、おそらく和臣に並ぶ魔ま法ほうの実力者ということくらいだ。使っているシャンプーの銘めい柄がらや、どんな異性が好みなのか、どこをくすぐられるのが弱点なのか、どんな下着を愛用しているのか、知りたいことはたくさんある。

「……統吾くん、なんかエッチなこと考えてる？」

　気づけば朱音が上目づかいでこちらを見ていた。

「ははっ、まさか。俺おれはセーラー服の朱音もかわいいなあと思ってただけさ」

「もうっ、統吾くんってばあ。えっと、こーゆー時はぁ……こいつぅ」

「ぐぇ」

　朱音は未いまだに、『こいつぅ』はおでこでなく鎖さ骨こつの間を突くものと勘違いしているらしい。

「……あんたほど顔に出やすい人間も珍しいわ。商人には向いてないわね」

　瑞みず希きはジトっと目を細めて統吾を見ていた。

　すると、明道がいつの間にか悠子の隣となりに移動して髪をかきあげていた。

「悠ゆう子こ先せん輩ぱい、僕のこと、たくさん知ってくれて構わないですよ。こことか、こことか、ね」

「ふふっ、そうですね」

　悠子の流し技術に感心していると、明あき道みちを見る、というより睨にらむ瑞みず希きの目が人を殺せそうなくらい鋭するどくなっていた。睨まれていないのに統とう吾ごの背中に寒気が。普ふ段だんから瑞希の明道に対するあたりはきつい。瑞希は明道のような軽そうに見える男は嫌いなのだろうか。明道はそんなやりとりを楽しんでいるように見えるけど。

「ホッシーナは？　合宿どうだ？」

「どこかのアイドルみたいな呼び方しないでよ。連休は別に予定ないし、参加するわ。……って言っても、あんたのことをこれ以上知りたいとは思わないけど」

「おいおい、そんなこと言うなよ。俺おれが昔バスに乗ってて、降車ボタン押したのに停とまってもらえなかったこととか知りたいだろ？」

「……モナカのアイス美お味いしい」

「このタイミングでシカトか！」

　とにかく満場一致で合宿は決定した。となると、次の話題は当然ながら行き先である。

「ねえねえ統吾くん、どこに行こっか」

　朱あか音ねはもう合宿のことで頭がいっぱいのようだ。目がキラキラと輝かがやいている。悠子はどうかわからないが、他ほかの部員は皆、合宿なんてのは初めてなのだ。統吾自身も、友達と泊まりに行くのは中学の修学旅行以来だ。

「寒くなってきたし、温泉とかどうだ？　あんまり時間ないから、メジャーなところは予約取れないかもしれないけど」

　予算もないし。合宿に予算をたくさん割さいてしまうと、これからの活動に影えい響きようが出るおそれがある。その活動が決まってないのだけれど。

「温泉っていうと、天然のお風ふ呂ろみたいなものだっけ。体にいいって聞いたことがあるけど」

「まあそんなもんだ明道。お前のいた世界にはなかったのか？」

「うーん、そもそもお風呂っていうのが、王室や貴族だけが持っている高級なものだったんだよ。庶民は川で水浴びさ」

　思わず「へぇ」と声が漏れる。小さい頃ころから当然のように風呂に入っていた統吾にとっては信じられない話だ。世界はいくつもあって、その世界ごとに常じよう識しきや文化がある。そんなことはわかっているのに、いざ聞いてみると不ふ思し議ぎな感じがする。

「そういえば、瑞希ちゃんってお風呂好きだよね」

「え？　ええ」

　突然朱音に話を振られた瑞希は、アイスを食べていた手を止める。

「そうなのか？　朱音」

「うん。時々瑞希ちゃんの部へ屋やに遊びに行くんだけど、いつもお風呂に入ってる気がするもん」

「そうだったかしら。まあ、お風ふ呂ろが長いのは認めるけど……」

　前にいた世界で商人をしていた瑞みず希き。旅をしていることが多かったので、風呂にゆっくり入る機き会かいが少なかったのだという。それに比べたら今の生活は好きな時に好きなだけ風呂に入れるのだから、長風呂になるのも頷うなずける。そして瑞希の大好物はアイス。風呂あがりのアイスを食べている時が、きっと瑞希にとって至福の時間なのだろう。

「ところで穂ほ科しなは、体のどこを最初に洗うんだ？　ちなみに俺おれは……」

「謝あやまれば殴らない」

「ごめんなさいでした」

　誰だれだって命は惜しい。







　その後、学校のパソコン室からインターネットで合宿先を探した。候補がいくつか出たが値段はほとんど変わらず、決め手となったのは露ろ天てん風呂だった。その場で旅りよ館かんに電話をかけて予約を取る。運よく空あいていて、二ふた部へ屋やとることができた。

「待ちきれないよー」

　朱あか音ねは満面の笑えみ。

「露天風呂……」

　瑞希は顔にこそ出ていないが、印刷した旅館の案内を熟じゆく読どくしている。

「楽しみにしてますね」

　悠ゆう子こに微ほほ笑えまれて、思わず統とう吾ごの頰ほおも緩ゆるむ。

「統吾、僕は十五枚くらい下着を持っていくつもりだけど、どうかな」

「そんな情報いらん！　……多いな！」

　明あき道みちの替えの下着の枚数など、近年稀まれに見るほどのいらない情報である。

「私は生徒会室に戻りますね。安あん藤どうくんが怒ってるかもしれませんから」

　やはり生徒会の仕事に戻るという悠子と別れて、四人は学校を出た。別世界の住人たちを管理しているこの学校はもちろん全ぜん寮りよう制せいで、学校を出て山道を少し歩いたところにクラス別の寮が建ち並んでいる。寮母は風かざ見み奈な々な子こという愛あい嬌きようのある人で、しかし、女子に迷惑をかけるようなことをすると魔ま法ほうで亀かめにされてしまうという罰則がある。

　統吾たちが一年Ｂ組の寮に戻ると、玄関脇わきの水すい槽そうに亀が一匹入っていた。おかしいな。朝見た時は水槽は空からだったのに。どうやら、誰かが亀にされたらしい。統吾が初めてこの寮に来た時は、山やま中なかというクラスメイトが亀になっていた。

　瑞希もそれに気づき、コンコンと水槽を叩たたいた。亀は驚おどろいて首を引っ込める。意い識しきってどうなってるのだろうとふと思う。

「誰かしら。統吾、あんたじゃないの？」

「今の俺おれは誰だれだよ！」

　誰だか知らないがかわいそうなので三角形の餌えさをあげていると、一人ひとりの女子が出てきた。

「お、ぷれい部だ」

「真ま奈な花かちゃん」

　パーカーにジーンズというラフな格好で出てきたのはクラスメイトの柏かしわ木ぎ真奈花。この様よう子すだと他ほかの寮りように遊びにいくところだったのだろう。

　文化祭で生徒会長との壮絶な戦いの末に堂々と設立を宣言したこともあり、ぷれい部の存在は学校中に知れ渡っている。それに女子から絶大な人気を誇る明あき道みちが参加しているというのも、有名になった一因だったりする。

「一いつ緒しよに帰ってきたの？　仲いいね」

「うんっ。とっても仲良しだよっ」

　聞いている方が恥ずかしくなってしまうようなことを、朱あか音ねはさらっと言ってのける。

「おお……、さすがあの会長を倒して作った部だけあるね」

　ストレートな返事に、真奈花も少し面めん喰くらったようである。

「真奈花ちゃん聞いて聞いて、私たち、今度旅行に行くことになったんだー」

　朱音が我慢できないとばかりに真奈花に飛びつく。旅行ではなく合宿なのだが、まあいいか。

　それを聞いた真奈花は、一いつ瞬しゆんの間をおいてニヤリと不敵な笑えみを浮かべた。

「へえ……。朱音と雪ゆき村むらくん、もうそんなところまでいってたんだ」

　真奈花の視し線せんは朱音から統とう吾ごへ。

　その言葉の意味するところに統吾はすぐに気づいたが、朱音は三秒ほど要したようだった。

「ち、違うよ真奈花ちゃん！　ぷれい部のみんなで行くんだよっ！」

　それに気づいた朱音は全力で手を振って否定する。そこまで必死に否定されると少し悲しくなってくる。

　朱音がちらっと統吾を見る。加勢しろということらしい。

「そうだぞ柏木。俺と朱音は勇者と魔ま法ほう使つかいって関係であってだな、その、つ、付き合うとかそういうんじゃないんだ」

「なあんだ。そっちの方が面おも白しろいのになー」

　女子がこういう恋愛話が好きだというのは、どの世界でも共通なのか。真奈花の奴やつ、完全に反応を見て楽しんでいるな。

「そういう柏木はどうなんだよ。彼氏いるのか？」

「私はいないよ。好きな人もなーし。へへっ、反はん撃げき失敗だね」

「くっ、やるな柏木」

　す、と、真奈花と統吾の間に明道がスライドしてきた。まったくの無音である。

「柏木さん、ここに僕がいるけど」

　だから何だ。

「おっ、出たなイケメン。ホント、近くで見るときれいな顔してるよねー」

「ありがとう。とても正直だね」

「いや謙けん遜そんしろよっ」

「ははっ」

　真ま奈な花かの裏うら拳けんツッコミが決まる。真奈花はとてもノリのいい明るい性格で、朱あか音ねをはじめ、クラスのみんなと仲がいい。

「そういえば、旅行って今度の連休？」

「うん。そうだよ」

「実は私も他ほかのクラスの友達と旅行に行くんだ。これからその打ち合わせに行くの」

「そうなの？　じゃあお土産みやげ交換っこしようねっ」

「オッケ。食べ物でよろしくねー」

　真奈花は駆け足で寮りようを出ていった。

　休みを使って頻ひん繁ぱんに旅行に行く生徒は多い。別の世界からやって来て、なんとか言語を習得し、友達もできたら、次にやるのは観かん光こうだ。ただでさえ寮暮らしで行動範はん囲いが狭いものだから、外に遊びに行きたくなるのは当然といえる。

「統とう吾ごくん……、私と統吾くんって、その……そんなふうに見えるの、かなあ」

「それはまあ、その……なんつーか……なあ？」

　確たしかに、統吾と朱音は教室でも席が隣となりで、昼ご飯を一いつ緒しよに食べ、放ほう課か後ごも同じ部で活動している。真奈花がそう思ったのも不ふ思し議ぎなことではないのかもしれない。でも実際は、悲しいかなそんな関係ではないのだ。

「もう、真奈花ちゃんってば……」

　頰ほおを赤く染める朱音はとてもかわいい。そんな朱音とこうやって一緒にいるだけでも幸せを感じることができる。

「まったく柏かしわ木ぎの奴やつめ。変な勘違いしやがって……」

「う、うん……」

　真奈花のせいでなんだかぎこちなくなってしまった。朱音と目を合わせられない。すがるように明あき道みちを見ると、そこには考えていることが読めないさわやかスマイル。このキラキラで夜道が歩けるのではないかと思う。

「そ、それじゃあ朱音、また明日あしたな」

　軽く手を振るが、その動きも硬い。

「……うん。また明日っ」

　早口でそう言うと、統吾は明道を引っ張って部へ屋やに向かった。

　後ろで瑞みず希きが「平和ね」と呟つぶやいていた。







『Border of World』





作詞・作曲・歌　　長おさ田だ　恭きよう子こ　　






　城しろ田た君　My destiny

　あなたのことを思うたび　私の心はOverheat

　世界の境界を越えて……







「なんじゃあこりゃああっ！」

　そこで統とう吾ごはコンポのストップボタンを押した。ＣＤを取り出し、明あき道みちの部へ屋やのドアを乱らん暴ぼうに開ける。そこでは部屋着の明道がベッドに腰掛けて雑誌を読んでいた。

「どうかしたかい？」

「どうかしたよ！　なんだよこのＣＤ！　なんかぞわっとしたぞ！」

　部屋に戻って統吾は旅行の準備を始めたのだが、何か曲でも聴ききながらやろうと思い、明道にお勧めのＣＤがないか訊きいたのだ。そうしたら迷わず明道が貸してくれたのがこのＣＤだったのである。ピアノ伴奏できれいに始まったかと思ったら、いきなりこの歌詞が耳に流れ込んできた。

「前に言わなかったっけ。上級生の長田さんが、僕に自作の歌を入れたＣＤをくれたんだ」

「五秒でわかったよ！　お前の名前が出てくんだから！」

　二年生の長田。熱ねつ狂きよう的てきな明道ファンだ。明道のファンは校内に多く、ファンクラブのようなものまで組そ織しきされているが、長田はそれに属さず、一いつ匹ぴき狼おおかみの明道ファンを貫いている。ファンクラブも長田には手を焼いているとか。黙だまっていれば美人なのに、残念な人だ。

「女の子からのプレゼントだから聴くには聴いたんだけど、すごいよね」

「確たしかに……。っていうかこの人歌すっげえ上う手まいな！」

「プロみたいだよね」

　声量もあるし、ビブラートもきれいに響ひびく。普通に歌手になればいいのにと思う。

　このまま聴いていたら全身が凍こごえてしまいそうなＣＤは明道に返却。ふと統吾が明道の部屋を見渡すと、プレゼントと思われる小物や、ラブレターの束が目に入った。長田以外の女子からも日常的に貰もらっているようだ。

「これ全部読んだのか？」

　さすがに渡してくれた女子に悪いので中身は見ないが、水みず色いろやピンクのかわいい封筒はすべて開封されていた。

「もちろんさ。下げ駄た箱ばこに入っていることもあるし、気が付いたら制服のポケットに入っていたこともあるよ」

　使ったな、魔ま法ほう。

「返事はしてんのか？」

「いや、どの手紙にも『返事はいりません』って書いてあるんだ。僕とお付き合いをしたいというより、手紙を渡すことで満足なんじゃないかな」

　さすがモテ慣なれている奴やつは言うことが違う。枝毛になれ。

「……まあ、万が一お前がオーケーしたら、相手の女の子はファンクラブの奴らに袋ふくろ叩だたきにされるだろうしな」

　長おさ田だには呪のろい殺されるかもしれない。

「手紙はいいんだけど、食べ物のプレゼントはちょっと困るかな。全部食べないと悪いし」

　そういえば、手作りのクッキーやケーキがあるからと言って夕飯を抜くことがたまにある。

「モテるのって大変なんだな」

「モテないより百倍マシだけどね」

「俺おれにケンカ売ってんの？」

「まさか。君は朱あか音ねちゃんにモテモテじゃないか。今度の合宿だって、仲を進展させるいい機き会かいだと思うよ」

　思っていることを完全に見み透すかされていた。統とう吾ごは露ろ骨こつに目を泳がせる。

　そう、合宿の実施が決まった時、統吾は自分に二つの課か題だいを与えた。一つは部員どうしの親しん睦ぼくを深めるということ。部長として、ぷれい部を楽しい部活にする義務がある。

　もう一つ。それは、朱音との仲をより深めること。朱音は自分のことを慕ってくれている。そして、統吾は朱音のことが好きだ。朱音にはカッコいいところを見せたいし、逆に幻滅されるようなことはしたくない。

「そりゃあ、朱音ともっと仲良くなりたけどさ……。俺……弱いし……」

　だが、統吾には大きな大きな悩みの種があった。

　統吾はこの学校に転入してきた時、自分は勇者だと豪語した。それは決して見み栄えを張ったわけでも噓うそをついたわけでもなく、統吾は紛れもない勇者だったのだ。統吾は夏休みに『アーチバール』という世界に召しよう喚かんされ、そこで伝説の剣を抜き、魔王を倒して世界を救った。だからアーチバールでは世界一強い勇者なのだ。

　しかし、別世界の住人たちが集められたこの学校に通うことになって統吾は一つの勘違いを知る。アーチバールは数ある世界の中でも弱い部類に入り、そこで勇者になった統吾でも、他ほかの世界の住人に比べたら弱いということ。現に、腕力を鍛きたえる必要のない僧そう侶りよに窓の外まで殴り飛ばされたし、朱音が放った攻こう撃げき力りよくの低い威い嚇かく用ようの魔法で魔王を倒した伝説の剣『トーゴカリバー』は折れてしまった。

　四百人以上の生徒が通うこの学校の中で強さ比べをしたら、統とう吾ごは確かく実じつに下から数えた方が早いのだ。

　統吾が弱いことは明あき道みち、瑞みず希きは知っているし、悠ゆう子こも和かず臣おみもわかっているだろう。でも朱あか音ねだけは、勇者と自称した統吾の言葉を信じていて、今でも誰だれより強いと信じている。自分が弱いと自覚してからも朱音の前で見み栄えを張り続けていたことと、朱音が素直で天然だということが、現状に至った理由だ。

　実際は、朱音とケンカしたら二秒で負ける。

「でも、もし統吾が本当は弱いことを知っても、朱音ちゃんはいつも通りなんじゃないかな。そういう娘こだと思うよ」

「そりゃ俺おれもそう思うよ。でもこれは俺の中の問題なんだよ。男が好きな女の子より弱いってのは、やっぱ我慢できねえんだよ」

　振り絞るようにそう言うと、何な故ぜか明道は統吾の顔を見てさわやかに笑っていた。

「……君はいつも面おも白しろいことを言って、アレに見えるけど、一本ちゃんと芯しんが通ってる。そういうところが好きだよ」

「アレって言うな！　それと好きって言うな！　お前から言われても全然嬉うれしくないわ！」

　どうしてこいつは、こうもはっきり言えるのだろう。まあ、それが明道のいいところではあるけれど。

「そう？　だったら今度は女装してから言うことにするよ」

「それはお前……反則だろ……」

　無む駄だに整ととのった顔立ちの明道が女装をすれば、その辺の女子よりきれいになることは目に見えているのだ。もし声を変える魔ま法ほうがあったら、統吾は見事に騙だまされるかもしれない。

　どうにも明道にからかわれているのが癪しやくなので、統吾は話題を変えて反はん撃げきすることにした。

「ところで明道、お前は好きな人いないのかよ。こんだけモテて、誰とも付き合ってないんだろ？」

　反撃は上う手まくいったようで、明道は眉まゆ根ねを下げる。

「うーん。好きな人に好きになってもらうっていうのは難むずかしいよね」

　ということは、明道にも好きな人がいるということか。しかも両想おもいではないと。まさか朱音じゃないだろうな。

　いや、いつもの明道を見ている限り、悠子が第一候補だ。何かにつけて接近したりボディタッチを試みているが、悠子はことごとくかわしている。

「やっぱ悠子先せん輩ぱいか？」

　この二人ふたりが並ぶと、悔しいが美男美女でとても絵になる。ファンクラブも長おさ田だも、仮に明道が悠子と付き合ったなら、文句は言わないだろうし、そもそも悠子に嚙かみつくなんてできるはずもない。

「どうだろうね」

　相変わらず心が読めないスマイルだ。悠ゆう子こだとしたら明あき道みちにとっては相当困こん難なんな道になるのではないだろうか。悠子に彼氏がいるという話は聞いたことがないが、明道を相手にしているようにも見えない。明道以上に、悠子の考えていることはわからない。

「ま、お互い頑がん張ばろうぜ」

「そうだね。さて、夕飯の支し度たくをしようかな。統とう吾ご、何がいい？」

　この統吾と明道の部へ屋やでは、明道が台所を取り仕切っている。寮りよう母ぼの奈な々な子こが作った料理を大広間で食べるという選せん択たく肢しもあるが、食事はもっぱら明道の手料理だ。

　明道はこの世界に来てから料理に目覚めた。前にいた世界よりも格段に美お味いしいこの世界の食べ物に感動して以来、料理の腕を日々磨いている。すでに統吾の母親よりも上じよう手ずになってしまっていた。

「昨日きのうはトンカツだったから、今日きようは……」

　その時、扉とびらをノックする音が聞こえて、すぐに聞き慣なれた女の子の声が届いた。

「統吾くーん、明道くーん、材料持ってきたから今日は鍋なべにしようよー。瑞みず希きちゃんも一緒だよー」

「おっと、決まりだね。土鍋はどこにしまったかな……」

「よっしゃ。鍋奉ぶ行ぎようは俺おれに任せとけ」

　キッチンへ向かう明道と、玄関に向かう統吾。こうやって、四人で食事をすることもある。ちなみに、瑞希は旅をしていた商人だけあって料理は上う手まい。朱あか音ねは統吾と同じくらい。つまりできない。

　扉を開けて朱音と瑞希を招き入れる。クラスの男子の間で人気のある二人ふたりとこうやって一緒に過ごせるなんて、転校前の統吾には考えられないことだ。大げさかもしれないが、運命の分かれ道というのは本当にあるのだと思った。

　瑞希が材料の入った袋を差し出す。

「どんな鍋にする？　一応、鮭さけをメインに豆腐としいたけ、それに味み噌そ、隠し味になればと思ってバターを用意したけど」

「お前の心は完全に石いし狩かり鍋だな！」

　その材料で他ほかに何を作れというのか。

　料理のできない統吾と朱音は食器を並べる。いつ朱音たちが来てもいいように食器や箸はしは多めに用意してあるのだ。

　ふと統吾が台所に目をやると、明道と瑞希が並んで準備をしていた。これはお決まりの冷やかしをするしかない。

「お二人さん、新婚みたいだな」

「だってさ、穂ほ科しなさん。照れるね」

「ええ、とっても」

　包丁を持ったまま、瑞みず希きが統とう吾ごを睨にらむ。本当に瑞希はすごい。これだけ殺気を容よう赦しやなく放出できる人間を統吾は和かず臣おみ以外に知らない。

「言っておくが穂科、包丁は投げるもんでも刺すもんでもないぞ」

「知ってるわ。斬きるものよね」

　これは予想だがきっと字が違う。

　平ひら謝あやまりした統吾はなんとか鼻と耳を削そがれずに済み、グーパンチ一発で許してもらえた。謝っても殴られるものは殴られる。

　やがて鍋なべも煮立ち、四人は食卓についた。

「いただきまーす」

「やっぱり鍋はみんなで食べるのがいいね。はい穂科さん、これもう食べられるよ」

「あ、ありがと……。ちょっと統吾、具が減ってるわよ。鍋奉ぶ行ぎようならちゃんと追加しなさいよ」

「ちょ……俺おれの食べる暇が……。おい明あき道みち、お前今から鍋参さん謀ぼうやれ」

「はいはーい、じゃあ私は鍋将軍やるー」

「じゃあ私は……食べる係」

「徹てつした！」
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　鍋なべを囲んだ夕食は、合宿の計画を練りながらの楽しいものになった。絶対に楽しい合宿にしよう。そして、朱あか音ねともっと仲良くなろう。







　翌日、学校に行くと山やま中なかが欠席だった。

　またお前か、山中。もう亀かめ田だに改名しろ。






　第２話　勇者たるもの、壁の向こうに夢を追うべし







　出発の日は天気に恵まれ、統とう吾ごたちは午前十時に高速バスに乗り込んだ。新しん幹かん線せんを使った方が早く着くのだが、予算の関係でバスを選んだ。目的地の温泉旅りよ館かんまでは、ここから三時間くらいの道のりとなる。

　ぷれい部一同は後部座席に陣取り、他ほかには年配の夫婦や大学のサークルらしき集団が席を埋め、空席はほとんどなかった。

「はい統吾くん、お菓子」

　バスが動き出して最初の信号にもたどり着かないうちに、前の席に座る朱あか音ねが振り返ってお菓子の箱を差し出す。バスの中のお喋しやべりも醍だい醐ご味みの一つ。特に朱音は楽しみにしていたようで、大量にお菓子を買い込んであるのを知っている。ありがたく受け取ろうとした統吾だが、すぐにその手を止めた。

「朱音、俺おれは今バスに乗った拍子に両手を骨折してしまった。悪いがお菓子を食べさせてくれ」

「え？　大丈夫なの!?　……それじゃあ、あーん」

「あー……むごあっ！」

　誰だれかが朱音の腕を摑つかんで、箱ごと統吾の口にねじ込んだ。育ち盛りの統吾だが、そこまで食いしん坊ではない。

　やったのはもちろん朱音の隣となりに座る瑞みず希き。

「そんなに腹減ってねえよ！　朝も食ったし！」

　口に詰め込まれたお菓子の箱を引っ張り出して、統吾は目を細めてこっちを見る瑞希に抗こう議ぎする。

「あら、骨折はもういいの？」

「今治ったの！」

　せっかく朱音に『あーん』をしてもらおうと一計を案じたというのに、邪じや魔ましなくたっていいではないか。別に瑞希に迷惑がかかるわけでもないのに。いやまさか、本当は瑞希が自分に食べさせたかったのではないかそれはない。

「それでは私の出番はなさそうですね」

　明あき道みちの向こうに座る悠ゆう子こは、統吾たちのやり取りを見ながら楽しそうに笑っている。実際のところ、この合宿で統吾は何らかの形でケガをするだろうから、悠子の助けはきっと必要になる。何らかの形といっても、大抵は瑞希だろうが。

「それにしても悠子先せん輩ぱい、よく似合ってますよ」

「そうですか？　ありがとうございます」

　明あき道みちはさっきからしきりに悠ゆう子この私服を褒ほめている。勝手なイメージで悠子はてっきりロングスカートで来るかと思ったが、意外にもデニムのパンツルック。上はボーダーのセーターで、体のラインがくっきりと出ていた。改めて理想的なスタイルだということを思い知る。どうなってんだあの膨ふくらみ。

「統とう吾ごくんなんかエッチなこと考えてる？」

「ははっ、まさか。俺おれは朱あか音ねのうなじは国宝級だなあと思ってただけさ」

　また顔に出てしまっていたか。上う手まくごまかせたが、油断は禁物だ。

　朱音はすでに次のお菓子を取り出している。当然だが、朱音も私服である。部へ屋や着ぎやパジャマ以外で朱音の私服を見るのは初めてだ。ピンクのニットにふわっとした白のミニスカート、くるぶしまでの短いブーツはアンクルブーツというらしい。朝に朱音を見た時から今まで、統吾は五回「かわいい！」と心の中で叫んだ。そのうち一回は声に出た。

「朱音、相手にするだけ時間の無む駄だよ」

　冷たく言い放つのはポッキーをくわえた瑞みず希き。予想はしていたが、いつものリュックサックを背負ってやって来た。三泊の合宿には余る大きさだが、相変わらず中身はぎっしりのようだ。着替え以外に何を入れているというのだろう。

　瑞希は白いタートルネックのセーターにジャケット、ベージュのチェックのミニスカートに黒いタイツ。朱音と違って膝ひざまでのブーツを履はいている。頭に乗っけたハンチング帽も似合っている。だから余計に大きなリュックサックがアンマッチだ。

「朝から思ってたんだが、穂ほ科しなって結構オシャレだよな。勉強とかしてんのか？」

「……勉強ってほどじゃないけど、雑誌くらいは読んでるわよ。この世界の服は色々デザインがあって興きよう味み深ぶかいわ」

　前にいた世界ではどんな服を着ていたのだろうか。行商人だったのだから、デザインよりも機き能のう性せいを重視した服だったのだろう。

「ねえねえ統吾くん、私はオシャレかな？」

「そりゃ朱音は何着ても似合うじゃん。割かつ烹ぽう着ぎでもパリコレに出られるよ」

「もう！　統吾くんってばぁ」

「ぐっは！」

　朱音にとっては軽く叩たたいたつもりでも、統吾にとっては致命傷となりうる打だ撃げきだ。世界が違うと、力の加減も基準が違うから困る。

　朱音はずっと座席に膝を乗っけて後ろを向いた体勢のままだ。新しん幹かん線せんだと椅い子すを回して向かい合うことができるのだが、このバスではできないようだ。

「ねえ、何かゲームしようよ」

「よしきた。……と言いたいところだが、朱音、一つだけ俺の話を聞いて欲しい。とても大事なことなんだ」

「え……うん。何？」

　お菓子を食べる手を止めて、朱あか音ねは真剣な眼まな差ざしで統とう吾ごを見た。統吾は交差した朱音との視し線せんを逸そらし、遠い方の窓へ向ける。

「何でいるんですか会長っ！」

　立ちあがり、悠ゆう子この隣となりに座り窓から退屈そうに外を眺める銀髪で眼鏡めがねをかけた生徒会長を指さした。大声と共に指をさされた和かず臣おみだが、微動だにせず視線すら動かさない。

「さすが統吾。まさかのタイミングでツッコんだね」

　隣の明あき道みちは感心したように小さく拍手をした。

「やっとツッコんだわね」

　前に座る瑞みず希きが呟つぶやく。その隣の朱音も「だねー」と同意。

「俺おれのツッコミ待ちだったのか！」

「やっぱりツッコミは統吾でないとね」

　いつの間にそんな役割分担ができたというのだ。自分はツッコミ役ではなく、あくまで部長である。そこのあたり再さい認にん識しきをお願ねがいしたい。

「会長、どうして俺らの合宿について来るんですか？」

　和臣は統吾と目を合わせようとはせず、窓の外を眺めている。朝、学校を出る時には、同じ方向に用があるのかと思った。バス停にいた時も、他ほかのバスに乗るのかと思った。しかしとうとう同じバスに乗ってそこに座っている。どう考えても合宿参加者である。

　黒のジャケットにパンツと、魔ま王おうらしく黒くまとまった飾り気のない格好であるが、それがまた仏ぶつ頂ちよう面づらに似合っていたりする。

「面めん倒どうだ。……水み無な瀬せ」

「はい。私がお答えしますね」

　そんなに面倒ならついて来なければよかったのに。統吾は朱音に差し出されたポッキーを食べる。

「統吾くん、部の合宿には何が必要だと思います？」

「えっと、予算ですか？」

「それもそうなんですけど、高校生ですから、顧こ問もんの同行が必ひつ須すなんです」

「顧問……。あっ！　うち顧問いねえ！」

　すっかり忘れていた。いや、設立の時に顧問をつけろと言われたような気もするが、名前を借りるだけだからと思い後回しにしていたのだ。まさか合宿に行くのに必要になるとは。

「ぷれい部は顧問がまだいませんから、普通は合宿の申しん請せいは通りません。ですから、代わりに生徒会長に同行してもらうことで先生方に了解を頂いたのです」

　部長の統吾にその話が来なかったのは、生徒会に所属しており先生に話を通しやすい悠子が交渉をすべてしてくれたからだそうだ。もし統とう吾ごが交渉をしていたら合宿は実現しなかったかもしれない。

「悠ゆう子こ先せん輩ぱい……ありがとうございますっ」

　頭を下げる。すると悠子は「いえいえ」と微ほほ笑えんだ。

「もう悠子先輩が部長になったらいいんじゃない？」

　こんなことを言うのは瑞みず希きしかいない。

「そ、そんなこと言うなよぅ！」

「そうだよ瑞希ちゃん。統吾くんほど鋭するどくツッコめる部長さんは他ほかにいないよっ」

　朱あか音ねのフォローは嬉うれしいが、素直に喜べないのが辛つらい。

「とにかく、よろしくお願ねがいします。会長」

　明あき道みちが笑え顔がおを向けるが、和かず臣おみは不ふ機き嫌げんそうに外を見たまま。

「ふん。お前たちを監かん視しするいい機き会かいだ。不適切な行動が見られれば即座に廃部の申し立てをする」

　やはり和臣はぷれい部の設立に関しては今でも気に食わないようだ。それも仕方がない。設立をかけた文化祭の宝探し。宝を求めて統吾たちは和臣と戦い、ギリギリで和臣を破って部の設立を宣言した。前にいた世界では魔ま族ぞくを統すべる魔王であり、強大な魔力を持つ和臣が統吾たちに負けるなどあってはならないこと。和臣は本気を出していなかったようだが、それでも勝ちは勝ちだ。

　プライドを傷つけられてしまった和臣にとって、ぷれい部はまさに目めの敵かたきなのだ。

「会長、不適切な行動とは具体的にどんなことですか？」

「……自分で考えろ」

　難むずかしい。和臣が不適切だと思えば何でも不適切になってしまうのではないだろうか。まさか脱いだ靴を揃そろえなかっただけで廃部になったりしないよな。

「統吾くん、きっと不適切な行動というのは不純異性交遊のことかと思いますよ」

　直球が飛んできた。

　悠子の言葉に、前の席の瑞希が振り返って身を乗り出す。悠子からその言葉が出ると何だかドキドキしてしまう。

「悠子先輩！　何言ってるんですか！　そんなことあるわけないじゃないですかっ！」

　瑞希の頰ほおはほんのりと赤い。

「そうですよ。不純じゃなくてプラトニックです」

「あんたはマジメな顔で何言ってんの！」

　すると、瑞希の隣となりの朱音も顔を出した。

「ねえねえ、それってどういうことなのー？」

　魔法ではなく、凍りつく統吾と瑞希。自然と目が合った。二人ふたりの考えていることは同じ。『朱あか音ねは本気で訊きいているのだろうか』。だが、朱音ならあり得る。

「統とう吾ご、あんたが答えてやりなさいよ」

「俺おれかよ……。その、何だ、不純異性交遊ってのは、だ、男女が手を繫つないだり腕組んだりすることだよ」

　ちらりと瑞みず希きを見る。目が「及第点ね」と言っている。まさか本当の意味を言うわけにはいかない。というより、そんなこと口にできない。

「え？　そういうことなの？　ふーん……」

　朱音はまだ首を傾かしげているが、すかさず瑞希がお菓子を差し出し話題を変える。悠ゆう子このまさかの一言で嫌いやな汗をかいた。

「悠子先せん輩ぱいって、人をからかうの好きですか？」

「あら、バレました？」

　どうにもこの笑え顔がおにごまかされているような気がしてならない。

　悠子はお菓子をつまむと、「それとですね」と言葉を継いだ。

「安あん藤どうくんに同行をお願ねがいしたのは、他ほかに理由があるんです」

「他にですか？」

「ええ。安藤くんはたくさんの生徒から尊敬されていますが、友人と呼べる人は少ないんです」

「ああ、確たしかに友達少なそうですよね」

「……悪かったな、雪ゆき村むら」

　聞こえていた。和かず臣おみの表情は変わっていないが、怒っているのだろうか。友達がいないことを気にしそうな人には見えないが。

　和臣は強くて怖くて、近寄りがたいことには間違いない。むしろ、悠子が平然と一いつ緒しよにいることが不ふ思し議ぎなくらいだ。今も、こうやって同じ空間にいるだけでプレッシャーがかかっている気がする。

「ですから、ぷれい部の皆さんと仲良くして頂けたらなあ、と」

「……マジですか？」

「マジですよ」

　友達候補としてぷれい部に白羽の矢。悠子は何な故ぜぷれい部を選んだのか。

「何を言い出すかと思えば……くだらん」

　和臣の声には苛いら立だちが混じっているようだった。和臣がイラつくのも当然だ。嫌いな奴やつと仲良くなれと言われたのだから。

「あの……それはちょっと難むずかしいような……。ほら、勇者と魔ま王おうはそもそも相あい容いれない存在というか……」

「でも、それはどちらも違う世界のことじゃないですか。ここでは普通の高校生です」

「それはそうかもしれませんけど……」

「きっと安あん藤どうくんだって仲良くしたいと思ってますよ。ねえ、安藤くん」

「……水み無な瀬せ、少し黙だまれ」

　低くよく通る声で、和かず臣おみは言った。それだけでもう怖い。そしてそれを笑え顔がおで流す悠ゆう子こも恐ろしい。

　悠子との会話が聞こえているはずの瑞みず希きは関かかわらない方が吉きちと悟ったのか無視を決め込んでいる。賢けん明めいである。

「会長も合宿楽しんでくれるといいねっ」

　と朱あか音ねは無む邪じや気きに言うが、ことはそこまで簡かん単たんではない気もする。朱音は和臣が魔ま王おうでも、強い魔法を使うことができても、怖いという感情を抱くような女の子ではない。人見知りしないのは朱音のいいところだ。

　が、和臣からすれば統とう吾ごと同じくらい朱音のことが気に食わないはずなのだ。隠されていた魔力を放出した朱音は、和臣に特大の魔法をぶちかました。それにより和臣は魔力を大量に削られ、結果としてそれが統吾たちの勝利に繫つながった。そんなことがあったから、もしかしたら統吾以上に朱音のことを敵視しているかもしれない。

「はあ……」

　明あき道みちは手て鏡かがみで髪型を入念にチェックしていたが、ため息をつく統吾に、ポケットからｉＰｏｄを取り出した。

「……統吾、音楽でも聴きいて落ち着くといいよ」

「お、悪いな」

　部員どうしの親しん睦ぼくを深める。ぷれい部の活動内容を決める。上う手まいこと朱音との仲を深める。いくつかの目標を掲げた合宿だが、さらなる課か題だいが生まれた。

　和臣と仲良くなる。

　これは果たして達成できるのだろうか。というより。和臣自身はどう思っているのだろうか。別の世界で魔王だった時に、友人はいたのだろうか。

　統吾は知っている。和臣は信頼していた部下に裏切られ、この世界に来てしまったということ。その和臣が、この世界で友人を作ることを望んでいるのか。

　和臣と一いつ緒しよに弁当を食べたり、遊びに行く光景がまったくといっていいほど想像できない。一いつ生しよう懸けん命めい楽しい想像をしようとするのだが、和臣が出てくると背景が黒になる。

　知っているが使ったことのない四よ字じ熟じゆく語ごに『前ぜん途と多た難なん』というものがある。それを今使おう。

「はあ……」

　連続でため息が出た。イヤホンを耳にねじ込み、曲を再生する。




『ぱわふる☆すとーきんぐ！』





作詞・作曲・歌　　長おさ田だ　恭きよう子こ　　






　あなたの出したゴミ袋を……







「またかあっ！」

　統とう吾ごが他ほかの乗客から睨にらまれ、挙句に運転手から注意されたのは言うまでもない。







『それでは十五分後に出発します。遅れないようにお戻りください』

　と、運転手のアナウンス。

　道のりの半分くらいで、バスはサービスエリアに停とまりトイレ休きゆう憩けいになった。和かず臣おみを除いた五人はお菓子を食べながらお喋しやべりをしていたのだが、少し前から朱あか音ねの寝息が聞こえてきていた。今日きようが楽しみで昨夜ゆうべあまり眠れなかったと言っていたのを思い出す。きっと寝顔は天使のようにかわいいに違いない。どうにか前に回り込んで寝顔を写メで撮とりたかったが、瑞みず希きの目が抑止力として光っていたので未遂に終わった。

　どうやら瑞希は朱音を友達として大切に思ってくれているみたいで、どこか無防備な朱音に悪い虫がつかないように警けい戒かいしている。その悪い虫の筆頭というのが統吾のことであるというのがわかっているから悲しい。

「朱音、サービスエリアだぞ。トイレ行くなら行っとかないと……」

　寝ている朱音に声をかけるが、まだ夢の中のようだ。

「んー……ショートケーキのイチゴは最後だけど、エビフライの尻尾しつぽは最初だよぉ……」

　いや、それはどうだろう。

　その時だった。突然弾はじかれたように瑞希が立ち上がったのだ。よし、瑞希が席を立つなら朱音の寝顔を写真におさめるチャンス。しかし、その拍子に朱音も「ふぇっ？」と目を覚ましてしまった。

　しかし、今の瑞希の立ち方は変だ。

「穂ほ科しな、そんなに我慢してたの……っておいっ、ちょっと待てっ」

　瑞希はそのままふらふらと歩いていく。それはまるで夢遊病のようで、意い識しきがあるかも怪しい状態だった。そして何な故ぜか統吾の腕を摑つかんでいる。普ふ段だんから統吾を殴り飛ばしているだけあってものすごい力だ。振りほどけない。

「…………」

「おい穂科！　何で俺おれを摑んでるんだよ！　一いつ緒しよにトイレなんて入ったら一発廃部だぞ！　リアクションに困るようなことをするんじゃない！」

　無言の瑞みず希きに引っ張られたまま、二人ふたりは車の間を縫ぬいながら駐ちゆう車しや場じようを突っ切り、さらにはトイレの前も素通りした。

　一体何なんだと統とう吾ごが戸惑いながらも考えを巡らせていると、やがて瑞希は足を止めた。そこにあったのはコーンの上に白いうずまき状の物が乗っかった、よく見かける看板代わりの置き物。日本人にはポピュラーなアイスだ。

「……ソフトクリームだな」

「やっぱりこれがそふとくりーむなのね……」

　やっと瑞希が口を開いた。

　前に統吾は、アイスが好きだと言った瑞希にソフトクリームなるものがあると教えたことがある。しかし学校の購こう買ばいにソフトクリームなどあるはずもなく、瑞希はまさに今、ここでソフトクリームとの出会いを果たしたのだ。

「そういや初対面か。喜べ瑞希、これがソフトクリームというアイスだ」

「私の勘が告げたのよ。半径１００メートル以内に何か美お味いしいアイスがあるって」

　それは勘でなくセンサーだ。瑞希の奴やつ、アイス好きが進化してアイスを感知するセンサーを搭載することに成功したらしい。もうその辺には何も言うまい。

　統吾たちを追ってきた朱あか音ねと明あき道みちもやって来て、ソフトクリームの店を見てあっさりと瑞希の行動を理解した。

「まあせっかくだからみんなで食べるか。初ソフトクリーム記念ってことで俺おれの奢おごりでいいぞ」

　そう言って統吾は財布を取り出した。

「当然よ、まったく」

　何な故ぜだ。

　実は朱音と明道もソフトクリームが初めてだということがわかり、統吾と瑞希はバニラ、朱音と明道はチョコを注文した。これなら交換して食べることができる。あわよくば朱音の食べかけを手に入れることだって可能だ。

「…………」

「瑞希、あんまり店員さんを睨にらむな」

　店員がソフトクリームを作っている間も瑞希はずっとその手元を見つめていて、店員も困った様よう子すでコーンを動かしてうずまき状にしている。

　一つ目のバニラはもちろん瑞希のもとへ。しかし瑞希はなかなか食べようとせず、色んな角度からソフトクリームを観かん察さつしている。そんなことしていたら溶けてしまう。……ああ、なるほど。

「それはそのまま舐なめるんだぞ」

「し、知ってたわよそれくらい」

　いつもスプーンで食べるカップアイスばかりだったから、食べ方がわからなかったようだ。

　そしてついに、瑞みず希きはソフトクリームに口をつける。どこか緊きん張ちようした面おも持もちで、先端のひょろっとした部分に舌を這はわせた。

「どうだ？　美お味いしいだろ」

　その問いには答えず。瑞希は無言のままソフトクリームを食べ続け、あっという間にコーンまで食べてしまった。おい、それじゃあ交換できないだろ。しかし、統とう吾ごは自分が初めてこれを食べた時も、美味し過ぎて夢中で食べたことを思い出す。

「……いくら？」

「ん？　二百円だけど、ここは俺おれの奢おごりで……」

「この店はいくら!?」

「大人おとな買がいにもほどがあんだろ！」

　瑞希はカウンターに身を乗り出し、店員に迫る。女の店員は瑞希の鬼気迫る表情に「ひっ……」と声を漏らす。

「同じの十個に、そのチョコ味も十個！　持ち帰りで！」

「アホ！　それは持ち帰りできねえよ」

「そんなの私の魔ま法ほうでっ……んぐ！」

　瑞希の口を塞ふさぐ。ここは学校ではない。魔法があってはいけない空間なのだ。朱あか音ねが瑞希の腰にしがみついて、店から引ひき剥はがした。

「瑞希ちゃん落ち着いて！」

　ソフトクリームを初めて食べたことで多少取り乱すとは思っていたが、まさか店ごと買おうとするとは。そこが商人的と思えばいいのだろうか。

「すみません。今のキャンセルで、チョコを一個ください」

　怯おびえてしまった店員からチョコ味を一個だけ受け取り、まだぎゃあぎゃあ言っている瑞希の手に持たせる。すると瑞希は瞬またたく間まに落ち着きを取り戻し、また無言で食べ始めた。赤ん坊かこいつは。

「統吾、もう時間だよ」

　明あき道みちが腕うで時ど計けいに目を落とす。瑞希に付き合っている間にバスの発車の時刻が迫ってきていた。

「瑞希、これくらいにしてバスに……」

「抹まつ茶ちや一つください」

「まだ食うのかよ！　ああもう。朱音と明道は先にバスに戻っててくれ。俺は瑞希を引きずっていく」

「わかった。時間までに戻らなかったら、運転手に待つように言っておくよ」

　明道と朱音は駆け足でバスに戻っていった。瑞希は抹茶味を受け取ったところで、歩きながら食べればいいのに店の前を動こうとしない。

「こら瑞希、全部の味食べただろ。他ほかの人も待ってるんだから行くぞ」

「全部じゃないわ。まだミックス味を食べてないじゃない」

「ちょっと動けば胃の中で混ざるからいいだろ！」

　ジャケットの襟えり首くびを摑つかんで、瑞みず希きを強引に引っ張る。体重は軽いが、踏ん張られると岩のようだ。それでも統とう吾ごは力ずくでずるずると引きずっていく。

　無言でソフトクリームを食べ続ける女子高生を引っ張る男子高校生。人で賑にぎわうサービスエリアで、その光景は浮いていた。髪の色が珍しいのか、周りの人の視し線せんが瑞希に集まっているような気がする。

「おっ客さああああん！」

「ん？」

　バスまでもう少しといったところで、さっきのソフトクリーム屋の店員が血相を変えてこちらに走ってくるのが見えた。お金は間違いなく払ったはずだが。

「ごちそうさま。あとはこれを部へ屋やに飾るだけね」

　瑞希はあの置き物を抱きかかえていた。

　窃せつ盗とうだ。

「返してきなさい！」
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　統とう吾ごたちが予約をしたのは『篠しの宮みや旅りよ館かん』というところで、部へ屋やの数もあまり多くない三階建ての旅館だった。山の麓ふもとにあり、バス停からは遠いため、主人に迎えにきてもらった。よく言えば歴史を感じる、悪く言えば古い建物で、予算を一番に考えたので文句は言えない。そもそも、旅というのは場所や宿よりも一いつ緒しよに行くメンバーだと統吾は思っている。もっとも、そのメンバーにも予想外の人間が入ってしまったのだが。

「いらっしゃいませー！」

　統吾たちが玄関で荷物を降ろすと、元気な声に迎えられた。てっきり女将おかみが迎えてくれるものと思っていが、出てきたのは小さな女の子。小学校三年か四年といったところだろう。

「孫なんです。連休なもので遊びにきてまして」

　頭皮の輝かがやく主人が言った。夏休みなどの連休になってはこの旅館に遊びに来て、手て伝つだいをしてくれるそうだ。高こう齢れいの客には人気があるとのこと。

「まあ、かわいい仲居さんですね。お名前は？」

　悠ゆう子こをはじめ、みんなの顔が緩ゆるむ。和かず臣おみ以外。

「篠宮香か奈なですっ。えっと……『ゆきむらとうごとなかまたちごいっこう』？」

　誰だれかに後頭部を殴られたかと思ったら案の定瑞みず希きだった。

「ちょっと！　なんて名前で予約とってんのよ」

「だってよ、間違っちゃいないだろ」

「統吾くん、『勇者御一行』の方がよかったんじゃない？」

「そうか！　朱あか音ねは頭いいな」

「えへへー」

　瑞希は肩を落として「もういいわ」と呟つぶやいた。やっと旅館に着いたのだから、テンションを上げて欲しいところだ。

「お部屋はこちらでーす」という香奈に連れられて、統吾たちは二階の部屋に案内された。間取りも同じなので、そのまま男女に分かれる。

　と、そこで統吾は気づく。

「会長……まさか一緒の部屋ですか？」

「俺おれも別の部屋を希望したが、他ほかに空あきがなかったそうだ」

　和臣と同じ部屋で三泊することが決定した。これは寝相ひとつで命に関かかわる。寝がえりをうって和臣の顔にぶつかろうものなら、眠ったまま消されてしまう。

　その時、統吾にある解決策が浮かんだ。なんだ、簡かん単たんなことじゃないか。

「俺、女子部屋で寝るわ」

「ならばお前の首を飛ばす」

「……それは部長をクビってことですよね」

「俺は首を飛ばすと言った」

「すみませんでした冗じよう談だんです」

　どれくらいまでなら悠ゆう子この魔ま法ほうで回復できるのか、確かく認にんしておかなければなるまい。ちなみに瑞みず希きは回復魔法はほとんど使えず、朱あか音ねは口内炎を治すことくらいしかできない。統とう吾ごと明あき道みちは魔法はからっきしだ。

「雪ゆき村むら、この時間は何か予定があるのか？」

「いえ。夕ご飯までは自由時間です」

「そうか」

　和かず臣おみは部へ屋やの隅に腰をおろし、本を読み始めた。統吾なら一ページで投げ出してしまいそうな哲学書だ。

　さて。お茶を一杯飲んだところで統吾は時計とけいに目をやる。現在午後四時。夕食は七時からなので、時間がある。いつもの統吾であればすぐにでも女子の部屋に遊びに行くところだが、今回は違った。

　和臣とのコミュニケーション。この時間にすべきことはこれだ。確たしかに和臣は苦手だ。敵対し、戦ったこともある。だからといってずっと遠ざけてしまえばいいというわけではない。きっかけは何であれ少なからず関係を持ち、同じ学校で過ごしていく以上、仲は悪いよりいい方がいいに決まっている。

　顔は怖いが、悪い人間ではないのだ。

　魔王だけど。

　そしてここは温泉旅りよ館かん。コミュニケーションをとるにはぴったりの場所がある。

「じゃあ温泉行きましょう温泉！　昼から露ろ天てん風ぶ呂ろに入るのもいいもんですよ」

「いいね。僕もずっと温泉が楽しみだったんだ」

　統吾と明道はすぐさま準備に取りかかる。といっても着替えとタオルを鞄かばんから出すだけだ。

「俺おれは後で入る。お前らで行ってろ」

　と、和臣は予想通りの返事。しかし、和臣も一いつ緒しよでないと意味がない。仕方ない。こんなこと言いたくないのだが、ここは恥を忍んで。

「会長は俺らを監かん視しするんですよね。いいんですか？　俺と明道二人ふたりだけにして。『不適切な行為』があるかもしれないですよ」

　あるわけない。そんなことあるわけないのだが、他ほかに和臣を風呂に誘う餌えさが思い浮かばなかったのだ。

　ああ、和臣すごい目をしている。

「……そのようなことは男女間でしか起きないと高を括くくっていたことは認める。そうだな。俺も同行しよう」

　重い腰を上げる。何か大切なものを失った気もするが、なんとか和臣を風呂に連れていくことに成功した。

　すると、そっと明あき道みちが統とう吾ごの肩に手を置いた。

「僕は意外に流されやすいタイプなんだ」

「だからどうした！　熱ねつっぽい目で俺おれを見るな！」

　だから嫌いやだったんだ。ああもう。







　旅りよ館かんの自慢である露ろ天てん風ぶ呂ろは、それほど広くはないが他ほかの客は入っておらず、統吾たちの貸し切り状態だった。もちろん混浴ではないが、もし混浴だったら統吾は恥ずかしくて入れなかっただろう。

　湯船につかると、熱あつめのお湯がじんわりと体を温めてくれる。思わず定番の「極楽極楽」というセリフが口から出てきた。

　夕暮れが早くなった空はほんのりとオレンジ色に染まってきていて、薄うっすらと月が見える。太陽が完全に沈めば、たくさんの星が輝かがやくのだろう。

「いやー、いいっすね会長」

「……ああ、そうだな」

　口数は少ないが、和かず臣おみも温泉を堪たん能のうしてくれているようだ。風呂はどこの世界でもいいものなのだ。

　それにしても。

「いい体してますね」

「寄るな。気き色しよく悪い」

　魔ま王おうだった和臣のことだから、たくさんの戦いを経けい験けんし、体は傷だらけなのではないかと勝手に思っていたが、傷など一つもなく、適度についた筋肉が全身を引ひき締しめて見せていた。和臣は魔法も強いが格かく闘とうによる近接戦闘もこなす。この体つきを見ればそれも頷うなずけるというものだ。

「日々の鍛たん錬れんを怠おこたっていない証拠ですね」

　と言ったのはタオルを頭に乗っけた明道。こいつも体が資本の武道家だ。少し見ただけでわかるのだろう。同じ部へ屋やで暮らす統吾は明道の体など見飽きているが、明道も和臣に負けず劣らずの体を持っている。

「なあ、朱あか音ねもそう思わないか？」

　統吾は竹で作られた壁かべの向こうに言葉を投げる。湯船自体は男と女で繫つながっており、隔てているのはこの壁かべだけなのだ。壁の向こう側には、クラスで人気の朱音と瑞みず希き、そして学校中で人気の副会長、悠ゆう子こが温泉につかっているのだ。

　文化祭で行われた美少女コンテストのトップ３が、風呂なのだからもちろん裸。ダメだ。すごすぎて想像すらできない。

「わっ。いきなり振らないでよっ。セクハラだよぉ」

「ははっ。ごめんごめん。温泉はどうだ？」

「うん。気持ちいいよ。部へ屋やのお風ふ呂ろとは全然違うねー」

　男子三人が温泉に向かおうと部屋から出たところ、ちょうど着替えを持った女子三人と出くわしたのだ。どちらも早速温泉につかろうと思っていたのだった。

　その時、壁かべの向こう側、女湯の方でガラガラっと引き戸の音がした。誰だれかが入って来たらしい。続いて、ペタペタと石の床ゆかの上を走る音。

「おねえちゃーん！　一いつ緒しよに入ろーっ！」

「きゃっ！」

　聞こえたのは瑞みず希きの小さな悲鳴。元気な声の主は香か奈な。どうやら湯船に飛び込んだようだ。

「あら、お行ぎよう儀ぎが悪いですよ、香奈ちゃん」

「あはは。ごめんなさーい」

　悠ゆう子こがたしなめるが、怒っている様よう子すはない。

「香奈ちゃんかい？　お疲れ様」

　明あき道みちが壁に寄って声をかける。

「その声はカッコいいお兄にいちゃん？」

　無む邪じや気きな笑え顔がおが声から伝わってくる。しかし、香奈に訊きいておかなければいけないことがある。

「明道がカッコいいお兄ちゃんとな」

「うん。カッコいいからカッコいいお兄ちゃんだよっ」

「はは。子供は正直だね」

　明道が謙けん遜そんしたところを見たことがない。でも、男から見ても本当にカッコいいから反はん論ろんのしようがない。

「それでね、メガネをかけたお兄ちゃんは、怖いお兄ちゃん」

　子供は正直だ。統とう吾ごが和かず臣おみを振り返ると、予想通りだが表情を一つも変えない和臣がいた。香奈の声は聞こえていたはずだが、和臣がそれに反応するとも思えない。まあ、怖いという部分は間違っていないし。

「じゃあ香奈ちゃん、俺おれは？」

「えっとね……何かが違うお兄ちゃん」

「何が!?」

「ぷっ」と瑞希が吹き出すのが聞こえた。

「子供は正直ね、統吾」

　震ふるえた声は、明らかに笑いを堪こらえている。

「教えてくれ香奈ちゃん！　俺は……俺は何が違うんだあっ！」

「んーとね、よくわからないけど、根本的な何かが違ってると思うよっ」

　明あき道みちが助けてくれなかったら、統とう吾ごは風ふ呂ろで溺でき死ししていただろう。瑞みず希きのように悪意や殺意があるとわかっている言葉なら耐えることもできるが、小学生の純粋な言葉は直接心に突き刺さる。

　そんなやり取りを遠巻きに見ていた和かず臣おみは、一つ息をついた。

「よかったじゃないか雪ゆき村むら。その根本的な違いというものが何か明らかにすることを、人生の課か題だいとすればいい」

「重っ！」

「統吾くん元気出して。私は統吾くんの味方だよっ」

　ああ、朱あか音ねがいなかったら、今すぐ自分探しの旅に出てしまうところだった。しかし一体何が間違っていたというのだろうか。ふと、統吾は母親が言っていたことを思い出した。統吾を身み籠ごもっていた母がついに陣痛を迎え、分ぶん娩べん室しつに入った時、突然の雷で病院が停電したという。しかし、命に関かかわる機き器きが多い病院だけあってすぐに電気は復旧し、停電は一秒くらいのものだった。が、その時すでに統吾は母のお腹なかから産み落とされていたのだ。まるでマジックのようだと医者は感嘆の息を漏らしたそうだ。まあ何がすごいかって、直後に母が「じゃじゃーん！」と言ったことだ。まだへその緒おも繫つながっていたというのに。

　そうか。自分は生まれた時から何かが違っていたのだ。いやしかし、この異端さもまた、勇者の資質なのかもしれない。きっとそうだ。

「ありがとう朱音。今すぐ朱音の顔が見たいよ。そう今すぐ！」

「もうっ！　ダメだよー」

　内容はどうであれ、温泉に入りながら壁かべ越ごしに会話をする。これだけでも合宿に来たかいがあったというものだ。

　しばらくのんびりと温泉につかり、そろそろ出ようかと思った頃ころ、女湯の方から香か奈なの声が聞こえてきた。

「悠ゆう子こお姉ねえちゃんっておっぱいおっきいねー」

　まさか勝手に耳が動くとは思わなかった。自分の体のことなのに、まだまだ知らないことはたくさんある。

「そうでもないですよ」

　悠子は謙けん遜そんするが、そんなことはない。制服を着ていても明らかな悠子の胸のサイズ。対面するとつい目がいってしまうその恵まれた部分。香奈は今、それを目の前にしているのだ。

「触ってもいーい？」

「ええ、どうぞ」

　統吾は聞き耳を立てるが、胸を触る時に音など出るはずもない。そうなると、統吾にできることは一つ。

「俺おれと香か奈なちゃんの感覚を一部リンク！　対象、香奈ちゃんの両手！　とりゃっ！」

　統とう吾ごは両腕を前に突き出し、香奈がいるであろう方向に向ける。

「統吾、いつの間にそんな魔ま法ほう取得したんだい？」

「いや、できたらいいなと」

　当然ながら、香奈の感覚は伝わってこない。全裸で変な格好をしている男子高校生が一人ひとり現れただけだ。

　女湯ではどんな光景が展開されているのか。必死に頭を働かせるが、統吾の乏とぼしい想像力では映像に靄もやがかかってまったく見えない。いや、これは靄ではなく湯煙か。

「あ、朱あか音ねお姉ねえちゃんもおっきいねー」

「そんなことないよぉ」

「ほら、ここなんて……」

「きゃっ」

　ここ。ここってどこだ。どこなんだ。

　香奈の興きよう味みは朱音へ。制服を着ているとわからないが、朱音は着やせするタイプだ。美少女コンテストの時の水着姿が思い出される。外見や言動で幼い印象を受けがちだが、朱音もスタイルはいいのだ。

「香奈ちゃん！　細かい実況を頼む！　まずは上半身から！」

「あんた、そのうち捕まるわよ」

　瑞みず希きの声が近い。壁かべ際ぎわにいるようだ。

「瑞希お姉ちゃんは……。あっ……ごめんなさい……」

「くっ……」

「ぶはっ！」

　吹き出したのは統吾。香奈は何を見て、何を思って謝あやまったのか。それがわかってしまった。

　ぺったんこ。

　そう、瑞希はぺったんこなのだ。

　もちろん見たわけではない。でも、学校での制服、寮りようでの部へ屋や着ぎを見ていれば、瑞希に何が足りないかというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。ぷれい部の女性陣を右から悠ゆう子こ、朱音、瑞希の順に並べて、間に『く』の字を入れると式が成り立つ。

　悠子と朱音の胸を見てから瑞希にいったのだから、香奈はさぞかし衝しよう撃げきを受けただろう。エベレストと富ふ士じ山さんに登ってから砂場に行くと、香奈と同じような気持ちになれるかもしれない。

「統吾……今あんた笑ったでしょ」

「いやいや。ただ、子供は正直だなって思っただけさ」

　さっきの反撃はここまでにしておく。瑞希がどれくらい胸のことをコンプレックスに感じているかわからないし、からかうことで瑞希が怒るならまだしも、傷つくようなことがあっては男として失格である。

　そして何より、これ以上は命が危ない。そう判断した。

「大丈夫だよ穂ほ科しなさん。僕はどんな胸でも好きだよ」

　空気読め明あき道みちこの野郎。

「うるさい！　あんたのそういうところが……ああもう！」

　やはり相当気にしているようだ。悠ゆう子こと朱あか音ねが近くにいるものだから、尚なお更さら気にしてしまうのかもしれない。

　……もんもん。

「ん？」

　何の音かとあたりを見るが、それが自分の頭から聞こえてくる音だと統吾はすぐに気づいた。温泉に入ってからずっと抑えていたのだが、壁かべ越ごしに聞こえる女性陣の声や、胸を触る香か奈なとのやり取り。

　我慢する方が難むずかしい。

「明道！　やはり俺おれは覗のぞく！　作戦を考えろ！」

「欠片かけらもコソコソしないね、君は」

　明道は肩をすくめてみせた。壁の向こうからは「統とう吾ごくん、聞こえてるよー」と朱音。

「なあに、合法的に覗けば問題ない」

「覗き自体が非合法なんだけど、指摘するだけ意味ないね」

　朱音たちのお風ふ呂ろ姿すがたを見るにはどうすればいいか。当然ながら、女湯に行けばいい。正当な理由でもって女湯に行く方法を考える。

「会長、透明になれる魔ま法ほうは使えないんですか？」

「そんなものあるわけないだろ」

「ですよね。あったら会長がもう覗きに行ってますもんね」

「……一つ方法を提案してやる。お前の首を飛ばし、向こうに投げ込んでやろう。刹せつ那な的てきにだが、お前の念ねん願がんは叶かなうだろうな」

　事件だ。

　おそらく香奈に一生消えないトラウマを与えてしまうような和かず臣おみの提案は謹つつしんで遠えん慮りよし、統とう吾ごは次の策を練る。

「そうだ熊くまだ。熊が女湯に現れるだろ？　俺が助けに行くだろ？　ほら丸見え」

　すぐ近くには山がある。冬眠前の熊の一頭や二頭出てきてくれてもいい。

「悪くないアイディアだけど、仮に熊が女湯に入ってきても、彼女たちは熊より弱いかな」

　ダメだ強い。

　香奈を除いて、ここにいる全員が熊とケンカして勝つことができる。学校内では不本意ながら下から数えた方が早い統吾であっても、それはあくまであの特殊な学校内での話。アーチバールで伝説の剣を抜き、強化された身体能力はこの世界の常人をはるかに上回る。相手がプロボクサーでも力士でも、統とう吾ごは勝てるのだ。

　万が一熊くまが現れたとして、その状況で助けるべきは熊だ。

「しょうがねえな。素直に壁かべ跳び越えるか」

　統吾はタオルを腰に巻き、屈伸を始める。竹の壁はだいたい五メートル弱といったところ。これくらいなら助走なしの垂直跳びで十分だ。

「何かが違うお兄にいちゃん、こっち来ちゃうの？　どうしよ、香か奈な、恥ずかしいよ。……あれ？　瑞みず希きお姉ねえちゃん、どうして香奈の目を塞ふさぐの？」

「もしかしたらグロテスクなことになるかもしれないから、あなたは見ちゃダメよ」

　香奈に魔ま法ほうを知られないように、瑞希がフォローしているようだが、統吾は知っている。朱あか音ねは杖つえ、瑞希は電卓を媒体として魔法を発動させる。この合宿には持ってきているが、風ふ呂ろにまで持ってくるはずがない。つまり、二人ふたりは今魔法が使えないのだ。魔法がなければ普通の少女。統吾の宣言覗のぞきを防ぐ術すべなどない。警けい戒かいするべきは腕うで輪わを媒体としている悠ゆう子こ。日常的に身につけているから、おそらく今も腕に嵌はめているだろう。朱音と瑞希が慌てていないのがその証拠だ。

　壁を跳び越えた瞬しゆん間かん、統吾は狙ねらい撃うちにされる。そんなことはわかっている。しかし、やられるまでの一瞬の光景をこの網もう膜まくに焼き付けてみせる。命を懸かけても見たいものがそこにある。

「雪ゆき村むら、俺おれの同行した合宿で死人が出たとなっては生徒会長として不都合が出る。死ぬ場合は間ま際ぎわに自主退学を宣言しろ」

　さっき首を飛ばすとか言っていた和かず臣おみがそんなことを言う。

「統吾、同じ男として気持はわからないでもないけど、女の子の裸って、自分で脱がしてこそ価値があると僕は思うよ」

「お前今さりげなくすごいこと言ったぞ！」

　しかしもう止めることなどできない。後からどんなだったと訊きかれても教えてやらない。統吾は膝ひざを曲げ、そして飛び立った。

「うおおおおりゃああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぎゃああああぁぁぁぁぁぁぁ……！」







「第一回、ぷれい部卓球大会！」

「いえーい！」

　統吾のかけ声に、朱音が小さくジャンプする。

　結果として女湯に飛び込んだ統吾に外傷はなく、生命の危き機きに晒さらされることはなかった。その代わり、統吾は風呂を出てから夕食までの時間、目を見開き布ふ団とんにくるまって全身を震ふるわせることになった。

　壁かべを跳び越えた先に見えたのは湯煙と肌はだ色いろの光景ではなく、黒に染められた恐怖の世界だった。骸がい骨こつ、ゾンビ、変な生き物。どんな人間でも共通で「怖い」と感じるモノが蠢うごめき、統とう吾ごに襲おそいかかってきたのだ。

　時間的には数分間だったが、統吾は喉のどが壊こわれるのではないかというほど叫び、その恐怖に耐えた。いや、耐えられなかった。

「幻げん影えい魔ま法ほうはあまり得意でないんですけど、いかがでした？」

　とは悠ゆう子この言葉。

　さらに統吾に追い打ちをかけるように、ある事実が判明する。

　女湯に突とつ撃げきした統吾は悠子の作りだした世界に放り込まれ、幻に襲おそわれることになったのだが、女性陣からはその統吾が丸見えだったため、タオル一枚で叫んで走り回る姿をずっと見られていたのだ。

　朱あか音ねは「見ちゃいけないと思ったんだけど、ゴメンね」と言い、瑞みず希きは「変なもの見せないで」と言い、香か奈なは「お父とうさんとお爺じいちゃん以外で初めて見た」と言い、悠子は「うふふ」と言い、統吾は「見られて興こう奮ふんする人たちもいるんだ！」と言って殴られた。

　普通の人間であれば眠れなくなるほどの恐怖体たい験けんだったが、統吾は前にテレビで観みたドリフ総そう集しゆう編へんを思い出すことでそれを記き憶おくの隅に追いやり、見事な復活を遂げたのだった。

　統吾たちは夕食の山やまの幸さちを堪たん能のうした後、旅りよ館かんの隅の方にあった卓球場に来ていた。卓球台は三つしかなく、あまり使われていないようだったが、温泉といえば卓球だということを教えるために統吾がやろうと提案したのだ。

「お、朱音、ノリいいな」

「うん。私のメモにもあるんだ。『温泉に行ったら卓球をする』って」

「渋っ」

　朱音は前の世界にいた頃ころからこの世界の存在を知っていた。何な故ぜなら、この世界から朱音の世界に行った人間と友達だったからだ。その友達からこの世界のことをたくさん聞いて、もしこの世界に来たらやりたいことを書き出したメモを持ち歩いている。その友達とは別れてしまうことになったが、念ねん願がんの女子高生になった朱音は、メモを片手に少しずつやりたいことを実現しているのだ。

　この前クリアしたスタバでコーヒーを飲むというのは女子高生らしいが、温泉で卓球というのは女子高生らしいとは言えないと思う。

「何かと思えば……くだらん」

「部へ屋やで本読んでたいんだけど」

　和かず臣おみと瑞希である。この二人ふたりのノリが悪いのは統吾も承知。さらに言えば、どうすれば卓球に参加してくれるかもわかっている。

「お二人ともそう言わずに。ちゃんと賞しよう品ひんを用意するって」

「あのね、何でも物で釣ればいいってもんじゃないでしょ。仮に賞品がアイスでも、私はこんなのに参加するなんて考えなくもないわよ」

　瑞みず希きは快かい諾だく。もっと日本語を勉強しよう。残りは和かず臣おみだが、統とう吾ごは挑発代わりにラケットを投げ、和臣に握らせた。

「会長は俺おれとやりましょう。もちろん、逃げませんよね」

「……ほう。お前、いい度胸だな」

　安い挑発と知りながらも、和臣としては受けるしかないのだろう。統吾に背を向けるなど絶対にしないはずだ。

「俺は多少なりとも経けい験けん者しやですから。会長は卓球やったことあります？　ハンデあげてもいいですよ」

「構わん。ルールくらいなら知っている」

　こうして統吾と和臣の卓球が始まった。あなどるなかれ卓球。ルールを知っているくらいで簡かん単たんにできるものではない。

「むっ……」

　和臣の打った球は、勢いが強すぎて台を大きく飛び越えてしまう。統吾はサーブを打つだけで点が入ってくるから、あっという間に点差が開いてしまった。統吾の勝利も近い。やはりハンデをつけるべきだったが、和臣がそれを受け入れるとも思えない。ここは素直に勝たせてもらおう。

「会長、あと一点ですよ。せめて台の上でバウンドさせてくださいよ」

　余裕を見せてみるが、和臣は何かを考えているようだ。やがて口を開いた。

「雪ゆき村むら、ルールを確かく認にんする。この世界の卓球のルールに『魔ま法ほう禁止』は入っているか」

　言い終わらないうちに、和臣の周りに魔力が漂う。魔族の王の名に恥じない、黒い魔力。その魔力がラケットと球に宿っていく。

「会長、この世界に魔法がないのを知ってて訊きいてますよね……」

「もう一つ確認する。試合中に相手が再起不能になった場合は、もう一方の勝利か？」

　その質問には答えることができる。卓球に限らず、試合中に動けなくなってしまったら棄権せざるを得ない。チームで戦うスポーツであれば交代できるが、卓球はそうはいかない。しかし、和臣が何をするのか明らかな中で、これに答える必要は統吾にはなかった。

　その代わりに、この言葉を伝える。

「会長、『大人おとな気げない』って言葉知ってます？」

「あいにく俺はこの世界の人間ではないのでな。語ご彙いの未み熟じゆくは許せ」

　知ってるよこの人。

　和臣の放った球はもはや中が空洞の軽い球ではなく、十分な魔力を宿した魔法弾だった。近きん距きよ離りにいた統吾に回かい避ひは不可能。仮によければ旅りよ館かんが半はん壊かい。魔法による防御ができない統吾に選せん択たく肢しはなかった。

「悠ゆう子こ先せん輩ぱい、あとは頼みます」

「はい。死ななければ」

　肋ろつ骨こつは折れると心しん臓ぞうに刺さる可能性があると聞いたことがある。しかし統とう吾ごは安心していた。肋骨は折れないから刺さることはない。

　統吾の肋骨は粉々に砕けた。

「なんで卓球で死にかけなくちゃいけないんだ！　卓球やだ！」

　統吾は意い識しきを取り戻すなりそう叫んだ。本当は肋骨が砕けても意識はあったのだが、悠子が「気絶していた方が痛くないですよ。えいっ」と言って首のあたりを突くと、たちまち意識が飛んでしまった。

　統吾のケガは悠子の魔ま法ほうで完全に治り、所要時間はたったの十分と、悠子が本気を出せば死んでも治るのではないかと思った。

　ふと、統吾はある危き機き感かんを持った。別世界のことや魔法のことを知るまでは、肋骨が砕けたらもちろん重症で、病院送りだった。しかし、今は「後で治してもらえばいい」と心の片隅で思っている自分がいる。実際のところ治してもらえるのだが、そんな考えを持っていてはいつか本当に命に関かかわる傷を負ってしまうのではないか。

　魔法のせいで、日常の感覚が麻ま痺ひしているな。

「一試合しかしてないじゃないか。それに僕たちはまだやってないよ」

　肋骨を砕かれたことのない明あき道みちはそんなことを言った。

「いや、卓球は卓球だが、もっと平和なものにする。山手やまのて線せん卓球だ」

「やまのてせん？」

　朱あか音ねが首を傾かしげる。

「確たしか……東京を走ってる電車のことよね。駒こま込ごめとか西にし日につ暮ぽ里りとか」

「どうしてその二つを挙げたかわからんが物知りだな穂ほ科しな。じゃあルールを説明する」

　山手線ゲームというものがあり、お題に当てはまるものを一つずつ言っていくゲームと卓球を混ぜたもの。お題は点を取られた方が決める。一つしかないものはお題として認めない。統吾は簡かん単たんにルールを説明した。

　普通に卓球をすると、途中で本気になって魔法が飛び交いかねない。和かず臣おみとか瑞みず希きとか。だから勝敗を気にせずに気楽に楽しめるものに変更する。だいたい、学校以外で魔法は禁止のはずなのに、生徒会長がそれを破るというのはどうなのか。それを言ったところであまり意味はなさそうなので言わないでおくけど。

「へえ、面おも白しろそうじゃない」

「私もそういう遊び方があるのは知っていましたが、やるのは初めてです」

　山手線卓球は好感触だった。

「朱あか音ね、俺おれと勝負しようぜ」

「うんっ。負けないよー」

　卓球を提案したのには実は目的があった。ラケットを素す振ぶりする朱音を見る限り、朱音はまだその危険性に気づいていないようだ。

　浴衣ゆかたで体を動かせばどうなるのか。統とう吾ごは知っていて敢あえて言わない。言うわけがない。まずは普通に卓球を始めよう。

　ジャンケンで最初のサーブ権を得た統吾はお題を考える。お題を選ぶのって、思いのほか難むずかしい。この世界の出身でない朱音とはどうしても知ち識しきの差があるから尚なお更さらだ。簡かん単たんなものといえば……。

「お題、リンゴの色！　赤っ！」

「青っ！」

「負けたあああっ！」

「二つしかないのは自じ爆ばく確かく定ていでしょ」

　隣となりで明あき道みちとラリーをしていた瑞みず希きが呆あきれた声で言った。わかりやすいものにしようとして墓穴を掘ってしまった。予想以上に深いぞこのゲーム。

　サーブ権は朱音に移る。

「いくよ統吾くん」

「おう、何でも来い」

「お題、アミャミョット地方で採れるマフロモの名前！　カギノビョリ！」

「よっしゃあわかんねえ！」

　間違いなく朱音が住んでいた世界の物の名前だ。統吾は大きく空から振ぶりした。さすがにこれはルール違反だろう。

　隣となりの明道と瑞希の対戦も盛り上がっているようだった。

「ちょっと明道、『料理のさしすせそ』って五つしかないじゃない。あんたが最後の一つを言うんだから勝つに決まってるでしょ」

「ごめんね穂ほ科しなさん、僕もうっかりしてたよ。でも『し』は『シーザーサラダドレッシング』じゃないよ」

「違うの!?」

　なんだかんだで山手やまのて線せん卓球は魔ま法ほうが飛び交わない程度に白はく熱ねつしている。ここで統吾の目が輝かがやく。浴衣を着たまま体を動かすと、自然とはだけてきてしまうのだ。熱中すればするほど、浴衣の乱れは大きくなってくる。現に、朱音は鎖さ骨こつから肩まで露ろ出しゆつしてきている。もう少し、もう少しだ。

　おそらく悠ゆう子こはその意図に気づいている。卓球をしながらも、頻ひん繁ぱんに浴衣を直しているのがその証拠だ。そもそも朱音と瑞希は浴衣を着き慣なれていないから、その危険性も知らないのだ。それを教えない悠ゆう子こもまた意地悪だ。しかしありがとうございます。

　慌てるな雪ゆき村むら統とう吾ご。露ろ骨こつに見てしまえば、視し線せんですぐに気づかれてしまう。さりげなく、且かつ大胆に。じっくりとその時を待て。

「えっとね、次のお題は……」

　別のところに集中していた統吾には、朱あか音ねの出したお題など耳に入ってきていなかった。このまま浴衣ゆかたがはだけたら、胸のあたりはどうなるのか。太ももはどれくらいまで見えてしまうのか。そんなことばかり考えていたので、熱中することによって浴衣がはだける以外に起こり得る事態に気づかなかった。

「あっ、統吾くんよけて！」

「ん？　ぶはあっ！」

　朱音が思い切りラケットを振って、すっぽ抜けてしまったのだ。朱音の力はこの世界の一般人よりも、統吾よりも強い。その朱音が力加減を忘れて投げ放ったラケットはもはや武器を超えて凶器だった。

　ラケットはきれいに統吾の目に命中。これは朱音の肌を見ようとした天罰なのだろうか。

「あら、私の出番ですね。統吾くん、いけないこと考えるからバチが当たったんですよ」

　悠子がいなければ、統吾は失明していたかもしれない。

「悠子先せん輩ぱい……やっぱり気づいてたんですね」

「ええ。特に私はつけていないので、気をつけないといけませんから」

「なんですって!?」

　衝しよう撃げき的てき事実にオカマのような言葉が出た。つけてないって、アレのことだよな。今悠子は、あの状態ということか。

「気づいてるって、何のことなの？」

「さあ」

　朱音と瑞みず希きは首を傾かしげている。そこに現れたのは明あき道みちだった。

「二人ふたりとも、自分の浴衣を見てごらん」

「え……きゃっ！」

「ちょっと！　もっと早く言いなさいよ！」

　明道のせいで二人は気づき、浴衣を直してしまった。

「この裏切り者！　もうちょっとだったのに！」

「心外だなあ。僕は紳士として教えてあげたんだよ」

　一人ひとり株を上げた明道。そういえば和かず臣おみはいない。先に部へ屋やに帰ってしまったようだ。

　目を治してもらった統とう吾ごは明道に食ってかかろうとしたが、その前に朱音と瑞希の視し線せんが統吾を射抜く。

「統吾くん、エッチだよぉ」

「統とう吾ご、私たちに言うことがあるでしょ？」

「……浴衣ゆかた最高っす」

　罰ゲームとして卓球の片づけをすることになり、頰ほおに青あざを作った統吾は残ってラケットやネットをしまっていた。部長なのにこの扱いはなんだ。

「ねえ、何かが違うお兄にいちゃん」

　そこにやって来たのは香か奈な。その呼び方はやめて欲しいところだ。

「お、どうした？　っていうか、俺おれしかいないんだから普通に呼んでくれ」

「あのね、お兄ちゃんは、朱あか音ねお姉ねえちゃんのことが好きなの？」

　今日きよう会ったばかりの小学生に直球勝負を申し込まれ、慌てた統吾は持っていたラケットを派は手でに落とした。

「そそそそんなことあったりなかったりだよ！」

「えへへ、やっぱり。香奈の勘はよく当たるんだよ」

　小学生相手に取り乱すアーチバールの勇者、雪ゆき村むら統吾。最近の子供はませているとは思っていたが、こんな田舎いなかでも例外ではないようだ。

「それでね、香奈にいい考えがあるんだけど……」







「第一回、ぷれい部肝きも試だめし大会！」

「いえーい！」

　九時を過ぎた頃ころ、統吾たちは旅りよ館かんの裏手にある山の中腹にいた。合宿の定番、肝試し。夏にやりたいところではあるが、過ぎてしまったものは仕方がない。十一月の寒空の下、浴衣の上から防寒のために丹たん前ぜんを羽は織おり、肝試しは決行される。

「で、これから何すればいいの？」

　卓球の後のアイスを堪能した瑞みず希きは機き嫌げんがいい。

　悠ゆう子こ以外は肝試しを知らなかったので、統吾は簡かん単たんに説明をした。

「統吾、よくあの怖い思いした後に肝試しできるね」

　悠子が使った幻げん影えい魔ま法ほうのことである。わざと怖い思いをして度胸を試すものだと教えると、明あき道みちが言った。

「いいの！　やりたいからやるの！」

　子供のように駄だ々だをこねてまで肝試しをする理由がある。

　肝試しとは本来、驚おどろかす側の人間を決めて、色々と仕掛けを用意するもの。しかし、この人数でそれはできない。つまり、肝試しといってもただ夜道を歩くだけなのだ。月明かりもあり、それほど怖くもない。そこがまさに肝である。

　メンバーは男と女が三人ずつ。必然的に、男女ペアで歩くことになる。これは肝試しの名を借りた、女の子と二人ふたりきりになる企画なのだ。

　道のりは簡かん単たんで、ここから小さな神社を通って旅りよ館かんに帰るという、ゆっくり歩いても三十分程度のコース。十分おきにスタートする。

　実はこのコースは香か奈なに教えてもらったもの。肝きも試だめしにちょうどいい場所があると教わったのだ。

　この旅館は安くて料理も美お味いしいので、よく大学生のサークルが利用するのだという。学校が休みの時はほとんど手て伝つだいに来ているので香奈は若者たちと接する機き会かいが多く、色いろ恋こい沙ざ汰たにも敏感になっていたのだ。

　今までも何組かのカップルを成立させてきたという香奈の助言を受け、統とう吾ごは予定になかった肝試しをねじ込んだ。

「それでは、くじを引いてください」

　悠ゆう子こが女子用のくじ、統吾が男子用のくじを持つ。先端に数字が書いてある割わり箸ばしで、同じ数字でペアになりそれがそのまま順番になる。旅館を出る時に統吾が香奈に割り箸が欲しいと言って頼んだ物だが、まさか統吾と香奈がグルで、香奈が持ってきた時点ですでに割り箸に細工がされているとは誰だれも思うまい。

「ふん。この世界の人間は妙なことをやりたがるな」

「まあ文化ってことで。会長も、驚おどろいて悲鳴あげてもいいんですよ」

「黙だまれ」

　魔ま族ぞくの王がオバケなんかにビビるはずもない。それでも参加してくれたことに感かん謝しやだ。覗のぞきのこともあり、目を離はなすと何かやらかすと思ったのだろう。

「女子も引いたな。じゃあまず一番の人から行ってらっしゃい」




　　　　†一組目




「丸くなったよね、穂ほ科しなさん」

　歩き出すなり、明あき道みちはそう言った。瑞みず希きが引いたくじは一番。明道も一番。文化祭の時も明道と一いつ緒しよに歩いた。まあ、三分の一なのだからこれくらいの偶然もあっていいだろう。そもそも、誰とが良かったなんてないけれど。

「丸く？　私が？」

「うん。最初に部を作らないかって誘った時は、もうちょっとトゲトゲしてた気がするよ。クラスでも、誰かと仲良く喋しやべってるところを見たことなかったし」

　それは確たしかに明道の言う通りだ。たった一人ひとりでこの世界に飛ばされてきて、突然学生として生活することになり、当然ながら戸惑いは大きかった。文化の違う他ほかの世界のクラスメイトたちと馴な染じんでいくのは難むずかしかった。

　他ほかの理由もある。文字を学んでからは、この世界の読み物が面おも白しろくて仕方なかった。特に大企業の経営者が書く経営指南書には心こころ惹ひかれた。これは商人として当たり前のことだと思う。しだいに本を読みふける時間が長くなり、クラスメイトと会話する時間が減った。

「トゲトゲ……。そうだったかしら」

「特に統とう吾ごにはね。今でもだけど」

「あれはあいつがバカなことばっかり言ってるから」

　あのバカを自分以外に誰だれが止めるというのだ。朱あか音ねは統吾のことを強い勇者だと今でも信じていて、なんとなく統吾と波長が合っている気がするし、明あき道みちは止めるというよりもなだめるといった感じ。しかも面白がって傍ぼう観かんすることが多い。頼みの悠ゆう子こは完全に傍観モードだ。

「でも、統吾のちょっと行きすぎた行動力のおかげで、僕らはこうやって部を作って合宿に来てるじゃないか。楽しいよね」

「……別に」

　楽しいと認めてしまうことがどこか悔しい。ぷれい部に入らなければ、統吾の誘いに乗っていなければ、こうやって合宿に来ることなんてなかった。卓球で遊び、ソフトクリームや温泉あがりのアイスを食べることもなかった。大勢で夕食を食べることもなかった。一人ひとりになりたい時はあるし、一人でいることが楽なこともある。でも、瑞みず希きだって感情を持った人間だ。誰だれかといたいと思うこともある。

　人と人との繫つながりはとても大切なもの。行商人をしていた時に身をもって知った。旅をする時は一人だけれど、街で取り引きをする時には、その繫がりが何より重要になってくる。

　前にいた世界の繫がりは、ここに来てしまったことで切れてしまったけれど、この世界で手に入れた大切な繫がりが『これ』なのだろうか。

　とても口には出せないけれど。

「僕は、統吾が羨うらやましいよ」

「何で？」

「穂ほ科しなさんに構ってもらえるから」

　瑞希は大きくため息をついた。いつもの明道節ぶしだ。

　月の出た夜道はそれほど暗くなく、小さく虫の声も聞こえる。これから本格的に寒くなってくるから、虫たちも静かになっていくだろう。

　肝きも試だめしだと統吾は言ったけど、ただ歩いているだけで特に怖いことはない。この世界の人間はオバケや妖よう怪かいというものを異常に怖がる傾向にあるが、それが理解できないのは自分が違う世界の人間だからだろう。

　むしろ危険なのは、隣となりを歩くこの男ではないか。

「そういうこと、堂々とよく言えるわよね。感心するわ」

「僕は正直だから。かわいい人にはかわいいと言うし、好きな人には好きだと言うよ」

「かわいくない人にも正直に言うの？」

「かわいくない女の子なんてこの世にいないよ」

　出た。この身長にも恵まれ整ととのった顔立ちの男はこういうことをさらりと言ってのける。

　しかし不ふ思し議ぎなのは、明あき道みちが男子からもそれなりに慕われているということ。女子からの人気に比例して男子の恨うらみを買いそうなものだが、明道はそうでもない。女子ばかり贔屓ひいきしているというわけではなく、男子とも分け隔てなく接している。

　要するに、人付き合いが上う手まくてちゃんと気き遣づかいのできる人間なのだ。

「はいはい。じゃあさっさと彼女でも作ればいいんじゃない？」

　ストーカーじみた熱ねつ狂きよう的てきなファンもいるし、ファンクラブらしきものもある。恋人候補に困ることはないのだ。

　文化祭で明道と一いつ緒しよに回ったことで、瑞みず希きは明道ファンから敵視されることになったが、瑞希自身が嫌いやがらせなどを受けたことはない。瑞希のことは憎いが、瑞希を攻こう撃げきすると明道から嫌われてしまうと考えたのだろう。校内を歩いていると攻撃的な視し線せんを感じることはあるが、気にしないことにしている。

「僕にだって好みはあるよ。誰でもいいってわけじゃないさ。それに、今はぷれい部で遊んでいる方が楽しいしね」

　彼女を作るチャンスも、その彼女と遊ぶ時間もたくさんあるのに、明道はその時間をぷれい部に使うと言う。どうしてかなんて見ていればわかる。明道は、雪ゆき村むら統とう吾ごという人間を相当気に入っているのだ。

　あんな奴やつのどこがいいんだか。人の趣しゆ味みはわからないものだ。

「ならいっそのこと、統吾と付き合っちゃえば？」

「はは。統吾が女の子だったら、真剣に交際を申し込んでるところだよ」

　どこまで本気で、どこまで冗じよう談だんなのか、無む駄だに輝かがやく笑え顔がおからはわからない。

　この男は、一体どんな女の子を好きになるのだろう。

　ほとんど無む意い識しきに、瑞希の口から言葉が漏れていた。

「ねえ、あんた、悠ゆう子こ先せん輩ぱいのこと……好きなの？」

「ん？」

　明道の顔を見る時は、自然と見上げる形になる。長い襟えり足あしがサラサラと風に揺れていた。

　思い浮かべるのは、さりげなく悠子に近づいている明道の姿。部室にいる時も、気づけば悠子の近くにいて髪をかき上げている。ファンの女子だったら卒倒してしまうようなスマイルを近きん距きよ離りで見せつけているが、悠子は流れるようなさりげなさでかわしている。それでも明道はめげない、というよりもそれを楽しんでいるようにも見える。

「いつもウザいくらいアピールしてるじゃない。本気で狙ねらってるなら、かなり頑がん張ばらないといけないんじゃない？」

「はは。そんなつもりはなかったんだけどね」

　あれだけ露ろ骨こつにやっておいて白しら々じらしい。

　悠ゆう子こに惹ひかれるのは男なら当然だと思う。容姿、人格、おまけに魔ま法ほうの能力まで優すぐれているのだから。女の自分でも、悠子には魅み力りよくを感じている。

　ただ気になるのは、悠子自身が恋愛に興きよう味みがあるのかということ。悠子は明あき道みち以上に本心が見えない。恋人が欲しいと思っているのか、好きな人はいるのか、何もわからない。

　何も起こらない山の道を歩く。そろそろ二番目の組が歩き始める頃ころだ。冷たい風にさらされて、厚着はしているが体が冷えてきた。旅りよ館かんに戻ったら、もう一度温泉に入ろう。

　ふと、明道の視し線せんを感じた。

「……何？」

「もしかして、ヤキモチ焼いてくれてるのかな」

「なっ……はあ？」

　思わず声が裏返った。何を言い出すんだこの男は。

「いやあ、まさか穂ほ科しなさんが妬やいてくれてたなんて。嬉うれしいなあ」

「いつ私が妬いたなんて言ったのよ！　バカじゃないの？」

　電卓を持ってきていれば魔法で吹っ飛ばしているところだ。妬いているなんて、まるで明道に気があるみたいではないか。

「僕はいつも穂科さんに構ってもらってる統とう吾ごに妬いてるけどね」

「そろそろ殴るわよ？」

「はは。ごめんごめん。でも……」

　すると明道の顔から笑えみが消え、真まっ直すぐに瑞みず希きをとらえた。足が止まる。

「悠子先せん輩ぱいよりも、僕は穂科さんの方がキレイだと思うよ」

「……バカなこと真顔で言ってんじゃないわよ」

「ホントだよ。言っただろ？　僕は正直だから。噓うそはつかない」

「私なんて。悠子先輩と比べて全然胸ないし……」

「気にすることじゃない。それに僕は脚フェチだから。……うっ」

　渾こん身しんの肘ひじ打うちを腹にめり込ませた。明道だから耐えたが、一般人であれば骨は何本か持っていかれている威力であった。

「まったく……。きゃっ！」

　その時、近くの木の枝から鳴き声と共に鳥が飛び立ち、瑞希は一いつ瞬しゆんぴくりと体を震ふるわせた。不覚。商人をしている時は夜の山道を歩くなんていつものことで、鳥くらいで驚おどろくなんてあり得ないことなのに。油断していた。平和な世界で暮らしていたものだから、感覚が鈍にぶってきているのかもしれない。

「穂科さん、さっき僕は君のことをキレイと言ったけど、訂正するよ」

　明あき道みちの声がやけに近かった。この男、今のどさくさに紛れて寄ってきたのか。どこまでも抜け目がない。

「……は？」

「かわいいよ、穂ほ科しなさん」

　寄ったのは、瑞みず希きの方からだった。

　瑞希は、しっかりと明道の服を摑つかんで身を寄せていた。

「……っ！」

　投げた。

「おっと……うっ」

　受け身をとった明道を蹴けっ飛ばす。無む意い識しきとはいえ、なんてことをしてしまったのだ。せめてもの救いは統とう吾ごに見られなかったことだ。

　唸うなる明道を置いて、早足で道を歩く。神社の鳥居が見えてきた。さっさと旅りよ館かんに戻ってしまおう。

「穂科さん」

「今度は何？」

「頰ほおが赤いよ」

「…………寒いからよ！」




　　　　†二組目




「丸くなりましたね」

　最初の二人ふたりがスタートして十分後、和かず臣おみが悠ゆう子こと一緒に歩き始めると、悠子はまずそんなことを言いだした。

「まさかとは思うが、俺おれのことか」

「ええ、もちろんです」

　和臣は今年ことしの春のことを思い出していた。生徒会選挙が終わり、今の生徒会で仕事が始まった。その時から、悠子はいつも誰だれにでも微ほほ笑えんでいて、怒ったり不ふ機き嫌げんだったりしたところを見たことがない。もちろん感情を持つ人間なのだから、気分が沈むことやイライラすることもあるだろう。しかし、悠子がそれを人前で見せることはない。

　だから、半年以上一緒に仕事をしていても、悠子の考えていることはわからない。まあ、それで何が不都合というわけでもない。生徒会副会長としてやるべきことをやってくれればそれでいい。幸い悠子はこの世界の学問や魔ま法ほう能力についても優ゆう秀しゆうで、会長である自分が困ることはなかった。

　敢えて知りたいことを挙げるとすれば、悠子の魔法の力だろうか。

　いくつもの世界の人間が混在するこの学校で、どの魔ま法ほうが使えるかというのは、あまり強さの参考にはならない。強さを比べるならば、実際に魔法をぶつけ合ってみなければわからない。もちろんいたずらに魔法を使うことは禁止されているが、もし堂々と戦うことが許されるのならば、一番戦ってみたいのは悠ゆう子こだ。

　悠子は普ふ段だん、魔法から生徒や校舎を守る防御魔法と、傷を癒いやす回復魔法しか使わない。他ほかに使えるものはあるかと訊きいたことがあるが、その時は曖あい昧まいにごまかされた。

　しかし、この前の文化祭で、悠子は初めて他の魔法を使った。何の因果か、それは自分の動きを封じる魔法であったが、悠子の魔力を身をもって知る機き会かいとなった。

　それでわかったことがある。水み無な瀬せ悠子は、恐らく自分と並ぶ力を持っている。もし何かの理由で悠子とぶつかることがあれば、手加減などせず、全力で挑まなければいけないだろう。

　とは言っても、この魔法のない平和な世界で、そんなことが起こるはずもない。魔法での対決が許されている文化祭も終わった。

　これからも、この世界で与えられた役割をまっとうする。それだけだ。

「俺おれは何も変わらん」

　前の世界でも、今の世界でも。

「そういうのって、本人の自覚はないものですよ」

　和かず臣おみの脳裏には、ある男の顔が浮かんでいた。それだけで苛いら立だってしまうくらい憎らしいマヌケな顔だ。

「……奴やつの影えい響きようだとでも言いたいのか」

「まだそんなこと言ってませんよ」

「ふん」

　雪ゆき村むら統とう吾ご。悠子と違う意味で何を考えているかわからない。いや、何をやらかすかわからないといった方が正しいか。

　和臣は統吾のような人間が嫌いだ。考えるよりも先に行動し、その結果痛い目に遭あう。それは愚かとしか言いようがない。それなのに何な故ぜ、行動を共にする奴がいるのか。そして何より、悠子までもが一緒にいるのがわからない。

「でも、前の安あん藤どうくんだったら、合宿についてくるなんてしなかったんじゃないですか？」

「顧こ問もん不在となれば仕方ないだろう」

「あら、そうですか？　顧問の先生がいないのを理由に、大嫌いなぷれい部の合宿を中止にしてしまえばよかったじゃないですか」

「あれでも認可された正式な部だ。その活動を妨げるようなことを生徒会がしてはいけないだろう」

「ふふっ。そうですね」

「何故笑う」

「いえ何でもありません」

　食えない奴やつだ。

　実際のところ、教師との交渉しだいでは、副会長の悠ゆう子こがいるだけで合宿が許可された可能性は高い。悠子はこの世界の出身であることから、教師たちからの信頼は和かず臣おみ以上に厚い。そんなことはわかっている。

　しかし、自分が同行したのには二つの理由がある。まず一つは、この得え体たいの知れないぷれい部の活動を見ること。バスの中で釘くぎを刺したが、何か不適切なことがあれば、即座に活動を止やめさせる。

　もう一つは、雪ゆき村むら統とう吾ごという人間を見極めること。あの愚かな男の周りにどうして人が集まるのか。誰だれもがあの男を慕っているように見える。見たところ一番強く当たっているのはあの商人の女だが、本当に嫌っているのであれば泊まりがけの合宿に参加するはずがない。

　過去、魔ま王おうとして世界の半分を治めていた頃ころ、和臣の周りにもたくさんの人がいた。和臣には及ばないが高い魔法能力を持っている者もいたし、博はく識しきな者もいた。しかしそれは部下。和臣の命令に忠実な者たちであって、中には高い地位を得ようと和臣の機き嫌げんをとろうとする者もいた。それはそれで一つの組そ織しきの形。それが悪いというわけではない。

　しかしあの集団はどうだ。力も、頭も、中心となっている統吾が一番低い。それでも、他ほかの奴らは打算など抜きで、見返りなしにあいつに力を貸す。和臣という敵を前にしても、誰だれ一人ひとりとして逃げることなく挑んできた。

　あいつには、人を率い、まとめる何かがあるのだろうか。それは和臣とは違った、別の力なのだろうか。

「安あん藤どうくんは……」

　通過点である神社が見えてきたところで、悠子が口を開いた。

「何だ」

「もっと気楽にいけばいいと思います」

「何が言いたいのかわからんな」

　もっとも、悠子が考えなしに発言することなどないが。

「高校生らしく、遊んだりすればいいんです」

「俺おれは生徒会長だ。生徒をまとめ、学校の秩序を守る義務がある。遊んでなどいられるか」

「それがいけないんですよ。確たしかに安藤くんは生徒会長ですけど、会長にそこまでの義務はありません。あくまで生徒なんですから。どこの学校でもそうですけど、生徒会ってそれほどすごいところじゃないですよ」

　生徒会とは何なのか。それは理解しているつもりだ。生徒の代表。教師とのパイプ役。本来、学校の秩序を守るのは教師の役目であり、生徒である自分の義務ではない。生徒会だからといって、特別な権限が与えられているわけでもない。

「だが、俺おれは統治者として……」

「それは前にいた世界のことですよね。魔ま族ぞくを治めていた魔王だった頃ころの話です」

　悠ゆう子こは珍しく言葉を遮さえぎった。

「……そうだな」

「今の安あん藤どうくんはただの高校生です。高校生は、少し勉強をしてたくさん遊ぶものです」

「ただの……か」

「ええ。ただの、です」

　魔法のないこの世界で、学校以外の場所では魔法は使えない。魔法がなければ、自分はただの国民であり、高校生。それであれば、悠子に対する反はん論ろんの言葉はない。

「高校生は、普ふ段だん何をしているんだ」

「自分がやりたいことをやってるんです。そこに決まりはありません。ほら、ぷれい部の皆さんなんか、いいお手本ですよ」

「……そうかもな」

　まだ半日行動を共にしただけだが、見ていればわかる。気の合う者どうしで何に縛しばられることもなく、好きなことをして、好きなことを言って、笑っている。これが高校生のあるべき姿というものなのだろうか。

「統とう吾ごくんなんて、常に全力で楽しんでますよね。いつ息切れするのかと思って見てるんですけど、ずっと走ってます。安藤くんと統吾くんを足して二で割ったらちょうどいいのかもしれません」

「怖いことを言ってくれるな」

「ふふっ。失礼しました」

　おそらく、自分が元の世界に戻ることはできないだろう。世界の境界を開くことは非常に困こん難なんで、仮に開くことができたとしても、数ある世界の中で自分のいた世界に繫つながる可能性は限りなく低い。国の機き関かんが人を集めて色々と研究しているらしいが、それほど期待ができるものでもないだろう。

　この世界で生きていくならば、この世界の人間らしく。

「参考までに訊きく。水み無な瀬せ、お前のやりたいことは何だ？」

「そうですねえ……。まずは安藤くんを笑わせることでしょうか」

「ふん、黙だまれ」




　　　　†三組目




「マルイってのはつまり、オシャレな店がたくさん入ったデパートみたいなもんでな……」

　悠子と和かず臣おみがスタートして十分後、最後に残った統吾と朱あか音ねは並んで歩きだした。朱音のリクエストで、この世界の話をする。

「知ってるよ。話しかけてくる店員さんが苦手な人は、イヤホンで音楽を聴きいてるフリをするんでしょ？」

　朱あか音ねの知ち識しきはピンポイントだ。確たしかにそうかもしれないけど。ちなみに統とう吾ごもそういう店員は苦手な方だ。キレイな女の店員に勧められて買ったあのＴシャツ、結局一回しか着なかった。明あき道みちは上う手まく買い物しそうだが。

「それとなんだっけ。メイド喫茶だっけ。俺おれは行ったことないんだけど、すごい所らしいぞ」

「すごいって、どんなふうに？」

「友達が四人組で行ったんだよ。ネタになるだろうって。それで後から感想を聞いたんだが、一人ひとりは『普通に楽しかった』って言ってて、二人ふたりは『まあ一回でいいや』って言ってて、もう一人は……」

「どうかしたの？」

「帰ってこなかった」

　こっちの世界に。いや、統吾のように別世界に行ってしまったというわけではなく、それとはまた別の世界に行ったまま帰ってこられなくなってしまったのだ。彼は今や立派なご主人様になっている。

「こ、怖い所だね。メイド喫茶って」

「ああ。相応の覚悟がないと踏み入れてはいけないらしい」

　と、統吾と朱音は勝手に想像を膨ふくらませていた。

　マルイでの買い物も、メイド喫茶も、朱音のやりたことメモに書いてあるものだ。いつかぷれい部のみんなで東京に遊びに行ってみたいものだ。

　統吾は不自然でない程度に歩幅を縮ちぢめて、歩く速度を遅くしている。これぞ牛歩戦術。朱音もそれに合わせるので、自然と歩みはゆっくりになる。

「じゃあさ、今度は朱音の世界の話を聞かせてくれよ」

「えっと、あのねあのね……」

　歩き始めて数分。統吾は体が震ふるえそうなくらい感動していた。くじに細工をしたとはいえ、朱音とこうやって二人で一いつ緒しよにいられるなんて。肝きも試だめしを提案し、さらにはくじに細工までしてくれた香か奈なにはしばらく頭が上がりそうにない。また来年もここに来よう。

　しかも順番は最後。どれだけゆっくり歩いても、他ほかのメンバーとかち合うことはない。統吾の個人的な合宿の目的である、朱音と仲良くなること。これをチャンスと言わずに何をチャンスというのか。

　今になって、驚おどろかすという要素がない肝試しをうらめしく思う。さすがの香奈も、コンニャク付き釣つり竿ざおは持っていなかった。驚いた朱音が統吾に抱きつくというハプニングなど起こるはずもない。もうこっちから抱きついてしまおうか。

　朱あか音ねが前にいた世界では抱きつくという行為は挨あい拶さつ程度のものらしく、相手が異性であっても、朱音は抱きつくことにあまり抵抗を感じていない。もちろん日本にそんな風習はないので、最近は自じ粛しゆくしているようだ。

　いや、抱きついてもらうなんてまだまだハードルが高すぎる。むしろいきなりそんなことになったら統とう吾ごの心しん臓ぞうが危ない。もっと初歩的なことから、段階的に。

　手を繫つなごう。

　朱音のことだ。「手、繫いでもいい？」と訊きけば「いいよー」と笑え顔がおで答えてくれるに違いない。訊いただけで殴られるであろう瑞みず希きとの大きな違いだ。

　統吾が目指すのはそのような形ではなく、あくまで自然な形。言葉で出さずとも、なんとなく二人ふたりは気がついたら手を繫いでいた。みたいな。みたいな。

　ここが頑がん張ばりどころだ。男を見せろ、アーチバールの勇者よ。

「それでね、カティヤちゃんが先生の目を盗んでココボくんの口にマッポンを詰め込んだんだよ。そしたらココボくんが『おい！　これマッポンじゃなくてキョロボルじゃないか』って言ってね、今度はファンルくんが『キョロボルだったら右の方にドッチャットすればいいじゃないか』って言ったから、先生も笑っちゃって、授業にならなかったんだよー。……統吾くん、聞いてる？」

「え……？　あ、うん、聞いてたよ。それでキャベツ太た郎ろうがどうしたって？」

　しまった。気合いを入れているうちに朱音の話を聞き逃していた。えっと、何かを詰め込んだとか言っていたような。

「もう、違うよぉ。キョロボルの話だよ」

　朱音は頰ほおを膨ふくらませているが、ちゃんと聞いていても理解できていたか怪しいところだ。

「ごめんごめん。っていうかキョロボルって何だ？」

「んっと、この世界で近いのは……指サックかなあ」

「指サック口に詰め込んだの!?」

　このままでは手を繫ぐような雰囲気にならない。ここは話題を変えてみるべきだ。話題、女の子が好きそうな話題……。

「…………」

　今自分は女の子と二人きりだ。話が途と切ぎれた途と端たん、その事実が統吾に重くのしかかってきた。

　授業中も放ほう課か後ごも一いつ緒しよにいることが多い統吾と朱音だが、二人きりになることは極端に少ない。放課後に部室でお喋しやべりしている時は明あき道みちや瑞希がいるし、寮りように帰ってから部へ屋やで遊ぶ時もルームメイトの明道がいる。スタバに二人で行ったことはあるが、あの時は朱音の祖母の話をしていて話題に困ることはなかった。

　この学校に転校してくるまで地味な学生生活を送ってきた統吾は、朱音以外の女の子と二人きりになったことなんてない。時間がたっぷりあり、なおかつ邪じや魔まが入らない空間に女の子と二人ふたりになるのはこれが初めてだ。

　そう思うと、急に胸が高鳴ってくる。やばい。緊きん張ちようしてきた。

　いや、今は話題だ。沈ちん黙もくはいけない。統とう吾ごは必死になって話題を探した。くそ、その辺の道に話題とか落ちていないのか。

　と、その時、遠くで鳥が鳴く声がした。それと一いつ緒しよに小さな悲鳴のような声。

「うひゃへぁっ」

　それほど大きな音ではなかったものの、緊張がピークに達していた統吾には十分な刺し激げきで、心しん臓ぞうが口から出てくるのではないかというほど跳ね上がって変な声が出た。

「と、統吾くん……その……」

　聞こえるのは朱あか音ねの声。やけに近いところから聞こえてくる。

　抱きついていた。朱音の小こ柄がらな体を、しっかりがっつり腕の中に収めていた。抱きつくなんてまだ早いと思っていた統吾は、わざとではないにしろ、一つの夢を叶かなえてしまっていた。

「ご、ごごごごめん朱音柔らかい！」

　夢の時間は数秒で、統吾は跳びのくようにして朱音から離はなれた。

　次に襲おそってきたのは猛烈な情けなさ。驚おどろいて女の子に抱きつくなんて、逆だろ普通。しかも朱音には強い勇者だと思われているというのに。統吾は地面に膝ひざをつきうなだれる。

「統吾くん、どうしたの？」

「いや……自じ己こ嫌けん悪おさんがバイクに乗って笑いながらやって来たところ」

　抱きつくという行為に慣なれている朱音は、最初こそ統吾が突然抱きついてきて戸惑っていたが、特に意い識しきしているようなこともなく平然としている。統吾としてはもう少し意識してもらいたいのだが。

　それにしても、一緒に聞こえてきた悲鳴は瑞みず希きのように聞こえた。しかし瑞希が鳥なんかで悲鳴をあげるとは考えにくい。勘違いだろうか。

「…………」

　再び歩き出すと、やっぱり話題がなかった。いつも部へ屋やでお喋しやべりしている時はどんなことを話していたっけ。二人きりという空間は、こうも特別なものなのか。

　悩みに悩み。

「あ、朱音の好きなタイプってどんな奴やつなの？」

　統吾は一番訊ききたかったことをストレートに訊いてしまった。何をやっているのだ。唐突すぎるだろ。こういうことは、話の流れの中で自然に訊き出すものだろ。

「私の好きなタイプ？」

　緊張しすぎて朱音の方を見ることができない。

「やっぱりさ、その、明あき道みちみたいに見た目がいい方が好きなのか？」

「うーん……、明道くんはカッコいいとは思うけど、私は……その……統吾くんみたいな人の方が好き……かな。えっとっ、人間的な意味でだよっ！」

　もう死んでもいい。

「わあああああぁぁぁぁぁぃ！」

　嬉うれしさのあまり、統とう吾ごは叫びながら地面をゴロゴロと転がっていった。勝った。自分はあのイケメンに勝ったのだ。

「ちょっと統吾くん！　どうしたの!?」

　上り坂すらも気にせずに転がっていく統吾だったが、茂みに入ってさらに転がったところで木にぶつかった。

「ぐおうっ」

「大丈夫？」

「平気平気。今ので背筋が伸びたよ」

　統吾は息を整ととのえる。自分でも驚おどろくほどの奇行に及んでしまったが、これはちょっといい感じなのではないだろうか。何であれ、朱あか音ねは自分のことを好きだと言ってくれた。ここから慎重に言葉を選んでいけば、手を繫つなぐような雰囲気になるのではないか。

「あの、ね、統吾くん。さっき好きって言ったのは、その……何ていうか……私は瑞みず希きちゃんも明あき道みちくんも悠ゆう子こ先せん輩ぱいも好きだし、そういう意味だから……ね？」

　上目づかいに見つめられて、統吾は自分の心しん臓ぞうがキュッと縮ちぢむのを感じた。かわいくて純じゆん粋すい無む垢くで、この女の子のためなら何でもしようと誓えるような。偉大な先人が残した言葉、『ゾッコン』とはきっとこのことをいうのだ。

「お、おう。そりゃそうだよな。俺おれだって穂ほ科しなも明道も悠子先輩も好きだもん」

「えへへ、だよねー」

　統吾の言葉に噓うそはない。部員のみんなは好きだ。和かず臣おみは、まあ、難むずかしいかもしれないけど。

　ただ、その中でも朱音は特別で、そんな朱音の特別になりたい。

　統吾は決意を改める。

　朱音にふさわしい勇者になろう。強くなろう。

「よし、じゃあ神社通って旅りよ館かんに戻ろうぜ。帰ったらトランプでもしよう」

「うんっ。……あれ？　神社ってどっち？」

「ん？」

　どっちから来たっけ。全力で転がったせいで道を外れてしまったらしい。しかし焦ることはない。少し歩けば元の道に戻れるはずだ。

「……っ」

　その時、統吾は寒気にも似た違和感を覚えた。同時に朱音も感じていたようで、自然と目が合う。

「朱音、今……」

「うん。魔ま力りよく、感じた……よね」

　ということは朱あか音ねの魔力ではない。魔力というのは人によって質が違い、感じるだけで誰だれの魔力かわかるらしい。ただそれは魔力の扱いが上う手まい人に限ったことで、魔法が使えない統とう吾ごに違いはわからない。統吾がわかるのは魔力の大小くらいだ。

「ぷれい部の誰かのか？」

「ううん、違うみたい」

　首を振る朱音。合宿のメンバー以外に、魔力を持った存在がいる。しかもそれは、徐々に統吾たちに近づきつつあった。

　重要なのは、その魔力の持ち主にこちらに対する敵意があるかということ。安易に接触していい相手なのかということ。

　感じる魔力はそれほど大きくない。しかし、抑えている可能性だってある。

「朱音、こっち」

「あっ……」

　統吾は朱音の手を摑つかみ、駆けていた。

　対面するべきではない。統吾はそう判断した。相手が何者なのかという以前に、何かあった時に統吾たちに対処できるだけの力がないことが一番の理由だった。

　統吾愛用の剣、トーゴカリバー。転校初日に朱音によって折られ、また朱音によって復活を遂げた、アーチバールを救った剣。合宿には持ってきている。何かあった時のためというわけではなく、相棒として統吾はいつも持ち歩いているのだ。学校にいる時も腰に下げているが、そういう生徒はそれほど珍しくない。ただ、この時ばかりは旅りよ館かんに置いてきていた。小さくして持ち歩ける朱音の魔法の杖つえも、旅館に置いてきてしまっている。

　暗い山道を走る。上っているということは、麓ふもとにある旅館からは遠ざかっているわけで、それは統吾の狙ねらいの一つではあった。魔力を持った、つまりこの世界の存在でない何かを、一般人がいる場所に行かせるわけにはいかなかった。

「追ってきてるな……」

　途中、わざと茂みに入ったり、急な転回をしたりして撒まこうとしてみたが、その何かは統吾たちの後ろをついてきていた。

「統吾くん。多た分ぶんだけど、人じゃ……ないと思う」

「動物ってこと？」

「うん。なんとなくだけど」

　朱音はこくりとうなずく。統吾の魔力感知能力はあてにならないので、ここは朱音の言葉を信じる。

　これは状況が悪化したといっていい。言葉が通じないということは、見境なく襲おそわれる可能性があるということだ。

「朱あか音ね、杖つえなしで魔ま法ほうは使える？」

「えっと……これくらい」

　朱音の指先でポンと光が弾はじけた。これくらいの光では威い嚇かくにもならないし、旅りよ館かんに戻っている他ほかのみんなに知らせることもできない。

　頼みの携帯電話は圏外。麓ふもとの旅館でも電波のマークが一本だったから、それほど期待はしていなかったけど。これだから田舎いなかは。悠ゆう子こや和かず臣おみが魔力に気づいて駆けつけてくれるまでこの追いかけっこを続けるべきか。

　統とう吾ごは奥歯を強く嚙かんだ。強くなろうと決意をしたばかりなのに、この様である。正体不明の存在から逃げ回ることしかできない。自分に力があれば、朱音をこんなに走らせることも、怖い思いをさせることもなかったのに。

　気がつけば、踏みしめる地面は舗ほ装そうされておらず、獣けもの道みちのようになっていた。つまずかないようにと朱音に声をかけ、走る。

「……っ！」

　前方に影かげ。建物のようだった。近づいていくと、それが小屋だということがわかる。所々腐った木や錆さびついた金属から、この木造の小屋が使われなくなって何年も経たっているということが窺うかがえる。

　統吾と朱音の息も上がってきている。ただ走るだけならともかく、追われているという緊きん張ちよう感かんが心しん臓ぞうにより負担をかけている。

「あの小屋に入ろう」

「……うん」

　二人ふたりは小屋に駆け込み、鍵かぎをかけた。錆さびて頼りない鍵だ。

　そこで統吾は朱音の手を握ったままだということに気づき、「ごめん」と離はなす。朱音は「ううん」と首を振った。

　こんなふうに手を繫つなぐなんて、誰だれが想像しただろう。

　統吾は小屋の中を見回した。武器になりそうな物はない。

　今にも壊こわれてしまいそうな木の扉とびらを風が叩たたいている。すきま風の音が、静まり返った狭い空間の中で響ひびく。窓から差し込む月明かりも頼りなく、視界はほとんど闇やみに覆おおわれていた。

「統吾くん……」

　肩を寄せ合うようにして座り、朱音は統吾を見上げた。絞り出すように細い声を出す。

「大丈夫……何があっても、俺おれが守るから」




　　　　†




「遅いわね……」

　旅りよ館かんの部へ屋やに戻った瑞みず希きは呟つぶやいた。二番目に出発した悠ゆう子こと和かず臣おみが戻ってきて三十分くらいが経たつ。どれだけのんびり歩いたとしても、これは遅いのではないだろうか。迷うような道ではなかったし。

　電波状態の悪い携帯電話を見るが、メールも着信もない。

　朱あか音ねが戻ってきたら一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ろうと思って待っていたのに、このままだと入浴できる時間が終わってしまう。

「統とう吾ご、上う手まくいったのかな」

「どういうこと？」

　瑞希の手札を一枚引いて、明あき道みちが言った。ちなみに引いたのはジョーカーだ。

「この合宿で朱音ちゃんともっと仲良くなるって息巻いてたからね。彼はくじ運に恵まれたと思うよ」

「仲良く……」

　統吾が朱音に気があるのは明白で、朱音もまんざらではなさそうだ。まあ、朱音は天然なところがあるし、誰だれにでも好きという感情を抱ける女の子だから、統吾へ向ける感情がどんなものなのかはわからないけれど。

　いやしかし。

　瑞希の頭の中で、思考がぐるぐる回る。

　夜道、二人ふたりきり、ひと気のない神社、お互いに好意的な感情、高校生、着やせ、ひと気のない神社。

「『不適切な行為』がなければいいんですけど」

　悠子が言った。

　やばい。

　朱音が危ない。朱音は抜けているところがあるから、上手いこと統吾に言いくるめられてしまうかも。統吾は変なところで変な時だけ頭の回転が速いし。

「今いま頃ごろ、統吾は頑がん張ばってるのかなあ」

　明道が言った。瑞希は睨にらむように明道を見る。

「一応訊きくけど、何をどういうふうに頑張るのかしら」

「それは言えないよ。男の友情ってやつさ」

「あら、素す敵てきですね」

　なんと抽象的な、しかし想像力をかき立てる言葉だろう。日本語の豊かさに感心しつつも、瑞希はトランプを放り投げ、上着を摑つかんで玄関に走った。後ろから明道が「邪じや魔ましちゃダメだよ」と言ったが「うるさい！」と一いつ蹴しゆう。もう一度携帯を確かく認にんするが、朱音からの連絡はない。

　慌てて靴を履はき、つまずきそうになりながら玄関の扉とびらに手をかけると、ちょうど向こう側から扉が開いた。

「あれ？　瑞みず希きちゃん、どうしたの？」

「朱あか音ね……」

　随分と心配させてくれた友人がそこにいた。後ろに統とう吾ごもいる。

「どっか行くのか？　穂ほ科しな」

「別に……。あんたたち、遅かったじゃない」

「あー、ちょっと……な」

　その『ちょっと』が気になるところだが、統吾の『ちょっと』が何を指しているのか、瑞希はすぐにわかることになる。

　朱音に隠れて見えなかったが、統吾は何かを抱きかかえていた。肝きも試だめしを始めた時には持っていなかった何か。

「くぅん……」

　と。

　それは、か細い声で鳴いたのだった。






　第３話　勇者たるもの、動物には懐かれるべし







　合宿二日目。統とう吾ごが事前に考えていた計画では、近くにある博はく物ぶつ館かんに行く予定だった。統吾個人としては博物館にそれほど興きよう味みはないのだが、別世界出身の部員にとっては楽しい所になると思ったからだ。もう一つ、それっぽいことをしておかないと、後で内容を報告しろと言われた時に困るというのもある。

　しかし、その予定はキャンセルとなった。その理由は、今部員たちが囲んでいる小さな生き物である。

「狼おおかみ、よね」

　タオルの上で寝息を立てるそれを見て、瑞みず希きが言った。

　昨夜ゆうべ、統吾と朱あか音ねの前に現れた魔ま力りよくを持った何か。その正体は狼だった。狼といっても体は室内犬のように小さく、しかもかなり衰弱していた。感じた弱い魔力は、抑えていたわけではなく単に魔力を消しよう耗もうしていたのだ。

　統吾が駆けこんだ小屋の扉とびらを体当たりで壊こわすと、狼は途と端たんに気を失ってしまった。その時統吾と朱音は、この狼は二人ふたりを襲おそおうとして追ってきたのではなく、助けを求めていたのだということを知った。

　慌てて旅館に連れて帰り、悠ゆう子こに診てもらった。特に外傷はなく、少し魔力を与えれば回復するとのこと。

　もちろん旅館はペット禁止なので、悪いとは思ったが女子部べ屋やに隠して一晩を過ごした。朱音と同じ布ふ団とんで寝たと知った時には何かこみ上げてくるものがあったが、勇者たるもの、動物なんかに嫉しつ妬となどしないのだ。

　そして朝食を終えた統吾たちは、すやすやと眠る狼の周りに輪わになって座っていた。目を覚ました時お腹なかが空すいているかもしれないので、明あき道みちが近くのコンビニまで走っている。近くといっても結構な距きよ離りがあるが、明道の足ならそれほどかからないはず。

「狼だよなあ」

　銀の毛並みは美しく、尖とがった耳の先だけ黒くなっている。狼という言葉だけ聞くと狂きよう暴ぼうなイメージがあるが、寝顔は愛らしく、ぬいぐるみのようだ。

　だが、魔力を持っているという時点でこの世界の動物でないことは明白であり、回復したら野に帰すというわけにもいかない。

「水み無な瀬せ、俺おれたちのような人型以外のものが世界を行き来した例はあったか？」

　和かず臣おみが訊きくと、悠子は数秒の後に答えた。

「ゼロというわけではないですが、少ないですね。哺ほ乳にゆう類るいでは初めてかもしれません」

　悠ゆう子こは自分の作りだした魔ま法ほうでこの世界に帰ってきたという実じつ績せきがあり、それを買われて世界の行き来について研究する機き関かんに協力している。悠子によると、この世界に来た人の服に偶然虫がとまっていたというようなことはあるが、この狼おおかみのような例はないという。

「ねえねえ統とう吾ごくん、この子、どうするの？」

　朱あか音ねはかわいい狼を気に入ったようで、さっきから優やさしく頭を撫なでている。狼も気持ちよさそうだ。勇者たるもの、動物なんかに嫉しつ妬としたりしないのだ。
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「とりあえず学校に連れて帰らなくちゃいけないんじゃないか？　このまま山に戻すわけにもいかないし」

「だよね、だよねっ。だったらこの子、ぷれい部のペットにしようよ！」

「お、それいいな。マスコットって必要だもんな」

　口には出さないが、今のところぷれい部のマスコットといえば朱音である。

　統吾の頭の中では、朱音と一いつ緒しよに狼の散歩をする光景が浮かんでいた。いいじゃん。すごくカップルみたいじゃん。朱音が「この子が子供だったら、私たちはパパとママだね」なんて言ったりして。ぜひ言って欲しい。お金払ってもいいから言ってもらおう。

「それは許可できん」

　と、統吾の妄想を打ち砕いたのは和かず臣おみだった。

「どうしてですか？」

「この狼おおかみ、今はこの姿で魔ま力りよくも低いが、今後どうなるかわからんだろう。突然生徒に襲おそいかかりでもしたら、お前らは責任を取れるのか？」

「そんな……。こんなにかわいいのに……」

　朱あか音ねは狼を優やさしく撫なで、すがるように和かず臣おみを見る。そんな目で見られたら統とう吾ごであれば黒も白と言ってしまいたくなるが、そこは和臣、一つも表情を変えない。

「この世界には存在しないようだが、状況、環かん境きようによって姿を変えたり狂きよう暴ぼう性せいが増す獣けものなどいくらでもいる。夏なつ森もり、お前も他ほかの世界の出身ならわかるだろう」

「それは……そうです、けど……」

　和臣の言うことは間違っていない。身を守るために体の模様を変えたり、威い嚇かくのために体を大きく見せたりするような生き物はいるが、本当に体が大きくなったり、四足歩行が二足歩行に変わる生き物なんてこの世界にはいない。でも、他の世界には存在するのだ。魔法や、モンスターと呼ばれるようなものが当然のように存在する他の世界には。

「じゃあ、どうするんですか？」

「国の機関に引き取ってもらうのが最善だな。いいサンプルだと感かん謝しやされるかもしれん」

「サンプルって……」

　不安がよぎる。目が合った朱音も、同じようなことを想像してしまったのだろう。動物が世界の行き来をすることは稀まれで、研究者たちがこぞって色々なデータを採りたがるのは間違いない。それはつまり、この狼を使って実じつ験けんを行うということだ。

「いくらなんでもそれはひどいですよ！　おとなしそうだし、かわいいのに……」

　すると和臣はため息を一つ。

「それでは訊きくが雪ゆき村むら、仮にその狼を連れて帰り、学校で飼ったとしよう。そして万が一それが他の生徒を嚙かみ殺しでもしたら、お前はその生徒を蘇そ生せいさせて謝しや罪ざいすることができるのか？」

「……っ！　そんなの、極きよく論ろんです」

「極論だけど正論よ。統吾、朱音」

　口を開いたのは瑞みず希きだった。

「穂ほ科しな、会長の味方するのかよ」

「私だってできることならあんたたちの味方につきたいわよ。この狼に罪はないしね」

　でも、と瑞希は続ける。学校には魔法を使える生徒や戦せん闘とうに長たけた生徒がたくさんいる。危険という意味では狼と変わりはない。違うのは、生徒たちはこの世界のことや自分たちの立場を理解しており、危険なことをすれば教師や和臣からの制裁があることも理解している。だからこそ、今の秩序が成り立っている。でも動物は違う。世界を行き来したことも、何かすれば制裁があることもわからない。だから危険なのだと。

「主しゆ観かん的てきに言わせてもらうなら、その狼はかわいいと思うし、飼ってもいいと思う。でも客観的に見れば会長の言う通りだし、会長の立場も考えれば真まっ当とうな意見だと思うわ」

　ぐうの音ねも出ないとは、こんなことをいうのだろうか。

「話がわかるな、穂ほ科しな」

「どうも」

　表情を一つも変えずに和かず臣おみと瑞みず希きは短い言葉を交わした。

　わかっている。わかってはいるのだ。会長の言うことも、瑞希の言うことも理解できる。会長は立場があるし、瑞希は商人だから、リスクとリターンを冷静に考えることができる。それができない自分は、やはりまだ子供なのだろうか。未み熟じゆくなのだろうか。

　それでも一つわかることがある。それは、このままでは朱あか音ねが悲しむということ。それは自分の本意ではないということだ。

「会長、チャンスをください」

　朱音のためなら、正論にだって歯向かってやる。

「……どういうことだ」

「この狼おおかみをちゃんと躾しつけて、懐なつかせて、危険なところが一つもないって証明できたら、学校に連れて帰って俺おれらで飼ってもいいって、約束してください」

「危険でないという基準が曖あい昧まいだな。それは誰だれが決める」

「会長が決めてくれていいです」

　和臣は「ほう」と眉まゆをぴくりと動かした。

　決定権が和臣にあるということは、統とう吾ごがどれだけ頑がん張ばっても「ダメだ」と言われてしまえばそれで終わりだということ。しかし和臣の主張が正しい以上は、これくらいの不利な条件を提示しないと約束が成立しない。

「安あん藤どうくん、これだけ言っているのですから、どうでしょう。安藤くんだって、この子を研究者に渡すのは気が進まないのではないですか？」

　悠ゆう子こが後押ししてくれる。みんながこの狼を心配している。いいなあ。かわいいってそれだけで得だよなあ。自分だってかわいければ、殴られたり吹っ飛ばされたりすることもないのになあ。

「俺おれは動物が嫌いだ。懐なついた試しがない」

「あ、それは顔が怖いからですよ」

「雪ゆき村むら、今俺を怒らせて損をするのはお前だぞ」

「すみません本ほん音ねが出ました」

　ずれてもいない眼鏡めがねに触れ、和臣は大きく息を吐いた。

「わかった。その条件で約束をしてやる。ただ期限を定める。この合宿が終わる二日後までだ」

「……わかりました」

　動物を二日で懐かせるなんて、普通に考えたらできるはずがない。でも、こちらからこれ以上注文をつけることはできない。これは和かず臣おみからの最大の譲じよう歩ほなのだ。

　すると、朱あか音ねが抱きついてきた。潤うるんだ目で見つめられて、統とう吾ごの頭に浮かんだのは『破は壊かい力りよく』という言葉だった。

「ありがとう統吾くんっ！　この子、助けてあげられるんだねっ」

「お、おう。ところで朱音……もうちょっと強く抱きついてくれると、こう、感触がありがとうな感じなんだが……」

「え？　こう？」

「あだだだだだっ！　背骨っ！　背骨がっ……」

　音がする。何かが壊こわれる音がする。

　その時、小さな狼おおかみは目を覚まし、変な男が変な声をあげている光景を見て「くん？」と首を傾かしげたのだった。







「なるほど。そんなことがあったんだね」

　狼を懐なつかせるということになった事情を簡かん単たんに説明すると、コンビニから帰ってきた明あき道みちはすぐに状況を理解し、協力すると言ってくれた。

　統吾たちは場所を移し、旅りよ館かんから少し離はなれたところにある公園に来ていた。もちろん、狼とコミュニケーションをとるためである。芝生しばふが広がる大きな公園で、統吾たちのように犬を連れてきている人たちも多いから、遠目には子犬に見える狼が目立つことはない。

　ちなみに、和臣と悠ゆう子こは旅りよ館かんに残っている。和臣は狼と一緒に遊ぶはずもなく、本を読み始めてしまった。悠子は国の研究機き関かんに最近逃げ出した動物がいないか問い合わせるとのこと。

「そんなわけで、ぷれい部のペット獲かく得とくのためにも頼む」

「わかったよ。じゃあ一つ確かく認にんなんだけど、あの狼はオスメスどっちだい？」

「確たしかメスだったな。ついてなかったから」

　その言葉に、明道はさらっと髪をかきあげる。この動作に何の意味があるのかは謎なぞだ。でも学校でこれをやると周りの女子が「きゃあっ」と黄き色いろい声をあげるから不ふ思し議ぎだ。

「それなら簡単だね。僕の虜とりこにしてしまえばいいんだから」

　種族超えるのかお前は。無む駄だにキラキラをばら撒まくな。

「バカ言ってんじゃないわよ」

「あたっ」

　明道の足を踏んづけたのは後からやって来た瑞みず希き。さすがにあの大きなリュックサックは置いてきたようだ。

「穂ほ科しな、どうだった？」

「持ってきてた荷物の中にはなかったわ。寮りように戻ったら探してみるけど、あんまり期待はしないで。っていうか、それじゃあタイムオーバーよね」

　瑞みず希きが魔ま力りよくを抑えるアイテムがあるかもしれないと言ったので、探してもらったのだ。もしそんなアイテムがあれば、それを首くび輪わにつけることによって、狼おおかみの危険性を下げることができるかもしれない。

　寮の瑞希の部へ屋やには瑞希のいた世界から持ち込まれたたくさんのアイテムがあり、その置き場所の関係で、通常は二人ふたり部屋のところを瑞希は一人ひとりで使っている。そのせいで朱あか音ねも一人部屋となってしまっているのだが、朱音はよく瑞希の部屋に遊びにいっているみたいだし、実質二人部屋のようなものだ。

「よし。じゃあ狼と遊んでくるか。っていうか、お前ら動物苦手とかじゃないよな。訊きくの忘れてたけど」

「何言ってんのよ。旅の途中で狼の群れに襲おそわれるなんてこと商人の中じゃ日常茶飯事よ。あんなのかわいいものだわ」

「僕も平気だよ。ちゃんと四本足で動物の形をしているのだから、魔ま力りよくを持っていても魔物の部類には入らないよ」

　一体どんな人生を送ってきたのだろうか、この二人は。自分がどれだけ平和な世界で生きてきたのかを思い知らされる。

　統吾たちは芝生でじゃれている朱音と狼のもとへ向かった。さすがというか何というか、朱音はすでに狼と打ち解けているようだった。朱音は『好き』という気持ちをためらいなく全身から出すので、狼も朱音を敵と認にん識しきすることはないのだろう。それに弱っているところを助けたのも朱音だし。

　しかしこれはクラスの男子にも言えることで、「あれ、朱音って俺おれのこと好きなんじゃね？」と勘違いしている連中が多いのではないかと統とう吾ごは不安に思っている。そして朱音の自分に対する好意だけはそれとは違うものだと信じたい。

「統吾くんも餌えさあげてみなよ。かわいいよー」

　朱音からソーセージを受け取る。統吾はしゃがんで狼と視し線せんの位置を合わせた。

「ほーら、おいで阿あ田だ村むらー」

「アダムラ？」

　朱音をはじめ、三人が首を傾かしげる。阿田村と呼ばれた狼はソーセージをぺろりと食べてしまった。

「こいつの名前だよ。名前がないとかわいそうだろ？」

「それはいいんだけど、アダムラって何よ」

　統吾の目が見開く。気迫に押されてか、瑞希は一歩身を引いた。

「知らないのかよ！　『Ｓ水Ｄ道Ｂ橋28』に新しく入ったメンバーだよ！　『受けた恩は片っ端から仇あだで返す』がキャッチコピーの阿田村かりんちゃんに決まってるだろ！」

「知らないわよそんなの！」

「それなら教えてやる。あのな……」

「だからいいって言ってるでしょ！」

　なんだよ。統とう吾ごは口をとがらせる。瑞みず希きにも存分に魅み力りよくを教えてあげようと思ったのに。

「統吾、語ると長いから。この前僕に三十分喋しやべりっぱなしだったよね」

「そうだっけ？」

　寮りようの部へ屋やで明あき道みちに話をしたのは覚えているが、そんなに長かっただろうか。時間を忘れるんだよな、『Ｓ水Ｄ道Ｂ橋28』の話になると。

「あー、嫌いやだわそういうの」

「どうせお前だってアイス語ったら長いんだろ？　同じじゃん」

「私は三時間いけるわね」

　遠えん慮りよしておきます。

　他ほかに候補がなければ、この狼は阿あ田だ村むらということで強引に通すつもりだったが、早速朱あか音ねから不満が出た。

「やっぱりもっとかわいい名前にしようよぅ」

　統吾のつけた名前は見事なくらいに不評だった。

「こっちよチョコミント、おいで」

　ちゃっかり瑞希がソーセージを持って狼おおかみを呼んでいた。

「お前のネーミングは期待を裏切らないな」

　どうでもいいが、統吾はチョコミント味が苦手だ。

「じゃあ『アキミチ』にしたらどうだい？　きれいな名前だろ？」

「メスだよ！　お前よく自分の名前に自分できれいとか言えるな！」

　しかも本名ではない。他ほかの世界から来た生徒たちは、この世界で暮らすために新しい名前を授かっているのだ。それなので、実は朱音も瑞希も本名ではなかったりする。しかし国の力で戸こ籍せきなども作られているから、この国では法的に本名になる。一度明道に本名を訊きいたことがあるが、「統吾じゃ聞き取れないし、発音できないよ」と言われた。

「だったら朱音に決めてもらいましょう。最初に見つけたのも朱音なんだし」

「いや俺おれもいたんだけど……」

　という統吾の主張は通るはずもない。でも朱音が決めてくれるのなら文句はない。かわいい名前をつけてくれそうだし。

「えっとね……それじゃあ……んーと…………メンマ！」

　どうやら最近美お味いしいラーメンを食べたらしい。朱音はこの世界の食べ物でラーメンが大好きなのだ。

「よしお前は今からメンマだ！」

「メンマー！　こっちだよー」

　朱あか音ねとメンマは走っていってしまった。統とう吾ごの不安をよそに、順じゆん調ちように懐なついてきている。和かず臣おみが設定した期限は短いが、間に合うかもしれない。

「あんた、さすがにメンマには待ったをかけなさいよ」

　朱音を追っていこうとすると、瑞みず希きに呼び止められた。

「何を言うか。朱音が言えばカラスも白くなり、俺おれの姉も俺に優やさしくなるのだ」

「……お姉ねえさん、きついの？」

「きつい」

　ああ。あの日々を思い出すだけで涙が出そうになる。

「あんたも色々大変ね」

　瑞希はそれだけ呟つぶやいてスタスタと歩いていく。その進路を塞ふさぐように立ったのは明あき道みち。

「穂ほ科しなさん、僕は君が言ってくれればいつでも白くなれるよ」

「どこがどう白くなるのよ!?」

　なんだか、日を追うごとに瑞希のツッコミが冴さえてきている気がする。明道もそれを期待して絡んでいるみたいだ。そのうち痛い目見るぞ。

　朱音とメンマはボールで遊んでいた。朱音が投げたボールをメンマが取ってくるという、犬と遊ぶといえば真っ先にイメージする遊びだ。狼おおかみは犬より懐なつきにくいと聞いたことがあるが、メンマは随分と人に慣なれているように見える。旅りよ館かんで目を覚ました時だって、人間に囲まれているのに怯おびえることも吠ほえて飛びかかってくることもなく、おとなしくしていた。弱っていたこともあるだろうが、もしかして、前に人に飼われていたことがあるのではないだろうか。

「はい瑞希ちゃん、ボール。この子、すっごくお利口だよ」

「へえ。じゃあ……えいっ」

　瑞希がボールを投げると、メンマは一いつ直ちよく線せんに走っていった。でも瑞希よ、思い切り投げ過ぎだ。メンマ、かわいそうなくらい全力で走ってる。

　戻ってきたメンマに、今度は明道がボールを投げる。といっても、メンマの前に軽く放っただけで、メンマはそれをノーバウンドでキャッチする。明道は頭を撫なでて、「この子、僕のことがもう好きになったみたいだね」とわけのわからないことを言った。

「今度は俺な。それ行けっ！」

　統吾はボールを投げた。が、メンマはその場からぴくりとも動かない。それほど遠くにも投げていないし、さっきまで追いかけていたのに。

「おいどうした。あっち行ったぞ。取ってこい」

「…………へっ」

「おいこいつ今俺のこと見下したぞ！」

「へっ」って言ったぞ「へっ」って。人間でもあんまり言わないぞ「へっ」って。

「わかるのね、きっと」

　瑞みず希きは何かに納得したようでうんうんと頷うなずいている。

「何がわかったっていうんだよ」

「あんたがヘタレだってことよ。こういう動物って自分の中で格付けをするっていうでしょ？　きっとあんたはメンマの中でメンマ以下にされたのよ。さしずめナルトってところね」

　ちょっと上う手まいこと言っちゃって。あとナルトに謝あやまれ。ナルトが好きな人に謝れ。

　メンマを助けたのは統とう吾ごと朱あか音ねで、朱音にはあれだけ懐なついているのに統吾にはこの仕打ち。動物は子供以上に残酷だ。

　そうだ。

「なあ穂ほ科しな、会長との約束とは別に、俺おれと個人的に賭かけをしようじゃないか」

「……何？」

　怪しさ全開といった感じで瑞希が睨にらんでくる。

「合宿最終日までにメンマが俺に懐くかどうか。ってのはどうよ。当然俺は懐く方に賭ける」

「へえ、面おも白しろいじゃない。で、何を賭けるつもり？」

　瑞希が乗ってきたのはそれほど意外というわけでもない。負けず嫌いな瑞希は、勝負を挑まれたら断れないのだ。

「ありがちだが、勝った方の言うことを一つ聞くってことにしよう。おっと、もちろん法律と常じよう識しきは守るぞ」

　統吾のことだから、やらしいことを言うに決まっていると瑞希は思っているに違いない。もし勝ってもそんなこと言うわけない。度胸がない。

「受けるわ。じゃあ、私が勝ったらあんたには死んでもらおうかしら」

「常識は!?」

　とにかく賭けは成立。目標は多い方が燃もえるというものだ。

　気づけばメンマは統吾を離はなれ、朱音の足にすり寄っていた。なんと羨うらやましい。統吾だってまだ朱音の足にすり寄ったことないのに。

「こらメンマこっち来い！　お手！　おおおおおおおってええええっ！」

　嚙かまれた。

「うおおおおおおっいってええええええっ！」

　こいつ嫌い。だって嚙むんだもん。

「うるさい！」

「ぐはっ」

　瑞希も嫌い。だって蹴けるんだもん。

「わわっ、どうしよう。統吾くんが嚙まれちゃったよぅ。こんなところで魔ま法ほう使えないし、どうしよう……」

　朱あか音ねが慌ててくれるのは嬉うれしいが、朱音の回復魔ま法ほうは口こう内ない炎えんしか治せないことを統とう吾ごは知っている。

「朱音、俺おれの勘だが、この手を朱音の太ももに挟んだら治る気がする。マジで」

「え？　ホント？　ちょっと恥ずかしいけど、統吾くんのケガが治るなら……」

　お、これはもしかしたらもしかするかもしれない。手は痛いが、言ってみるものだ。メンマなんぞに負けてたまるか。

「騙だまされちゃダメよ朱音。こんなのツバつけておけば治るわよ」

「じゃあ穂ほ科しなのツバで頼む」

「……久し振りに腕がなるわ」

　統吾は久し振りに十メートル単位で宙を舞まった。




　　　　†




　無事に終わるはずがないと薄うす々うす感じていた合宿だったが、まさかこんなことになるとは予想していなかった。統吾がいつも以上にはしゃいで余計なことをやらかすくらいの予感はしていたけれど、別世界から来た狼おおかみに出会うなんて想像できるはずもない。

　この部にいたら、まだまだ色々なことに巻き込まれてしまうような気がしてならない。刺し激げき的てきといえば聞こえはいいが、平和な学生生活とは別れを告げなければいけないだろう。

　瑞みず希きはシャワーで泡を洗い流すと、温泉につかった。

「ふぅ……」

　思わず息が漏れる。風ふ呂ろが外にあるというだけでこんなにも心地ここちがいい。体が芯しんから温まっていくのがわかる。

「気持ちいいねー、瑞希ちゃん」

「そうね」

　夕食を終え、メンマの世話は男に任せて、女三人は温泉に来ていた。髪の長い悠ゆう子こはシャンプーに時間がかかったようで、少し遅れて湯船に入った。

「昼はメンマちゃんのお世話を任せてしまってすみません。でも、元気になったみたいですね」

「いえ。悠子先せん輩ぱいは、国の研究機き関かんに問い合わせてくれたんですよね。何かわかりましたか？」

「狼型の動物を保ほ護ごしたことはないそうです。ですので、メンマちゃんは機関から逃げ出したわけではなくて、野生みたいですね」

　悠子と話していても、瑞希の視し線せんは自然と下がっていく。お湯が透明なので、悠子のボディラインがくっきり見えてしまうのだ。腰はくびれて、細身なのにしっかりと存在感を示す胸。女の自分でも美しいと思う。

「でもぉ、世界間の境界が開いて行き来があった時って、すぐにわかるんですよね。すごい魔ま力りよくが発生するって聞いたもん」

　と、朱あか音ねが疑問を投げかける。

　確たしかにその通りだ。別の世界から誰だれかがこの世界に来た時、それだとわかる特別な魔力が発生する、それを察知した国の機き関かんがすぐに動き、来た人間を保ほ護ごする。自分もそのようにして保護され、今の学校に通っている。

　だから、メンマがこっちに来た時だって例外ではなく、すぐに保護されるはずなのだ。ずっと放置されているのは不自然だ。

「それは私も気になったのですが、納得できる答えが一つあります。世界の行き来が、別の場所で同時に発生した場合です」

「……なるほど」

「えっとぉ、どーゆーこと？」

　朱音は首を傾かしげる。自然に出るこういう仕し草ぐさがかわいいと思う。人ひと懐なつっこくて、誰にでも好かれて、しかも着やせするという、悠ゆう子ことは違う魅み力りよくを持った女の子。統とう吾ごが好きになるのもわかる。

「特殊な魔力を察知するといっても、それほど精度は高くありません。メンマちゃんがこの世界に来た時、他ほかの場所でも同じことが起きていて、そちらに発生した魔力の反応の方が高かったとしたら、メンマちゃんが来たことは察知されずにそのままになってしまうことがあり得るんです」

　世界間の行き来なんてそう頻ひん繁ぱんに起きていることではない。それが同じ日、同じ時刻に起きるなんてもはや奇跡。でも、あり得ないことではないのだ。

「悠子先せん輩ぱい、問い合わせた時に、メンマのことは言ってないですよね」

「もちろんです、仲のいい人にちょこっと訊きいただけですから」

　研究者にメンマのことが知られたら、統吾と和かず臣おみの約束など関係なく、メンマは連れていかれてしまうだろう。瑞みず希きはふと、前の世界で旅を共にしていた馬のことを思い出した。商人として仕事を始めた時からの長い付き合いだったが、ある時ケガをしていまい、馬車を引くことができなくなってしまった。その馬に別れを告げた時、涙を流したのを覚えている。

　動物は言葉を交わすことはできないが、心を通わせることはできる。メンマもきっと、ぷれい部の仲間になってくれるに違いない。

「とにかく今は……」

「お姉ねえちゃんっ」

　瑞希の言葉を遮さえぎったのは、元気な香か奈なの声だった。タオルも巻かずに湯船へと一いつ直ちよく線せん。派は手でなしぶきをあげて飛びこんだ。

「香奈ちゃん、昨日きのうも言ったでしょう？　危ないから飛びこんではいけませんよ」

「はーい」

　悠ゆう子こがたしなめるが、香か奈なに反省した様よう子すはない。まあ、これくらい元気な方がいいのではないだろうか。

　瑞みず希きは悠子と朱あか音ねに目配せをし、話題の中断を確かく認にんした。

「香奈ちゃん、今日きようも頑がん張ばってたねー」

　朱音の言う通り、香奈は高こう齢れいの主人に代わってたくさん動き回っていた。一いつ生しよう懸けん命めいに手て伝つだいをする姿に、他ほかの客も自然と微ほほ笑えんでいた。主人も、孫の香奈がかわいくて仕方ないようだ。

「うんっ。たくさんお手伝いしたら、姫ひめ路じ城じようのプラモデルを買ってくれるっておじいちゃんと約束したんだー」

　渋い。

　香奈の趣しゆ味みはともかくとして、統とう吾ごたちに預けているメンマが心配だ。香奈には悪いが、そろそろあがらせてもらおう。

　すると香奈が「あのね」と口を開いた。

「お姉ねえちゃんたちは、どのお兄にいちゃんが好きなの？」

「は？」

　香奈の両目が輝かがやいている。こういうことに興きよう味みが出てくる年とし頃ごろなのだろう。とはいっても、男女で旅行に来ているのだから、香奈の疑問は当然といえば当然だ。

「ねえねえ、悠子お姉ちゃんは？」

「みんな素す敵てきな方ですよ」

　悠子らしい無ぶ難なんな答えだ。あの三人が素敵かどうかは別として。しかし香奈の望んでいるのはそういう答えではないのだろう。悠子を崩すことはできないと察したのか、すぐにターゲットを変えた。

「朱音お姉ちゃんは？　何かが違うお兄にいちゃんといつもお話してるよね」

「え？　え？　統吾くん？」

　よく見ている。と瑞希は感心した。昨日きのう出会ったばかりの香奈にもわかるくらい、統吾の朱音に対する態度が露ろ骨こつということだ。よほど朱音のことが好きなのだろう。しかし朱音はクラスでも人気で、しかも文化祭のコンテスト以来、さらに人気が高まった。クラスの男子以外にも統吾のライバルは多い。

　う……。コンテストのことを思い出すと今でも頭が痛くなる。あの事件があってから、クラスや学年を問わず相当な人数の男子が声をかけてきたけど、その場で氷こおり漬づけにしてやった。

「統吾くんのことは好きだけど……そのね、あのね、リアクションとツッコミが面おも白しろいからっていうか……」

　温泉のせいではなく朱音は顔を真まっ赤かにして、うつむきながら声を紡ぐ。小学生の質問にこんなにマジメに答えなくてもいいのに。でも、そういうところが朱音のいいところだ。

　これだけ朱音に思われて、統吾のくせに幸せ者だ。

　普ふ段だん、瑞みず希きは統とう吾ごに対して殴ったり殴ったりしているが、別に統吾のことを嫌っているわけでも、見下しているわけでもない。ただ、統吾のやらかすことに正しい制裁を加えているだけだ。他ほかにやってくれる人がいないので、自然と瑞希の役回りになってしまった。

　統吾は弱い。それは朱あか音ね以外の全員が知っている。そして統吾もそれを自覚し、好きな朱音と対等な勇者になるために努力しようとしている。そういうところには好感が持てるし、嫌う要素なんてない。問題があるとすれば男子高校生らしい欲望を隠しもせずに出しているところだが、それは拳こぶしで自重させるしかない。

「香か奈なは、二人ふたりはとってもお似合いだと思うよっ」

「そ、そうかな。私もね、頑がん張ばって統吾くんに似合うまほ」

「えいっ」

「きゃ」

　まずい単語が出てくる直前、悠ゆう子こが手で水鉄砲を作って朱音の顔にお湯を命中させた。それで気づいたのか、朱音は手で口を押さえる。

「まほ？」

「何でもないですよ香奈ちゃん。ところで、瑞希さんはどうなんでしょう」

「私？」

　朱音の口から漏れそうになった言葉から香奈の興きよう味みを逸そらすために、瑞希に矛ほこ先さきが向けられてしまった。仕方ないとはいえ、悠子を恨うらまざるをえない。

「瑞希お姉ねえちゃんは、カッコいいお兄にいちゃんが好きなんでしょ？」

　と、香奈はまさかの決めつけ。

「……何を言っているのかわからないわ」

　統吾と朱音は見ていればわかる。でも、自分と明あき道みちがそういうふうに見られているなんて思わなかった。たくさんお喋しやべりをしているわけでもないし、普通にしているだけだ。しかし香奈は二人ふたりを仲がいいと見たのだ。

「えー。瑞希お姉ちゃんはカッコいいお兄ちゃんのこと好きじゃないの？」

「当たり前じゃない。なんであんな奴やつ……」

「そうなの？　じゃあお兄ちゃんの片かた想おもいなんだねっ」

「どういうこと？」

　香奈の言っていることがわからない。片想い。それは一方的に好きだということ。少なくとも自分からではない。それはつまり、そういうことなのだろうか。

「カッコいいお兄ちゃんは、瑞希お姉ちゃんのことが好きなんだと思うよ。だって、いつもお姉ちゃんのこと見てるもん。香奈の女の勘だよっ」

　小学生の女の勘なんて。いや、真に受けてどうする。第一、明道が女の子のことを見ているのはいつものことで、自分に限ったことではない。それに何より、明道は悠子のことが好きなのだ。

「仮にそうでも、あんなの私のタイプじゃないわよ」

「そーかなー、私も瑞みず希きちゃんと明あき道みちくんはすっごくいい感じだと思うなっ」

　と言ったのは朱あか音ねだった。この娘こまで何を言い出すのだろう。というより、どうしてこんな話になってしまったのか。これが噂うわさに聞くガールズトークというものなのか。いや、ガールズトークをするにはパジャマを着ていないといけないと何かに書いてあった気が。少なくとも裸でするようなことではない。

「朱音まで……。いい？　私は誰だれかと付き合う気もないし、明道なんて論ろん外がいだし、だいたい今はそんなことしてる場合じゃ……あれ……？」

　頭がぼうっとしてきた。何だろう。朱音や悠ゆう子こがぼやけて見える。視界が揺れる。

「瑞希ちゃん！　顔真まっ赤かだよっ」

「あらあら……」

　いつもはぬるいお湯で長時間の半身浴をしている瑞希だが、温泉が熱あつめだったこと、肩までしっかりつかっていたこと、ムキになってたくさん喋しやべったことが原因で、段々と意い識しきが遠のいていく。

　つまり、瑞希はのぼせた。




　　　　†




　旅りよ館かんの男子部べ屋やで、統とう吾ごと明道はメンマの面めん倒どうをみていた。みていると言っても餌えさのソーセージをあげて、部屋から出ていかないように見張っているくらいだが。ちなみに部屋には悠子が防音の魔ま法ほうをかけてくれているので、メンマが吠ほえても外には聞こえないようになっている。

「メンマ、おすわり！　言うこと聞けって。おすわりはこう。俺おれと同じポーズをするんだよ。だからそれは違うって。このっ、おすわりしないなら頭撫なでさせろっ。気持ちよさそうな毛並みしやがって。よし捕まえ……うおおっ、まるで夢のように手の間をすり抜けていく！」

　公園で日が暮れるまでメンマと遊んだが、とうとう最後まで統吾の言うことだけ聞いてくれなかった。何な故ぜなんだ。

　また、体力の回復も順じゆん調ちようのようで、今はしっかりとメンマの魔力を感じることができる。魔力の量だけであれば危険というほどでもないが、これが最大量だという保証はないし、この世界の動物ではないメンマは形態を変化させてしまうような危険性を持ち合わせているかもしれない。せめてメンマと同じ世界の出身の人間が学校内にでも見つかればいいのだが、メンマが喋るわけもないので期待はできない。

「メンマは朱音ちゃんによく懐なついているみたいだし、もしかしたら会長の決めた期限に間に合うかもしれないね」

　明あき道みちは風ふ呂ろの準備をしていた。女性陣とは交代で風呂に入ることになっている。女の子の風呂は長いので、もう少しかかるだろう。

　和かず臣おみの姿は見えない。夕食にもいなかった。荷物は残っているので、帰ったというわけではなさそうだ。ぷれい部の監かん視しをすると言っていたのに、どこに行っているのだろう。

「でもなあ、あの会長いじわるだしなあ」

　文化祭の宝探しに参加したのだって、本人はパソコンのためとか言っていたが、絶対にぷれい部の設立を阻止するためだ。統とう吾ごは完全に和臣に嫌われているから、個人的な恨うらみであることは間違いない。坊主憎けりゃ。統吾のすることがいちいち気に食わないのだ。

「僕はそれでいいと思うよ。冷れい徹てつ無む比ひのロボットよりも、人間味があっていいじゃないか」

「人間味ねえ……」

　和臣の最初の印象は冷徹で、確たしかにロボットのようだった。しかし、時折見せる感情的なところがその印象を覆くつがえし始めている。まあ、まだ『喜き怒ど哀あい楽らく』の『怒』しか見たことないけど。あの魔ま王おうはどんな時に笑うのだろう。世界を征服した時だろうか。

「それで統吾、朱音ちゃんとはどんな感じなんだい？　昨夜ゆうべの肝きも試だめしでどんな話をしたのか気になるな」

「ふっふっふ……。よく訊きいてくれた明道よ。なんと朱音はお前のような顔だけの男よりも、俺おれの方が好きだと言ってくれたのだ。どうだイケメン！　これが勇者の実力よ！」

　ブリッジしそうなくらいふんぞり返ってみせる。明道は「はは……」と苦笑い。

「それは参ったな。僕も百通のラブレターよりもそういう言葉が欲しいよ」

　勝った気がしないのは何な故ぜだ。百通のラブレターも欲しいよ。

「それでいい感じだったんだけどさ、そこでメンマを見つけて、せっかくの雰囲気が流れちゃったんだよ。こらメンマ、ああいう時は空気を読むんだぞ」

「…………へっ」

　くそぅ。

「そっか……。それじゃあ、これから朱音ちゃんを誘ってデートしてきたらどうだい？　メンマの世話はいいからさ」

　そう言うと明道は、明日あしたの朝のためにとっておいたソーセージをメンマに食べさせてしまった。「ほら、なくなっちゃったから誰だれか買いにいかないと」。

「俺……女だったらお前に惚ほれてるわ」

「奇遇だね。僕も統吾が女の子だったら好きになってるよ」

「あ、それ気持ち悪い」

「ひどいなあ」

　持つべきものは友。自分はなんていい友達を持ったのだろう。これで自分よりモテなければもっといい奴やつなのに。

　メンマは「何だこいつら」というような目で二人ふたりを見ていた。

　と、扉とびらをノックする音。

「統とう吾ごくん、明あき道みちくん、お風ふ呂ろ交代だよー。メンマはいい子にしてたー？」

「朱あか音ねぇっ！」

　顔を出した朱音に統吾は飛びつかんばかりの勢いで迫った。

「きゃっ。ど、どうしたの統吾くん」

「メンマがすげえお腹なか空すいてたみたいで明日あしたの分のソーセージも食べちゃって今から買いに行かなくちゃいけなくて俺おれが行こうと思うんだけどコンビニ遠いし湯あがりの朱音すげえかわいいせっかくだからお菓子も買おうと思うんだけど朱音も一いつ緒しよにどうだ？」

「え？　え？　え？」

　目を回す朱音は明らかに今の言葉の整せい理りができていない。そりゃそうだ。本人だって何を言っているかわからなかったもの。

「統吾、まとめて、まとめて」

　後ろから明道の声。

　統吾は朱音の肩をしっかりと摑つかんだ。まっすぐに朱音の目を見据える。

「俺についてこい！　朱音！」

「え……う、うん……」




　　　　†




　少し横になっていたらだいぶよくなった。長い時間お風呂に入って、軽く頭がぼうっとなってしまうことはあるけれど、こんなのぼせ方をしたのは初めてだ。

「すみません、悠ゆう子こ先せん輩ぱい」

「いえいえ、楽にしていてください」

　瑞みず希きは体を起こして悠子に頭を下げた。悠子は指先から涼しい風を送っていてくれたのだ。瑞希の隣となりではメンマが寝息を立てている。

　するとノックの音。「どうぞ」と言うと、顔を出したのは朱音ではなく缶ジュースを数本抱えた明道だった。

「大丈夫？　のぼせたって聞いたけど」

「ええ。今は平気よ」

　明道が「好きなのどうぞ」とジュースを差し出したので、一言お礼を言ってお茶のプルタブを開けた。

「そう。よかった。統吾にはアイスを頼んでおいたから」

「統とう吾ごは買い出し？」

「朱あか音ねちゃんも一いつ緒しよにね」

　ちょっと待て。

「また二人ふたりきりにしたの!?」

「今度こそ統吾は『頑がん張ばってる』んじゃないかなあ」

「ふふ。『頑張れる』といいですね」

　この二人は……。

　昨夜ゆうべはメンマというアクシデントがあったが、今は違う。不完全燃ねん焼しようだった統吾が『頑張って』しまうかもしれない。

　瑞みず希きは慌てて旅りよ館かんを飛び出した。




　　　　†




　田舎いなかだけあってコンビニまでの道のりは長い。本気で走れば数分なのかもしれないが、そんなことする必要はどこにもない。朱音が一緒なのだから。

　道路を走る車は少なく、すれ違う人もまばら。歩く先には、山のシルエットときれいな夜空だけがあった。

　明道は風ふ呂ろに入り、和かず臣おみは行方ゆくえ不ふ明めい。悠ゆう子こはメンマと何な故ぜかのぼせてしまった瑞希という一人ひとりと一匹の面めん倒どうをみることになったが、悠子なら問題ないだろう。悠子は昼間不在だったのでほとんどメンマと遊んでいないはずなのだが、メンマはおとなしくている。きっと、本能的に強さの格差を悟ったのだろう。逆らってはいけないと。

「穂ほ科しながのぼせるなんてな。そんなに長く入ってたのか？」

「んと……そうじゃなくて、香か奈なちゃんが、ね……」

　歯切れの悪い朱音。一体、女湯で何があったのか。是非立ちあいたかった。しかし、どうやら追及して欲しくない話のようなので、そこはしつこく訊きかないことにする。

　半ば強引に摑つかみ取った肝きも試だめしの延長戦。今度こそ朱音と二人きり。昨日きのうは話題がなくて困ってしまったが、今は違う。メンマという共通の話題がある。まずはそこから話を始めれば、間がもたなくなるということはない。初めてメンマに感かん謝しやした。

「それにしてもメン……」

「あのね統吾くん」

　統吾がいざ切り出そうとしたと同時に、朱音が口を開いた。なんというタイミングの悪さ。あと一拍置けばよかったのに。

「あ、ゴメン。統吾くんからいいよ」

「いや、別に……。朱音からでいいよ」

「そう？」と朱あか音ねは言って、言葉を継いだ。

「統とう吾ごくんの初恋って、いつだった？」

「初恋？」

　突然の質問に、『初恋』という単語の意味を考えてしまった。初めての恋。初めて人を好きになったのはいつか。誰だれか。

　どうして朱音がそんなことを訊きいたのか考えるより先に、統吾は記き憶おくをさかのぼっていた。女の子に縁えんのない人生を送ってきた統吾でも、好きになったことくらいはある。

「小学校二年の時かな。亜あ矢や子こちゃんっていうんだけど。あ、亜矢子っていっても高たか田だじゃなくて今いま井いの方だぞ」

「そんなこと言われてもわからないよー」

　統吾のクラスに亜矢子が二人ふたりいたことなんて朱音が知るはずもない。

「朱音は？」

「私は近所のお兄にいちゃんだったかなあ。名前はもう忘れちゃった」

　えへへ、と朱音は笑う。

「朱音は小さい頃ころからかわいかったんだろうな」

「もう。そんなことないよー」

　朱音は今でも年ねん齢れいより少し幼く見える。統吾は頭の中で幼き頃の朱音を想像した。やばい。国宝級のかわいさだ。

「あー、初恋なー。俺おれ、姉ねえさんいるからさ、幼よう稚ち園えんの頃は『お姉ちゃんと結婚する』とか言ってた気がする」

　今となっては、あんな姉死んでもごめんだ。仲が悪いわけではないのだが、統吾はどうも姉が苦手である。小さい頃は散さん々ざんいじめられた。それがトラウマになって、今でも姉には逆らえない。逆ナンパで夫、つまり統吾の父親を捕まえた母に似て育ったものだから、豪快で男おとこ勝まさりなのだ。

「私もお父とうさんのお嫁さんになるって言ってたよ。あの、それで……その亜矢子ちゃんって、どんな女の子だった？」

「え？」と統吾は漏らした。ずっと昔の、朱音が知らない統吾の同級生。きっとこれからも会うことなんてないのに、何な故ぜそんなことが知りたいのだろう。

　とはいっても、統吾に話さない理由はない。初恋の相手だけあって、どんな女の子だったか断片的にだが覚えている。もう何年も前のことだから、好きになった女の子の話をしても別に恥ずかしくなんてない。

「おとなしくて、静かな感じだったよ。頭もよかったな、確たしか」

　しかし今井亜矢子はすぐに転校してしまい、統吾の初恋はあっけなく終わることになる。もちろん統吾は小学生だったから、それから何人かの女の子を好きになるのだが。

「へえ……、そうなんだぁ……」

　言いながら、朱あか音ねは夜空を見ている。

　朱音の意図が見えない。唐突に初恋の話なんて。いや、もしかしたら唐突ではないのかもしれない。女湯でそんな話をしていたのかもしれない。香か奈なを入れて女の子が四人も集まれば、自然と話題は決まってくる。うん、それならつじつまが合う。

「俺おれの初恋の話なんて、別に面おも白しろくないだろ」

「ううん。そんなことないよ。ちょっと……知りたかったの」

「初恋の相手をか？」

　朱音は小さく首を振る。

「そうじゃなくて、統とう吾ごくんの……好きな女の子のタイプ……かな」

　朱音は目を合わせてくれない。統吾も目を合わせられない。

　好きなタイプが知りたかった。朱音は統吾がどんな女の子を好きになるのか気になっていた。

　つまりそれは朱音が、いや、思い上がるな。今まで調ちよう子しに乗っていいことがあったか。……ない。悪いことはあったか。たくさんあった。具体的にはあばら骨が折れた。

　急に早足になる朱音。統吾も合わせて、並ぶ。

　朱音は単に気になっただけかもしれない。女湯での話題の延長で、ちょっと訊きいてみたかっただけ。それに、昨日きのうの肝きも試だめしで統吾は朱音の好きなタイプを訊いた。その返しとして一応訊いてみただけかもしれない。自分が弱いことを知ってから、弱気になりがちな統吾である。

「朱音、それは……」

「あのねっ、統吾くんにぴったりの魔ま法ほう使つかいになるには、統吾のくんのこと少しでも知った方がいいかなって……。だからその……参考っ、参考だからっ！」

　仮に、道で百円を拾った時の幸せを１としよう。すると、五百円を拾った時は５、電車で隣となりに座る女の子がうとうとして肩にもたれかかってきた時が１００という計算になる。

　それならば、今、朱音という素す敵てきな女の子が頰ほおを赤く染めて、自分のことを知りたいと言ってくれている。この状況はいくつになるだろうか。０がいくつあっても足りやしない。

「そ、そうだよな。勇者と魔法使いは連携が大事だもんな。お互いをよく知ってた方がいいに決まってるさ」

　そして出てきたのはそんな言葉。露ろ骨こつなまでの照れ隠し。でもそれはお互い様で、統吾と朱音はしばらく二人ふたり揃そろって右手と右足を一緒に出しながら歩いていた。

　コンビニが見えてきた。すっかり忘れていたが、買い物に来ていたのだ。

　妙な沈ちん黙もくに耐えられなくて、でも話し出すきっかけが摑つかめないでいると、朱音の方から先に口を開いた。

「統吾くんは、おとなしい女の子が好きなんだね。……私は落ち着きがないから、正反対かも」

　自じ嘲ちよう気味に「へへ」と笑った朱音に、統吾は半ば反射的に、叫ぶように言い放っていた。

「そんなことない！　それは小二の俺のことだから、今の俺じゃない。好みなんていくらでも変わる。前はしいたけ食えなかったけど、今すげえ好きだもん！」

　近くで大声を出されて、朱あか音ねは目を丸くして身を引いた。統とう吾ごは「あ、ごめん」と正気に戻った。

「それじゃあ、今の統吾くんは、どんな女の子がタイプ……なの？」

　必殺の上目づかい。まただ、心しん臓ぞうがキュっと縮ちぢむ、摑つかまれる。今いま井い亜あ矢や子こを好きになった時、統吾はこんな気持ちにはならなかった。

　もしかしたら、これが本当に『恋をした』ということなのだろうか。

　それならきっと、これが初恋なのだ。

　言ってしまおう。この気持ちを。胸につかえたままなんて、苦しすぎる。

　統吾は大きく息を吸った。

「今の俺おれは……明るくて、いつも笑え顔がおで、その、朱音……みたいな……じゃない。朱音が……」

　上う手まくまとまらない。伝えられない。いや、前置きはいいのだ。最終的に、好きだという気持ちを言葉にできれば。

　そしてこの時になって、ぎこちなく歩いていたのが災いした。朱音が何かにつまずき、バランスを崩したのだ。

「きゃっ」

「おっと……」

　統吾が抱きとめた、というよりも朱音が統吾の腕の中に飛び込むような形になった。近い。かわいい。軽い。いい匂におい。統吾の感覚はすべて朱音にそそがれた。自分を見つめる二つの瞳ひとみよりも、目がいくのはその唇。

「ご、ごめんね、統吾くん」

　朱音の口が開き、かすかに息がかかる。脳が麻ま痺ひしてしまったみたいだ。考えられない。

　もういいかい。もういいよ。

　ここで行かずして、何が勇者か。

「朱音っ……」

　側頭部に、氷の塊かたまりが直ちよく撃げきした。

「ぶおっほ！」

「統吾くんっ!?」

　常人であれば気絶するほどの衝しよう撃げき。しかし勇者統吾は持ち前の打たれ強さとやせ我慢で倒れずに踏みとどまる。地面に落ちた氷の塊は、ゴトンと重そうな音をたてた。

　続いて、遠くから誰だれかが走ってくる足音。夜の闇やみのせいではっきり見えない。というより、氷が飛んできた時点で誰なのかはわかっているけど。

「こんのおおおっ！」
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　統吾は、女の子がドロップキックをする瞬しゆん間かんを初めて見た。目の前で。

「ぞふぇっ！」

　瑞みず希きの靴の底は統とう吾ごの体を数メートルふっ飛ばす。土をつけて転がる統吾は、しかしすぐに立ちあがり、数秒前までの雰囲気を染め変えた犯人に詰め寄る。

「穂ほ科しな！　空気！　穂科！　読んで！」

　あの空間を返してほしい。あと少しで全部言えたのに。だが瑞希は統吾を睨にらみ、朱あか音ねを庇かばうようにして前に立つ。旅りよ館かんから走ってきたのだろう、肩で息をして、慌てて出てきたのか寒そうな浴衣ゆかた姿すがただった。

「あんた、朱音に何してんの！」

「何もしてねえよ！　穂科のバカ！」

　ぶち壊こわしだ。なんてことをしてくれたのだ。

　朱音から離はなれ、痛みで頭が冴さえてくる。接近していた統吾と朱音。暗い道で、遠くから見れば、統吾が朱音に強引に迫っているように見えたのかもしれない。でも瑞希よ考えて欲しい。仮に統吾が無理に朱音に迫ったとして、朱音は抵抗できないだろうか。むしろ危ないのは統吾の方ではないだろうか。腕力という意味で。

　二人ふたりで出てきたと知って、瑞希は朱音が心配になったのだ。のぼせてダウンしていたくせに、そこまで自分は危険視されているのだろうか。

「あんたにバカって言われたくないわよ！　ほら朱音、さっさと買い物済ませて帰りましょ」

「う、うん……」

　朱あか音ねの手を引いてどんどん歩いていってしまう瑞みず希き。頭をおさえてそれを追いながら、統とう吾ごは自分が少し安心していることに気がついた。

「…………」

　もしあのまますべてを朱音に告げていたら。

　結果が良くても悪くても、朱音との距きよ離りが変わる。そしてそれは、ぷれい部全体の関係を変えてしまうのではないか。明あき道みちや瑞希や悠ゆう子ことの距離まで変えてしまうのではないか。

　転校してきて、出会って、勢いで部を作って。まだ二ヵ月くらいだけど、楽しい毎日を送ってきて、それはずっと続いて欲しいと思っている。だから、しばらくはこのままでいいのかもしれない。朱音のことは好きで、『彼女』という響ひびきに憧あこがれてはいるけれど、焦るようなことではないのだ。

　ちょっと、ガツガツしすぎていた。朱音は誰だれにでも好きだと言える女の子なのに、自分だけが特別だと自うぬ惚ぼれてしまっていたのだ。

　いや、そもそも明道が悪い。あいつがモテるものだから、近くでそれを見ているとこっちが焦るのは当然だ。と、統吾は勝手に責任転てん嫁かをした。

「穂ほ科しな」

　そして、言っておかなければいけないことがある。

「何？」

　あからさまに不ふ機き嫌げんそうに振り返る瑞希。上着も羽は織おらず浴衣ゆかた一枚の寒そうな肩に、統吾は自分のジャケットをかけた。一いつ瞬しゆん驚おどろいた表情を見せた瑞希だが、すぐに当然と言わんばかりにジャケットの裾すそを引きよせた。

　浴衣でドロップキックをするということがどういうことなのか。裾がひるがえって何が起きるのか、後学のためにも、瑞希は知っておかなければならない。

「やっぱりしましまなんだな」

「……あんたに、いい言葉を教えてあげるわ」

「ほう、日本人の俺おれに異世界生まれのお前が教えてくれるとは」

　瑞希が拳こぶしを引く。その殺気に、ジャケットの恩など微み塵じんも感じられない。

「『口は禍わざわいのもと』よっ！」

　うん、知ってる。







　ちょうど目的地のコンビニの前まで飛ばされた統吾は、店員に不ふ審しんな目で見られながらも買い物を済ませた。瑞希はアイスを大量に購こう入にゆう。ソフトクリームを食べた後だとコンビニのアイスは見劣りするのではないかと思ったが、瑞希いわく、それぞれ違って美お味いしいのだから問題ないとのこと。

「統とう吾ごくん、あれ会長さんじゃない？」

　その帰り道、道路を挟んだ向こう側に和かず臣おみを発見し、朱あか音ねが指をさす。夕食から姿を見せていなかったが、外で何をしていたのだろう。

「誰だれだあれ」

　気になったのは和臣と一いつ緒しよにいる男。暗くてよく見えないが、年ねん齢れいはずっと上のように見える。何やら会話をしているようで、その後二人ふたりは別れた。和臣は旅りよ館かんとは違う方向に歩いていってしまう。

「会長の知り合いかしら」

「さあ……」







　旅館に戻ってくると、風ふ呂ろあがりらしいが私服の明あき道みちと出くわした。外に出るつもりなのだろうか。買い出しは今済ませたし、他ほかに外に行く用などないはずなのだが。

　明道にいつものスマイルはなく、どこか焦っているようだった。

「統吾、外でメンマは見なかったかい？」

「いや……。っていうか、メンマ逃げちゃったのかよ！　何してんだよ！」

　声を荒らげ、明道を問い詰める。

「明道くんは悪くありません。責任は私にあります」

　と言って出てきたのは悠ゆう子こだった。悠子も私服姿で、これから外に捜しにいくところだったのだろう。

「悠子先せん輩ぱい……」

　悠子がいながら、と、朱音も瑞みず希きもそう思っただろう。悠子の話によると、瑞希が飛び出していってしまった後、浴衣ゆかた一枚の瑞希を心配して明道も部へ屋やを出る。明道も、悠子がいれば大丈夫だと思ったのだろう。しかし明道は旅館を出る前に女子大生の集団に捕まってしまい、瑞希を見失う。部屋に戻ってくると、メンマがおらず悠子だけがいたという。

「私が髪を乾かしている間に逃げてしまったみたいなんです。窓の鍵かぎを開けたままにしてしまっていて……」

　どれだけ悠子の髪が長いといっても、乾かすのにかかる時間は数分だ。しかし、元気になったメンマが窓から飛び出すには十分すぎる時間。懐なついてきているとは思っていたが、所しよ詮せんは今日きよう一日の話で、メンマはやはり野生だったのだ。

「統吾くん、捜しにいかないと！」

「ああ。明道、女子大生の話は後だっ！」

　朱音も瑞希も、買った物を置いてすでに旅館を出ようとしている。統吾も旅館を出て、五人はそれぞれ分かれて捜すことにした。メンマの魔ま力りよくは覚えているが、そもそも統とう吾ごは魔力を感知する範はん囲いが狭い。広いのは悠ゆう子こ、次に朱あか音ねと瑞みず希き。統吾と明あき道みちはひたすら走り回って捜すしかないのだ。

　人が多い町の方にできるだけ人を割さき、統吾は肝きも試だめしをした山に入っていく。

　メンマは魔力がなく弱っていたから山に隠れていた。でも今は魔力も体力も回復してきている。もし町中で人を襲おそったりなんかしたら、和かず臣おみとの約束なんて関係なく研究所に渡されてしまうだろう。

「メンマーっ！」

　懐かい中ちゆう電灯くらい持ってくるべきだった。暗い山道の視界はないに等しい。

　とりあえず、メンマを見つけた場所に行ってみよう。朱音の手を引きながら走った道を思い出しながら、統吾は茂みの中に足を踏み入れた。

「おい」

「ひょわっ！」

　突然後ろから声をかけられ、統吾は変な声をあげた。こんな暗いところで自分以外の声が聞こえたら誰だれだってこうなる。

　振り返ると、そこにいたのは和臣だった。

　なんだ、オバケじゃなくて魔王か。

「こんなところで何をしている」

「メンマがいなくなったんですよ。会長も……」

　一緒に捜してください。と口に出す前に、統吾の視し線せんは和臣の足もとに向けられた。

「くん？」

「メンマっ」

　捜していた小さな狼おおかみがそこにいた。見たところケガもしていない。

「あっちにいたぞ。管理はしておけ」

　と、和臣は山の上の方を顎あごでさした。

　和臣も捜してくれていたのだろうか。いや、旅館にいなかった和臣はメンマがいなくなったことも知らなかったはずだ。それどころか、統吾はコンビニの帰りに和臣を見ている。あそこから和臣はこの山に向かったことになる。

「会長こそこんなところで何してるんですか？」

「ふん。お前に答える必要はない」

　まあ、そう答えるとは思っていた。

「旅館に戻らないんですか？」

「ああ、その狼はお前が連れて帰れ」

　そう言って、和臣はまたどこかに行ってしまった。どこかにといってもそこには山しかないのだが。

「ほら帰るぞ。朱あか音ねも心配してんぞ」

　しかし、メンマは見つかった。とりあえずはよしとするべきか。







　山をおり携帯電話が使えるようになったところでみんなに連絡をし、統とう吾ごが旅りよ館かんに戻ってすぐに全員が集まった。

「メンマ！」

　狼おおかみの姿を見るなり抱きついたのは朱音。当のメンマは、何があったのかわからないといった感じである。明あき道みちも瑞みず希きも悠ゆう子こも、それぞれ安あん堵どの表情を浮かべていた。

「山の中にいたんだって？」

　明道は額ひたいに汗を浮かべていた。必死に走ったのだろう。いつも涼しい顔をしているものだから、この明道は新しん鮮せんに見える。

「ああ。っていうか、見つけたのは俺おれじゃなくて会長なんだ」

「会長？」

　山の中でメンマを連れた和かず臣おみに会ったことを、統吾は簡かん単たんに話した。それには一同、首を傾かしげざるを得ない。

「あのコンビニのところから山に行ったってこと？」

　瑞希は手を顎あごにあて、うつむき加減で思考を巡らせている。

「ああ、そういうことになるな」

　すると、部へ屋やのドアがノックされ、幼い声が聞こえてきた。

「ねえねえ」

　ドアから顔を覗のぞかせたのは香か奈な。その時すでに、メンマは瑞希によって朱音ごと押し入れに突っ込まれていた。

「ん？　どうした？」

「あのね、夕方なんだけど、おじいちゃんと駅前まで買い物に行ったら、怖いお兄にいちゃんがいたよ」

「会長が？」

　和臣ならさっき山で会った。その前はコンビニの近く。さらにその前は駅前にいたのか。どうにも行動の意図がわからない。

「うん。それでね、お父とうさんくらいの男の人と一いつ緒しよにいたよ」

　そして香奈は、少しだけ聞きとれた二人ふたりの会話を教えてくれた。

　それは統吾が見た男と同じ人物と考えていいだろう。根拠もなく、漠然とではあるが、嫌いやな予感がする。






　第４話　勇者たるもの、魔王の背中は流すべし







　和かず臣おみは帰ってこなかった。昨夜ゆうべ、メンマを統とう吾ごに渡してから、山の中で何をしていたというのだろうか。それに、一いつ緒しよにいた男。香か奈なの父くらいと言っていたから、四十歳前後といったところ。すべての行動がいちいち謎なぞすぎる。

　しかし、その行動が逃げたメンマの発見に繫つながったことは事実で、それには感かん謝しやをするべきなのかもしれない。

「…………」

　いや、もう一つ可能性があるな。

「おはよう、統吾」

「おう、おはよう」

　布ふ団とんの中で考えを巡らせていると、隣となりの明あき道みちが目を覚ました。寮りようにいる時はいつも統吾が起こしてもらっているので、統吾が先に起きているのは珍しいことだ。

「会長のことを考えてたのかい？」

「ああ、色々おかしいんだよな」

「同感だよ。みんなで相そう談だんしよう」

　明道は起き上がると着替えを始めた。統吾も続いて着替え、布団をたたむ。

　朝食の後、和臣を除いた五人は男子部べ屋やに集合した。和臣が誰だれと会って何をしていたかはどれだけ考えてもわからないことであるが、気になることがある。

　それは、香奈が聞いたという会話の一部だった。

「何だっけ。『しょーかん』だか『そーかん』って言ってたんだっけ」

「そうね。まあ、遠くだったし、他ほかに雑音もあっただろうから、曖あい昧まいではあるけど」

　瑞みず希きはメンマに餌えさをやりながら言った。メンマは健康そのもので、昨日きのうよりも元気だ。相変わらず統吾には懐なついていないが。

　統吾は携帯電話を取り出し、『しょうかん』と打って変換してみた。将官、商館、小寒。見み慣なれない漢字も出てくる中、統吾は手を止めた。

「召しよう喚かん……」

　普通であれば気に止めない漢字。しかし、統吾たちにとっては大きな意味を持つかもしれない漢字。和臣が言っていたというのであれば尚なお更さらだ。

「悠ゆう子こ先せん輩ぱい、会長って召喚魔ま法ほう使えたりしますか？」

　統吾の問いに、悠子は小さく首を傾かしげた。

「そうですねえ……。使えないと聞いたことはないですね。使えると言っていたこともないですけど」

　つまりわからないということだ。和かず臣おみはあんな感じで余計なことは話さないから、付き合いの長い悠ゆう子こ相手でも、自分の魔ま法ほうのレパートリーについて喋しやべることはないのだろう。しかし、和臣は魔王である。色々な種類の魔法が使えてもおかしくはない。統とう吾ごが今まで見たり、身をもって受けたりしたのは、黒い魔力を弾にして打ち出すか、剣や槍やりの形にして攻こう撃げきするかの二種類だ。どちらもわかりやすい直接攻撃。生徒を守る障しよう壁へきなどを展開するのは悠子の役目であったが、和臣本人が使えないと決めつけるのは早計というものである。

「でも、もし会長の『しょーかん』が召しよう喚かん魔法のことだったら、相手のおじさんも私たちと同じような人ってことだよね」

　朱あか音ねの言う通りだ。和臣が魔法の話をしていたのであれば、その相手は間違いなく朱音たちのような別世界の関係者。真顔で一般人に魔法の話なんてしたら変な人に思われる。

「いや待て。そうとは限らないぞ。もしネットゲームのオフ会だったとしたら……」

「違うでしょうね」

　バッサリいかれた。瑞みず希き、お願ねがいだからもう少し優やさしくなれないかな。

　すると明あき道みちが小さく手をあげた。

「『しょーかん』が何かの略語ってことは考えられないかな。ほら、日本語って略すことが多いから」

「『しょうがないからここは乾かん燥そう剤ざいを選ぶぜ』とかか」

「そのたとえはよくわからないけど、そういうことかな」

「だったら『小学生に寒かん天てんを投げつけられたあの雨の日』とかどうよ」

「あんたはその話をどう広げたいのよ」

「それでしたら、『将来、世界の通貨は寒天に統一される』はどうです？」

「悠子先せん輩ぱいも乗らないでください！　大おお喜ぎ利りじゃないんですよ！」

　ほら、大きな声を出すからメンマがビクってなったぞ。悠子もぷれい部の雰囲気に馴な染じんでくれているようで何よりだ。これが合宿の効果というものだ。

　しかし、どうやってこの話を収拾しようか自分でもわからなくなっていたので、瑞希のツッコミには助けられた。そして悠子のセンス、侮あなどれない。

「はいはーい！　私は『小規模なカンドロモッフ』の略だと思うよ」

　今回の合宿、朱音は開放感からか日本語をよく忘れる。

「朱音、カンドロモッフを詳しく。そっちの世界の言葉か？」

「うん。お腹なかいっぱい食べたけど、デザートはまだまだ食べられるよっていう状態のことを『カンドロモッフ』っていうんだよ」

　別腹だ。別腹っていうんだよ朱音。そして朱音の世界の言葉をどうやって和臣が言うというのだ。小規模な別腹ってどんな感じなんだ。まだちょっとイケる感じか。

「これだ」と言わんばかりに朱あか音ねの両目は輝かがやいている。統とう吾ごが見回すと、全員が「お前がツッコめよ」という視し線せんをぶつけてきた。なんでだよぅ。

「あの……朱音さん？」

「何、統吾くん。それにしても、会長は何食べてたんだろうねー」

「そ、そうだな。それにしても、髪をおろしてる朱音もかわいいな」

　普ふ段だんはリボンで髪を結んでいる朱音だが、今日きようはまだ髪をおろしている。そのせいか、いつもよりどことなく大人おとなびて見えるのだ。

「そ、そう？　ありがとっ。えへへ」

「ちょっと失礼」

　統吾は窓まど際ぎわまで歩き、山に向かって思い切り「かわいいぞちくしょーう！」と叫んだ。

　すっきりした。

　結局ツッコめずに終わる。はい、ごめんなさい。この学校に来てからツッコむことが多い統吾であるが、天然から巻き起こるボケにツッコむのがこんなに難むずかしいとは思わなかった。

　ふと、統吾は考える。リボンを瑞みず希きにつけてみたらどうなのか。

　想像開始。

「うーん……なきにしもあらずというか、まあ、ちょっと違和感があるというか、そりゃ朱音には敵かなわないが……うん、穂ほ科しな、どんまい」

「私見てどんまいってどういうことよっ」

　瑞希は目をつり上げて今にも嚙かみついてきそうだ。その間に入ってきたのは明あき道みち。

「まあまあ、僕はリボンも似合うと思うよ」

「どうしてお前は俺おれの心を読むんだよ！」

　何か魔ま法ほうでも使っているのではないだろうか。それとも自分の思考が単純なのか。

　すると、悠ゆう子こが「あら」と窓の外を見た。

「安あん藤どうくんが帰ってきましたよ」

　瞬しゆん間かん、部へ屋やに緊きん張ちようが走る。こちらが悪いことはしたわけではないのだが、議ぎ論ろんの対象となっている和かず臣おみが帰ってきたとなると、自然と肩に力が入ってしまう。

　足音が近づいてきて、ドアが開くと、そこには当然ながら和臣がいた。

「……何かの打ち合わせでもしていたのか」

　いつものよく通る低い声で、和臣は言った。特に変わった様よう子すはない。

「今日きようの予定を考えていたんですよ。それにしても会長、朝帰りですか？　会長も隅に置けないっすね」

「お前、一人ひとりで何を言っている。それに、俺の用をお前に話す必要などない」

　照れちゃってもう。まあ、ここには女子がいるから無理もない。

「安あん藤どうくん、朝ご飯は食べますか？」

「いらん。水み無な瀬せ、俺おれがいない間、何か変わったことはあったか？」

　和かず臣おみは部へ屋やの隅に腰をおろす。

「いえ、特に何もありませんでしたよ。あ、そういえば久し振りに夢を見ました。統とう吾ごくんがラーメン屋さんに駆け込んで、泣きながら出てきた夢です」

　何があった自分。

「お前の夢などどうでもいい。……それで、その狼おおかみはどうだ。約束は明日あしただ、忘れるな」

　和臣はメンマを一いち瞥べつ。メンマはおとなしくてしている。昨夜ゆうべ山の中で会った時もそうだったが、メンマは和臣の強さを察知し、歯向かうべき相手ではないと理解しているのだろう。嚙かみつこうものなら一いつ瞬しゆんで灰にされる。

「もうバッチリですよ。こいつ俺に似て頭いいみたいですから。メンマ、お手」

　嚙まれた。

「またかあああっ！　前世で俺と何かあったのかお前！」

「……とても懐なついているようには見えんな」

　聞こえるように息をつくと、和臣は立ち上がった。

「どちらへ？」

　手のひらから淡い光を放ち、統吾の傷を癒いやしていた悠ゆう子こが顔をあげる。

「風ふ呂ろだ。……その後はまた出る。こいつらの監かん視しはお前に任せる」

「それは構いませんけど……。せっかくの合宿なんですから、安藤くんも一緒に遊んだらいかがですか？」

「そもそも俺は部員ではなく顧こ問もんの代行だ。その義理はない」

　吐き捨てるようにそう言うと、和臣は部屋を出ていってしまった。統吾は傷の塞ふさがった手をグーパーして確かく認にんする。

　不適切な行為があればすぐさま廃部にすると息巻いていた和臣が、こうもあっさりその仕事を放棄している。それほど優ゆう先せんするべき用があるのだろうか。むしろしつこいくらいに統吾たちに張り付き、重箱の隅をつつくように粗あらを探すべきではないのだろうか。和臣がいなくて気楽ではあるものの、その行動には不可解な部分が多すぎる。

「よしっ」

　統吾は荷物からタオルと替えのトランクスを取り出した。女子三人が「わわっ」「うっ」「まあ」と三種類の反応を見せる。

「統吾も風呂にいくのかい？」

「おう。ちょっと会長にカマかけてくる。温泉で気が緩ゆるんでぽろっと何か言ってしまうに違いない」

　メンマを任せ、というより統吾には懐いていないので任せるもなにもないのだが、一人ひとり温泉に向かう。脱衣所で服を脱ぎ捨て大浴場に入ると、和かず臣おみは髪を濡ぬらしているところだった。他ほかには誰だれもいない。好都合だ。

「……何をしにきた」

「いやー、朝あさ風ぶ呂ろはいいですよねー。あ、会長、背中流しますよ」

「いらん。邪じや魔まだ消えろ」

「まあまあ、そう言わずに」

　振り向きざまに魔法など撃うたれたら全裸のまま山の中まで飛ばされてしまうのだが、勇気を振り絞って和臣の背後に回る。石せつ鹼けんを泡立てて、傷一つない背中へ。

「あれ？　……くっ」

　背中に触れる数センチ前で統とう吾ごの手が止まる。見えない何かに阻はばまれて背中に手が届かない。

「俺おれに触れるな」

　うわー、魔法障しよう壁へきだ。そんなに背中を流されるのが嫌いやなのか。よく考えてみれば、高校生にもなって男に背中流してもらうなんて自分でも嫌だ。

　が、統吾には目的がある。和臣から不可解な行動についての情報を得るという目的が。それを遂行するためには、まず和臣の気を緩ゆるませないといけないのだ。

　魔力を感じることはできるが、魔法を使えない統吾は魔力を中和することができない。魔法剣であるトーゴカリバーであれば対抗することが可能ではあるが、もちろん剣を風呂に持ち込むことなどできない。つまり、魔法障壁を展開した和臣に素手で全裸の統吾は近づけないのだ。

「このっ……うおわっ！」

　強引に突破しようと体重をかけると、逆に弾はじき飛ばされ湯船に落ちた。なんて力だ。トラックがぶつかっても平気でいられそうだ。

　背中流し作戦は失敗。和臣は統吾がそこにいないかのように、平然と髪を洗い始めた。

　まだ諦あきらめてたまるか。統吾は和臣に並び、シャンプーを泡立てる。

「……消えろと言ったはずだ」

「髪くらい洗わせてくださいよ。それにしても、会長って強いですよね」

「…………」

　和臣は無言。無視することにしたようだ。これではカマをかけるも何もないので、わざと琴きん線せんに触れるような言葉を選ぶ。

「悠ゆう子こ先せん輩ぱいとどっちが強いんですかね」

　統吾の予想通り、和臣の髪を洗う手が止まった。泡を頭に乗っけたままこちらを睨にらみつける和臣に吹き出しそうになったが、命の危険を感じて堪こらえる。

　やはり悠子と比べられるのは気に障るのか。おそらく悠子の方は力比べに興きよう味みはないだろうが、プライドの高い和臣であれば当然の反応といえる。

「貴様は、水み無な瀬せの方が俺より強いとでも思っているのか」

　統とう吾ごは和かず臣おみの癖くせに気づく。普ふ段だんは相手のことを「お前」と呼ぶが、怒っている時は「貴様」と呼ぶ。つまり今は怒っているのだ。それほど和臣は悠ゆう子この実力を気にしている。和臣が認めるほどなのだから、悠子の力は統吾が想像しているよりもずっとすごいのかもしれない。

「いや、そういうわけじゃないんですけど。だって、悠子先せん輩ぱいって人前でそんなに魔ま法ほう見せてくれないじゃないですか」

　悠子と和臣のどちらが強いかというのは、統吾だけでなく教師を含め学校に通う全員が気になるところだろう。もし公式で試合をするとなれば、最前列の席は瞬またたく間まに完売となり、裏取引まで行われることになる。

「ふん。確たしかにな。だが、俺おれもすべてを見せているわけではない」

　黒い魔力の放出を起点として発動する和臣の魔法。それだけでも十分な脅威ではあったのだが、魔王の魔法のレパートリーがそれだけというのも考えにくい。文化祭の宝探しで統吾たちが和臣を追い詰めた時、和臣は『真の力』を見せると言っていた。ゲームのボスに第二形態などがあるように、和臣も普段は力を抑えているのだろう。

　ふむ、と、統吾は考える。これはいい方向に話がきている。

「ってことは、会長は他ほかにも魔法が使えるってことですよね」

「当然だ。しかし、ここで使えばこの島国の半分が消える」

「マジっすか!?」

　和臣が言うのだからシャレではないのだろう。寝ぼけてうっかり使ってしまうとか、是非ともやめてほしい。

「……話しすぎたな」

　和臣は泡を洗い流す。

「あ、ちょっと待ってください。俺も魔法が使えるようになりたいんです。どうすればいいんですか？」

「資質だ」

　元も子もない。それがないから困っているというのに。剣だけでなく魔法も使えるようになりたい。これは統吾の本当の気持ちである。そうすれば魔法剣であるトーゴカリバーをもっと活いかせるはずだし、何より朱あか音ねに近づける。

「そこをなんとか」

「後天的に魔力を得たいというのなら、水み無な瀬せに訊きいた方が早いだろうな。体の作りは貴様と同じはずだ」

　もっともすぎて返す言葉がなかった。違う世界で魔族として生まれた和臣よりも、この世界の生まれで一般人から魔法使いになった悠子の方が参考になるに決まっている。

　和臣は統吾を置いて温泉へつかる。すぐさま統吾も髪を洗って和臣に並んだ。

「でも魔法って憧あこがれますよねー。俺みたいに剣ばっかりだと特に」

「貴様……それ以上俺おれに絡むのなら覚悟はできているのだろうな」

　怖い。魔ま王おう怖い。が、もう少しで目的が果たせそうなのだ。ここで引き下がるわけにはいかない。

「ちょっと待ってくださいってば。それで、魔法にも色んな種類があるじゃないですか。魔力をそのままぶつけるやつとか……召しよう喚かん魔法……とか」

　言えた。自然な流れだったはずだ。これで和かず臣おみの反応を見る。もし和臣が何か企たくらんでいて、そこに召喚魔法が絡んでいるのだとすれば、何らかの反応を見せるに違いない。さらにここは温泉の中。血の巡りがよくなったところで、思わず顔に出てしまうかもしれない。

「水み無な瀬せに俺の力を探るように言われたのか？」

「いやまさか！　単に会長は召喚魔法使えるのかなーって思っただけです。会長はゲームやらないかもしれないですけど、カッコいいんですよ。でっかい魔物を呼び寄せて敵を攻こう撃げきするんです」

　若じやつ干かん早口になってしまった。和臣は統とう吾ごをひと睨にらみすると、湯船から出てしまった。

「ふん。答える必要はない」

「使えないんですか？」

「……ふん」

　いつもの「ふん」を連発して、和臣は脱衣所へ行ってしまった。『召喚魔法』という単語を出してみたものの、その反応はいまいち。和臣が召喚魔法を使えるかどうかもわからない。

「……ん？」

　統吾はふと、つかっているお湯が泡立っていることに気づいた。しまった。シャンプーがきれいに落ちていなかったのか。旅りよ館かんの主人には悪いことをしてしまった。

　いや待て。これは違う。泡立っているのは……。

「あっっちいいいぃぃぃっ！」







　統吾が部へ屋やに戻ってくると、明あき道みちたちはトランプで遊んでいた。メンマは部屋の隅でおとなしく丸くなっている。

「お帰り統吾。あれ、少し色が変わったね」

「ああ。勇者たるもの、変色くらいは修得していないとな」

　和臣、お湯を沸ふつ騰とうさせていくとは。おかげでタコのように真まっ赤かになってしまった。瑞みず希きに氷を出してくれと頼んだが「いいけど、加減がわからないから凍死しても文句言わないでね」と言われたので遠えん慮りよした。加減がわからないなんて絶対に噓うそだ。あわよくば統吾を殺す気だ。しましまパンツを見られたくらいで根に持つなと言いたい。いや、しっかりと目に焼き付けましたけれども。

「統とう吾ごくん、会長は何か言ってた？」

「召しよう喚かん魔ま法ほうにはあんまり引っかからなかったんだよ。わかったのは、かなり悠ゆう子こ先せん輩ぱいにライバル心燃もやしてるってことくらいかな」

「あら、それは光栄ですね」

　微ほほ笑えんでみせる悠子。それが本心なのか、その笑え顔がおからはわからない。

　結局のところ、統吾の体を張った作戦も収しゆう穫かくなしに終わり、ぷれい部は昨日きのうと同じ公園にメンマを連れて遊びにいくことにした。相変わらずメンマは統吾以外には従順で、そこに危険な要素は見られない。公園には他ほかの犬もいて、見み慣なれないメンマを警けい戒かいして吠ほえてくることもあるが、メンマはそれに感化されることなくちゃんと無視をしている。やはりメンマは頭のいい動物なのだ。

「でも、問題は会長が判断するってことなんだよな」

　ブランコの柵さくに腰掛け、統吾は頭を掻かいた。隣となりには明あき道みちと瑞みず希き、朱あか音ねと悠子はブランコに座って揺られている。

「そうだね。どれだけ懐なついて、僕らが芸を仕込んでも、会長が認めてくれるような確かく実じつな安全性を証明できないと意味がない」

　隣から明道。どうでもいいが、さっきから通りかかるおばさんたちに手を振るのはどうかと思う。おばさんもおばさんで「娘の婿むこに……いや私が！」とか言ってるし。

「そうなると、やっぱり魔力を封じるしかないのかしら」

　逆隣から瑞希。どうしてもその結けつ論ろんにたどり着くことになる。瑞希の手持ちのアイテムに魔力を封じる物はなく、寮りように帰ってからでは期限に間に合わない。

　四人の視し線せんは悠子へ。困った時の副会長。何かにつけて頼ってしまうというのも気が引けるのだが、実力者である悠子を頼るしかないというのも事実である。

「そういえば、悠子先輩は文化祭の時、魔力を奪う魔法を使ってましたよね」

　今でもはっきりと覚えている。宝探しの決着がついた時、まだ戦おうとする和かず臣おみに悠子は魔法を使った。地面には紋様が描かれ、太い鎖くさりが何重にも和臣に巻きつき自由を奪った。その時悠子は魔力を奪う結界だと言っていた。

「ええ。あの魔法は相手を傷つけることなく戦いを終わりにすることができるので、前にいた世界でもよく使っていましたよ」

「あれを応用して、半永久的にメンマから魔力を奪ってしまうってのはできますか？」

　かなり乱らん暴ぼうな手段となってしまうが、ある程度は我慢しなければいけない。特に朱音は心を痛めてしまうだろうが、研究所に連れて行かれるよりはマシと考えるべきだ。

　悠子の答えを待たずに、瑞希が口を開いた。

「できるできないの前に問題があるわ。メンマみたいな魔力を持った動物、私の世界では魔ま獣じゆうとか呼んでたけど、魔獣は魔力と生命力がイコールだったりするから、魔力をゼロにしてしまうと死んでしまう可能性があるわ」

「ええっ！　そんなぁ……」

　死んでしまうという言葉に、朱あか音ねが肩を落とす。そんな朱音の傍かたわらには、メンマが遊んで欲しそうな目で待たい機きしている。

「むやみに魔ま力りよくを奪うというわけにはいかないか」

　明あき道みちは腕組み。統とう吾ごもアーチバールで魔物と戦った経けい験けんがあるから、瑞みず希きの言っていることは理解できた。

　魔力を奪わずに、メンマから危険な要素を完全に排除する。そんなことが本当にできるのだろうか。いくら和かず臣おみに約束をさせてメンマを救うチャンスを作ったとしても、結果的にそれが果たせなければ意味がない。朱音が悲しむという結末は変わらない。

　考えても考えても何も浮かばなくて、公園で五人の高校生が黙だまり込んでいるという奇妙な絵ができあがる。

　やがて耐えられなくなったのか、朱音がぴょんとブランコから飛び降りた。

「ちょっと休きゆう憩けい。おいでメンマっ」

　待ってましたとばかりに、メンマは朱音について走っていった。でも朱音の足が速いせいで追いついていない。

「あ、私も」

「僕も行くよ」

　さらに瑞希と明道が追う。みんなこの空気が嫌いやだったのだろう。

「統吾くんは行かないんですか？」

　残ったのは統吾と悠ゆう子こ。考えてみれば、こうやって悠子と二人ふたりになるのは初めてだ。クラスも学年も違うから、放ほう課か後ごの部室くらいでしか会うことないし。

　和臣と風ふ呂ろで交わした話を思い出す。

「……悠子先せん輩ぱい、メンマのことじゃないんですけど、ちょっといいですか？」

　統吾は悠子の隣となりのブランコに腰かけた。

「ええ、何でしょう」

「もし俺おれと悠子先輩が戦ったとして、悠子先輩はどれくらいで俺を倒せますか？」

「あら、おもしろいことを訊きくんですね。私と統吾くんが戦うなんてことありませんよ」

　悠子は表情を変えない。薄うっすらと微ほほ笑えんで、いつものように包みこまれているような感覚。

「いえ、本当にもしもの話で、真剣に答えてほしいんです」

　統吾の口く調ちよう、そして目が、今の気持ちを悠子に伝えてくれたみたいだった。悠子は「そうですねえ」と軽く目め線せんを上にやって、次に統吾を見た。

「二秒もあれば、統吾くんを倒せますかね。骨も残りません」

　それはつまり一いち撃げきで勝負がつくということ。統吾はなす術すべもなく、ただあっけなく負けるということ。

「二秒……ですか」

「はい。私がこの腕うで輪わに魔ま力りよくを込めて、発射するのに二秒くらいかかります」

　悠ゆう子この左手首には銀ぎん色いろの腕輪。朱あか音ねの杖つえ、瑞みず希きの電卓のような、魔法の媒体。同じ日本人である悠子が、飛ばされた先の世界でどんな経けい緯いで魔法を手に入れたのか、どんな経けい験けんをして世界を救い、女神と呼ばれるようになったのかはわからない。ただ、悠子は統とう吾ごにとっての希望であることは間違いない。努力さえすれば、自分も魔法が使えるようになるということが、悠子によって証明されているのだから。

「悠子先せん輩ぱい、俺おれに魔法を教えてくれませんか？」

「それはまた突然ですね。よろしければ理由を聞かせてもらえますか？」

　統吾は地面を蹴けって、ブランコを揺らす。

「先輩はもうわかってると思いますけど、俺って学校の中じゃ弱い方なんです。アーチバールって世界で魔王を倒して勇者になったけど、他ほかの世界の人と比べたらたいしたことなかったんです」

「そんなことありませんよ」と言わなかったのは、悠子の優やさしさなのだと思った。そんなこと言われたら、余計にみじめになってしまうから。

「でも、朱音はほら、ちょっと天然だから、俺のこと強い勇者だって思ってくれてて、朱音の方がすげえ強いのに、俺に追いつこうと思って立派な魔法使いを目指してるんです」

「朱音さんの潜せん在ざい能力は私でも見当がつきません。私も興きよう味みがあります」

　宝探しの最後に、朱音は膨ぼう大だいな魔力を放出した。姿を変えた杖からは真まっ赤かな光が照射され、それは和かず臣おみを飲み込み、悠子が張った魔法の壁かべを一枚砕いてしまった。その魔力を朱音は上う手まく制御できていないが、もしできるようになったら、悠子に迫るほどの魔法使いになるかもしれない。

「俺、朱音よりも全然弱くて……。こんなんじゃダメだって……。だから魔法が使えるようになれば、少しでも朱音に近づけるって思ったんです」

「平和なこの世界で、強くなる必要はない。……というのはきっとあまり意味がないのでしょうね。肝心なのは統吾くんの気持ちですから」

「はい……。それで先輩、俺は魔法を使えるようになれますか？」

「そのアーチバールという世界には魔法が存在しているんですよね。でしたら、統吾くんの体にも魔力を受け入れる基き盤ばんができているはずです。そもそも、統吾くんの剣は魔法剣ですし」

　統吾が常じよう人じん離ばなれした力を手に入れたのは、アーチバールで伝説の剣と言われていたトーゴカリバーを抜いたからだ。そのアーチバールに魔法や魔力が存在しているのだから、統吾の体もそれに順応するように強化されているはず。というのが悠子の理屈だった。

「じゃあ俺も……」

　魔ま法ほうが使える。が、悠ゆう子こは言葉を遮さえぎって。

「統とう吾ごくんはロールプレイングゲームをしたことはありますか？」

「え？　はい、そりゃあ、いくつかは……」

　悠子も軽くブランコを漕こいで、統吾と同じように揺れる。
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「勇者である主人公が何でもできたら、仲間なんていらない。そう思いませんか？」

　それだけで、悠子の言わんとしていることがわかった。

「それはそうかもしれませんけど……」

「朱あか音ねさんは剣で戦うことはできません。でも統吾くんはできます。統吾くんは魔法が使えません。でも朱音さんは使えます。とてもいいコンビじゃないですか。『人』という字は……って金きん八ぱち先生でしたっけ」

　支え合う。補い合う。剣や魔法に限らず、それは誰だれかと一いつ緒しよにいる上で大切なこと。関係を築きずく上で大切なこと。

　何のために強くなろうと思ったのか。何のためにぷれい部という、友達と一緒にいられる場所を作ろうと思ったのか。

　強くなるとは、どういうことなのか。

「……もうちょっと考えてみます」

「ええ。あ、誤解のないように言っておきますと、別に私が魔法を教えることを渋っているわけではありませんよ。言ってくれれば、いつでもお教えします」

「はい。その時はお願ねがいします」

　統とう吾ごはブランコから飛び降りて、悠ゆう子こと一いつ緒しよに朱あか音ねたちのところに向かった。

　そうだ。彼女が欲しいとか、魔ま法ほうが使いたいとか、欲張りすぎた。これではきっと、ウサギは一匹も捕まえられない。今の自分にできることは何かを考えて、それを着実に実行に移していけばいい。そして最終的に全部の願いを叶かなえればいい。自分は勇者なのだから、その素質は十分にある。

　もしかしたら。統吾は思った。悠子も似たような経けい験けんをしたのかもしれない。強力な魔力を手に入れたけれど、それは万能ではない。露ろ見けんした自分の弱点を埋めようとして必死になったことがあったのかもしれない。悠子の言葉や表情からそこまで察することはできなかったけれど、なんとなくそう感じた。

「やっと来たね。二人ふたりで何を話してたんだい？」

　明あき道みちたちはメンマとボールで遊んでいた。今日きようの朱音はミニスカートで、上う手まいことメンマがひらっとやってくれれば嬉うれしい限りなのだが、メンマはそんな統吾の邪よこしまな気持ちを察してか、上手いことそうならないように動いている。

「なぁに、ちょっと大人おとなの話をな」

「ええ。アダルトな話をしちゃいました」

　初めて会った時は、とても清せい楚そな高たか嶺ねの花というイメージだった悠子だが、意外にも茶ちや目めっ気けがあってかわいらしい人だということが一緒にいてわかった。人気が出るのも当然だ。

「羨うやらましいなあ。僕も混ぜて欲しかったよ」

「ま、お前にはちょっと早いかもな」

　そういえば、明道は悠子のことが好きだったはず。昨日きのうも朱音と二人になれる機き会かいを作ってくれたのだから、どこかで恩返しをしなければいけない。とはいっても、明道はところ構わず口く説どくので、色々と演出する必要はないかもしれないが。

　しまった。さっき悠子と二人でいた時に、明道のことをどう思ってるかくらい訊きいておけばよかった。

「ほら、統吾くんもメンマと一緒に……あ、ごめん、ちょっと……」

　何かと思えば携帯の着信だったようで、朱音はポケットから取り出した携帯を開くと背を向けた。朱音も最近やっと携帯電話を買って、これでぷれい部は全員持っていることになる。でも同じクラスで同じ部、そして同じ寮りようで生活しているので、何か伝えることがあればメールよりも声を出した方が早いという意味のなさだ。統吾は地元の友達とたまにメールをすることがあるが、朱音たちは知り合いといえば学校内にしかいないので、携帯電話の活かつ躍やくの場は少ない。

　明道のメールアドレスを巡って、水面下で様々な事件が起きているということを統吾が知るのはまだ先の話である。

「真ま奈な花かちゃん？　どうしたのー？」

　電話の相手は柏かしわ木ぎ真奈花か。真奈花は今回の合宿のことを知っているから、様よう子すを訊きくために電話をしてきたというところか。

「うん……うん。楽しいよー。美お味いしいお土産みやげ買っていくからねっ。……え？　そ、そんなことないよっ！　ホントだって！　で、でも……統とう吾ごくんの……見ちゃった……」

「おぅい！　それは言わんでいい！」

　マンガであれば「ひゅんっ」という擬ぎ音おんが出そうな速さで、統吾は朱あか音ねの持つ携帯電話をかすめ取る。

「柏木！　今のは忘れろ！　忘れてくれ！」

『雪ゆき村むらくん？　なになに？　朱音にナニを見られたの？』

　真奈花は逆に興きよう味み津しん々しんである。見られてしまったのは事実だが、それはぷれい部の外に漏ろう洩えいしてはいけないこと。特に真奈花は社交的で、クラスのみんなと仲がいい。ぽろっと喋しやべってしまう可能性が高い。

　真奈花の後ろから何人かの女子の声が聞こえる。そういえば、真奈花も連休を利用して友達と旅行をすると言っていた。

「カタカナっぽく言うな！　見られたっていっても、アレだ、へそのことだからな！」

『おへそぉ？　またまたぁ』

「マジだって！　俺おれのへそはすげえ形いいんだよ！　親おや父じのはもっとすげえ」

『いやお父とうさんの話はどうでもいいよ！』

「と、とにかく何もなかった。何もなかったんだ！」

『……ま、そういうことにしといてあげる。朱音に替わって』

　含みのある言い方だ。しかし真奈花を信じるしかない。統吾はおとなしく携帯を朱音に返す。

「……うん……うん。そうなんだー、楽しそうだねー。……だ、だから二人ふたりっきりじゃないってば！　もうっ。うん、じゃあまた学校でね」

　頰ほおを染めた朱音が携帯を閉じると、すぐにまた着信があった。今度はメールのようで、朱音は「ほら見て」と画面をこちらに向ける。

「おー、楽しそうだな」

　それは真奈花を含めた四人の女子の写真で、全員が笑え顔がおでピースをしている。真奈花ともう一人ひとりはクラスメイトだが、あとの二人は他ほかのクラスのようで名前まではわからない。あちらも旅行を満喫しているようだ。

「私たちも写真送ろうよっ」

　統吾は迷わず服を捲まくりあげた。

「遠えん慮りよなく撮とってくれ。俺のへそ」

「違うってば！　みんなで撮るの。並んで並んでっ」

「それじゃあ私が撮りますね」

　悠ゆう子こに携帯電話を渡し、統とう吾ごたち四人が並ぶ。そこで統吾は、合宿のためにデジタルカメラを用意していなかったことを思い出し、悔んだ。せっかくの朱あか音ねの私服や浴衣ゆかた姿すがたを高画質で残しておけないのは悔いが残る。

「はい、チー……あら」

「うおっ、メンマこらっ」

　シャッターを切る瞬しゆん間かん、朱音が抱っこしていたメンマが統吾の顔に貼はりついたのだ。タイミングからして間違いなく嫌いやがらせである。おかげで変な写真になってしまったが、面おも白しろいからという理由で朱音はそれを真奈花に送信した。

　それから真奈花から返信はなかったが、写真を見て女子四人でお喋しやべりをしているのだろう。

「朱音ちゃん、メンマが退屈そうだよ」

　と明あき道みち。言われて朱音が足もとを見ると、メンマが構って欲しそうにうろうろしていた。朱音は「ごめんね」と頭を撫なでる。

「じゃあ野球やろうよっ」

　朱音は子供用のプラスチックのバットを取り出した。旅りよ館かんで借りてきたらしい。持ってくるのはいいのだが、魔ま法ほうの杖つえのようにサイズを小さくしてポケットに入れておくのはここでは危険だ。周りに見られないようにこっそりと大きさを戻す。

「お、いいな。穂ほ科しなはルールわかるか？」

「ええ。ボールを蹴けって始まって後ろにパスしてはいけなくて最初にまわしを取ると有利でネットに触るとオフサイドになるんでしょ？」

　色々混ざった上に野球が一つも入っていないのが奇跡だ。

　簡かん単たんにルールを説明してジャンケンでチーム分け。先行は統吾、瑞みず希き、悠子チーム。守るのは朱音、明道、メンマチームだ。

「おいちょっと待て。メンマ野球できんのか？」

　当然のようにセカンドに構えるのは四本足の狼おおかみ。なんだその「バッチこーい」みたいな目は。

「大丈夫だよー。メンマはお利口さんだからねー」

　まあ、そっちのチームがいいと言うならそれでいい。勇者たるもの。野球でも容よう赦しやはしない。全力でいく。

　朱音が放ったゴムボールめがけて、統吾は思い切りバットを振り抜く。小気味良い音がして、ボールはファーストの明道の頭を越えた。もちろん本物のボールとバットではないので飛ひ距きよ離りはそれほどでもない。シングルヒットだ。

　余裕で一塁にたどり着いた統吾は、続くバッターの瑞希を見守る。

「やったれ穂科ー。いつも俺おれを吹っ飛ばす感じでいけー」

「わかってるわ……よっ！」

　と、バットを振った瑞みず希きだったが、力み過ぎたのかボールはバットの下の方に当たってボテボテのゴロになってしまった。統とう吾ごはセカンドに向かって走る。セカンドにはメンマ。嚙かまれた恨うらみをヘッドスライディングで返してやろうか、と、大人おとな気げない統吾である。

「メンマっ」

　ボールを拾った朱あか音ねは迷わずセカンドへ送球。メンマは跳び、口でボールをキャッチ。そしてそのボールを口から離はなし、回転しながら後ろ足で蹴けり飛ばす。ボールは一いつ直ちよく線せんにファースト明あき道みちへ。

「はい、アウトだね」

「１─４─３!?」







　思い切り遊んだのでみんなお腹なかが空すいていて、今日きようの夕飯はたくさんおかわりをした。この旅りよ館かんで夕飯を食べるのもこれで最後だ。

　この後は温泉に入ってトランプで遊んで寝る。といきたいところではあったが、昼の続きでメンマをどうするかという議ぎ論ろんをしなくてはならない。期限は明日あした。懐なつき方かたは申し分ないのだが、安全を証明する方法というのがどうしても出てこない。

　徹てつ夜やも覚悟だ。統吾と明道は男子部べ屋やに戻ってきた。そこに和かず臣おみの姿はない。朝から一度も戻ってきていないのだろうか。

「統吾くんっ！」

　後ろで扉とびらが開いて、朱音が飛び込んできた。統吾の服を強く摑つかみ、統吾は驚おどろいて身をこわばらせる。明道が見ている前で、朱音は積せつ極きよく的てきだなあ。とのんびり考えていられないというのは、朱音の表情で一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「どうした？」

「メンマがどこにもいないの！」






　第５話　勇者たるもの、混浴にはタオル一枚で挑むべし







　メンマに何が起きたのか。どうして部へ屋やから姿を消したのか。謎なぞといえば謎なのだが、それを解くのに時間はかからなかった。

「メンマーっ！　いたら返事しやがれーっ！」

　統とう吾ごは愛用の剣トーゴカリバーを腰にさげ、夜の山の中を走っていた。後ろに明あき道みち、朱あか音ね、瑞みず希き、悠ゆう子こが続く。

　アーチバールの伝説の剣、トーゴカリバー。あまりにも元の名前がダサかったので自分で名前をつけた。鍔つばに赤い宝石が埋め込まれているこの剣が、他ほかの世界では一般的で安価な魔ま法ほう剣けんであると知ってしまったところから、統吾は自分の勘違いに気づくことになる。

　そしてこのトーゴカリバーは一度朱音の魔法によって折られ、また、朱音の魔法によって蘇よみがえった。他の世界の住人から見たら普通の剣でも、統吾にとっては思い入れのある剣で、腰にさげていないと落ち着かない相棒なのだ。

　統吾たちが夕飯を食べている間、メンマは女子部屋にいた。そこにはメンマが吠ほえても音が漏れないように悠子の魔法がかけてある。昨日きのうメンマが脱走したこともあり、警けい戒かいを強めていた。防音の他にも、メンマが外に出たら悠子が気づくようになっていたのだ。

　しかし部屋に帰るまで悠子を含め全員がメンマの失しつ踪そうに気づくことができなかった。つまり、悠子の結界を無効化することができる人間の仕業だということ。そしてこの近くにいる人間でそんなことができるのは一人ひとりしかいない。

　だいたい、昨日だってどこかおかしかった。知らない男と会っていたし、何な故ぜか山の中にいて、いなくなったメンマを連れていたし。

「統吾くん、本当に会長さんなのかなあ」

　すぐ後ろからは朱音の声。そうであって欲しくないという気持ちが伝わってくる。

「そりゃ証拠はないけど、そうとしか考えられん」

　おそらく、メンマをさらったのは和かず臣おみ。昨日も、今日きようもだ。

　統吾たちは旅りよ館かんを飛び出し、その後ろにそびえる山に迷わず入っていった。メンマの魔力は小さく、距きよ離りが離はなれれば捜すのは難むずかしい。しかし、和臣と一いつ緒しよにいるとなれば話は別で、和臣の大きい魔力を探ればいいのだ。

　悠子いわく、和臣は普ふ段だんから魔力を完全に抑えることはせず、一定の魔力を放出しているらしい。どんな時でも和臣からプレッシャーを感じるのは、顔が怖いからというだけではなく、魔力も出しているからだったのだ。

　しかし、それは魔ま力りよくの無む駄だ使づかいではないのか。魔力を持たない統とう吾ごでもそれくらいはわかる。普ふ段だんは放出を抑え、戦せん闘とうなど、必要な時にだけ出せばいいのではないだろうか。朱あか音ねと瑞みず希きもそうしているはずだ。

「安あん藤どうくんは魔王でしたから。常に自分の力を誇示する必要があったのだと思います。部下になめられないためにも」

　とは悠ゆう子この言葉。その習しゆう慣かんがこの世界に来ても抜けていないのだと。

　確たしかにそれは一理も二理もあることで、上に立つ者にしかわからないことだ。和かず臣おみは今だって生徒会長という立場にある。習慣が抜けていないのではなく、意図的にしていることなのかもしれない。

「統吾くん、あっち」

　距きよ離りが離はなれているせいで、統吾では和臣の魔力を察知することはできない。朱音から指示を受けて走る方向を調ちよう整せいする。

　和臣の目的は見当がつかない。もし統吾との約束を破って国の人間にメンマを引き渡すのなら、昨日きのうやってしまえばいい。わざわざ一度返す必要はないのだ。しかし和臣はそれをせず、改めて今さらっていった。和臣が密ひそかに会っていた男は間違いなく関係しているのだろうが、どちらにせよ二人ふたりが何をしようとしているのかはわからない。

「くそっ……暗いな」

　夜は暗い。当たり前のことなのだがそれは山の中では尚なお更さらで、舗ほ装そうされた道の脇わきにはちらほらと外灯があるものの、そこから外れれば視界は闇やみに包まれる。足場も悪い。数歩先に木の影かげを見つけ、それを回かい避ひしていくのが精いっぱいだ。

「統吾くん、私が前を走るよ」

　言うが早いか、後ろを走っていた朱音が統吾を抜き前に出た。朱音の持つ杖つえの先端には緑みどり色いろの大きな宝石が乗っかっており、それが朱音の魔力をそそぐことで淡く発光し、松明たいまつの役割を果たしていた。

「お、いい感じだね」

　視界がよくなり、統吾たちが走る速度も上がる。だがこんなところでも、統吾は劣等感を感じずにはいられない。でも朱音の前だ。精いっぱいの見み栄えを張る。

「そう、こうやって勇者をサポートするのも魔法使いの仕事だぞ」

「えへへ。褒ほめられちゃった」

　ああ、素直に喜ぶ朱音の顔が見られない。

　ちょん、と、服の裾すそを引っ張られた。振り返ると、後ろを走る瑞希。朱音に聞こえないように声をひそめる。

「あんた……、これからどうするつもりよ。ずっと騙だまし続けるなんて私が許さないわよ」

「ふっ、こう見えて俺おれは日々成長してるんだよ。この前も、膝ひざを伸ばしたまま指が地面につくようになった」

「体硬っ」

　毎日ストレッチし続けた努力を知らないから、瑞みず希きはこういう無慈悲なことが言えるんだ。

「っ！」

　突然視界が開けた。朱あか音ねの松明たいまつがなくても明るくて、その空間だけ木が一本もはえていなかった。さっきまで邪じや魔まなくらいにはえていたのに、どう考えても不自然だ。まるで根こそぎ取り払われたかのような。

　が、そのすべての不自然さも、そこにいた人物によって不自然ではなくなる。

「来たか」

　生徒会長、安あん藤どう和かず臣おみがそこにいた。明るいのは上に浮かんでいる白い光の玉のせいで、おそらく和臣が作りだした物だろう。周りの木々を一掃したのも和臣だろうが、何な故ぜそんなことをしたのかはわからない。

「メンマっ！」

　朱音が叫ぶ。メンマは和臣の後ろにいる男に抱かれていた。気を失っているようで、目を閉じたまま動かない。男は三十代半ばから後半といったところで、スーツ姿であった。統とう吾ごと香か奈なが見た、和臣と一いつ緒しよにいた男はこの人で間違いない。

　風が吹き、木が揺れる。

「会長の狼おおかみさらい！　人でなし！　じゃねえか魔ま族ぞくでなし！　鬼畜横長メガネ！　つり目！　低音ボイス！　頻ひん尿によう！　白髪しらが！　足長！　無精ひげっ！　ないけどっ！　頻尿！　それからっ……それからっ……」

　開口一番、統吾は思いつく限りの罵ば倒とうを息が切れるまで叫んだ。そうせずにはいられなかった。文化祭の最後に対立した時とは違う、はっきりとした「憎い」という感情が溢あふれて、目の前の和臣に向けられていた。

「黙だまれ」

　相手を石にしてしまいそうな目で睨にらまれた。が、今の統吾はそんなことではひるまない。それは他ほかのぷれい部員たちも同じだった。

　瑞希が統吾に並ぶ。手には電卓。すでに戦うつもりでいる。まだ和臣からメンマをさらった理由などなにも聞かされていないが、この状況、もはや戦いは避さけられない。和臣がこっちに協力的なことをしているとは到底思えない。だってあの顔だもの。

「会長、何をするつもりでしょうか。期限は明日あしたのはずですが」

「こちらの都合だが、これからこの狼に然しかるべき処置を行う」

「然るべき……？　具体的に聞かせてください」

「見ていればわかる」

　どうしてか、和臣はメンマをさらった目的をぼかしたままだ。和臣の性格を考えれば、はっきりと言いそうなものだが。

　その時、メンマを抱いたまま後ろにいた男が、すっと前に出てきた。

「メンマっ」

　朱あか音ねが叫ぶ。今すぐにでも飛び出してメンマを助けだしたい、しかし、和かず臣おみの存在がそれをさせない。それに男の正体も不明のままで、うかつな行動はできない。しかし見る限り、男がメンマに危害を加えそうな様よう子すはなかった。

「安あん藤どうくん、何も言ってないんだね。君らしいけど」

　そのスーツ姿の男はどこか余裕をもった口く調ちようで言った。和臣は「ふん」といつものような反応。

「あなた……何者なんですか？」

　瑞みず希きが眉まゆをひそめる。男の物腰はどこか柔らかいものを感じるが、裏を返せば胡う散さん臭くさい。和臣に対する話し方から、和臣と対等もしくはそれより上の立場にいるということが考えられる。

「私は西にし岡おかという者だ。もうわかっているとは思うけど、この世界の人間ではないよ。国の機き関かんで、魔ま法ほうの研究をさせてもらっている」

　世界の行き来に関する情報の中で、世界の行き来に遭いやすいのは若い人間だということがある。その理由は不明であるが、高校生くらいの人間が一番この世界に来ているというのは事実である。だからこそ、朱音や明あき道みちもここにいるし、統とう吾ごも帰ってこられた。

　しかし、もちろん例外もあり、寮りよう母ぼの奈な々な子このように年が上の人間だってそれなりの人数がこの世界にやってきている。西岡はそのうちの一人ひとりなのだろう。そういう人間は、国に保ほ護ごされた状態で極秘に魔法の研究を行っていると聞く。確たしか、悠ゆう子こもそれに関かかわっているはずだ。

「その研究者さんが、どうしてこんなところにいるのかしら。しかも会長と一緒に」

　西岡は瑞希の迫力におどけながらも、「いやいや」と頭を掻かいた。

「安藤くんに会ったのは偶然なんだよ。私は研究の一いつ環かんでこの地方に来ていてね。そこで安藤くんに声をかけられて、この狼おおかみくんのことを教えてもらったんだ」

「ちょっと待ってください！　会長、どうして国の人にメンマのことを教えたんですか！」

　これは明らかな約束違反。統吾たちがメンマの安全性を証明できれば、国の研究機関には引き渡さないという約束。統吾たちが約束を守れなかったのなら、西岡に話してしまっても仕方がない。しかし、期限はまだ来ていない。統吾たちはまだ約束を果たせるかもしれないのに。今西岡がメンマのことを知ってしまっては、約束の意味がない。

　和臣は無言。

　これは、許されることではない。

　統吾たちがどうにかしてメンマを学校に連れていこうと努力しているのを知っていて、約束の期限前にメンマをさらい、研究者にメンマの存在をバラしてしまっている。これは横おう暴ぼう以外の何ものでもない。

　統とう吾ごは強く奥歯を嚙かみ、拳こぶしを握った。

　隣となりにいた瑞みず希きが口を開く。すでに電卓に指が置かれており、いつでも魔ま法ほうが撃うてる状態だ。

「私、会長はちゃんと話がわかって約束を守る人だと思ってました。でも、やっぱり魔王は魔王なんですね」

「ふん」

　瑞希の憎まれ口にも、和かず臣おみは表情を崩さない。というより、瑞希が怒っている。統吾を殴る時のような「カっとなる」ような感じではなく、心の底から沸ふつ々ふつと怒りがこみ上げてきている。

「統吾、さすがにこれは見過ごせないよ。メンマを取り返そう」

　明あき道みちも上着を脱いでいた。いつも貼はりついている余裕そうな笑え顔がおがそこにはない。こんな状況ながら、こいつでも怒ることがあるのか、と統吾は思った。

「統吾くん、私、絶対にメンマを会長から取り戻すから」

　朱あか音ねの手には魔法の杖つえ。白い柄の先端に緑みどり色いろの大きな宝石を乗っけた、シルエットだけなら槍やりのように見える杖。元は黒い棒の姿をしていたが、文化祭の戦いで朱音の魔力が上昇した時、今の形に姿を変えたのだ。

「ああ、この温厚でピュアでうどん派の俺おれも久し振りにトサカに来たぜ」

　統吾は腰にさげた鞘さやからトーゴカリバーを抜いた。

　瑞希の言う通り、和臣は約束は守る人間だと思っていた。魔王なんていう肩書こそあるけれど、物事の筋を通し、決して約束を破ることはしないと思っていた。だからこそ魔族の世界を統治し、さらには生徒会長に推すい薦せんされたのだと。

　認にん識しきを、改めなければいけない。

「それでは、そば派の私は後方支援に徹てつしましょうか」

　言うなり悠ゆう子こは、銀の腕うで輪わをはめた左手を天にかざした。すると、和臣が作りだした開ひらけた空間を、薄うす紫むらさき色いろの壁かべが囲んでいく。これは文化祭の時にも使っていた、周囲への被害を抑える魔法障しよう壁へき。ここは学校ではない。魔法の被害が出ようものなら国を巻き込んだ事件になる可能性だってある。

「助かります、悠子先せん輩ぱい」

「でもすみません。学校内と違って、魔法と音と光をすべて遮しや断だんする必要があるので、私は戦いには参加できそうにありません。はぁ、とっても残念です」

　十分に余裕がありそうなのは気のせいだ。悠子はさっさと壁の外へ。メンマを抱いた西にし岡おかも壁の外へ出る。が、その場を離はなれる様よう子すはない。メンマを連れてどこかに逃げるということはなさそうだ。

「こうも早くお前らと戦うことができるとはな。あの狼おおかみに礼を言っておくか」

　和臣の口の端がつり上がる。笑顔が怖いというのはどういうことだ。

　何の因果か、文化祭の時と同じ形で対たい峙じしている。やはり勇者と魔王は戦う運命にあるということだろうか。だが統とう吾ごの気持ちはまったく違う。文化祭ではぷれい部設立のために『倒さなければいけない』だったが、今は約束を破った和かず臣おみに怒りを覚え、『倒したい』と強く思っている。

「会長、文化祭の勝ちがまぐれじゃないってことを教えてあげますよ」

「ふん、調ちよう子しに乗るな」

　和臣が魔ま力りよくを解放する。魔力に対する感度が低い統吾であっても、全身を悪お寒かんが走り、鳥肌が立つ。それくらいこの魔力は強力で、邪悪なのだ。朱あか音ねや瑞みず希きは、この魔力をもっと強く感じている。その証拠に、二人ふたりの表情は険しい。

　統吾は文化祭の時のことを思い出していた。和臣の戦せん闘とうスタイル。指先から撃うちだされる黒い魔力の塊かたまりは攻こう撃げきと牽けん制せいを兼ね、徒と手しゆ空くう拳けんでの接近戦も高レベル。まさに隙すきがない。しかし一つだけ、和臣にも、統吾たちにも計算外のことがあった。

「穂ほ科しなっ！」

「ええ、わかってる！」

　瑞希が電卓を叩たたき始めると同時に、和臣が銃のように構えた指先から黒い魔力が放たれる。だが瑞希は動かない。迫りくる黒い塊など見向きもせずに電卓を叩く。

「だりゃあっ！」

　統吾は瑞希の前に立つと、スイカ割りのように剣を振り下ろし、弾を斬きり裂く。大丈夫、これくらいならトーゴカリバーで凌しのぐことができる。

「統吾どいて！」

　背中からの瑞希の声に、統吾は横に跳ぶ。瑞希の魔法は完成し、瑞希の周囲に冷たい空気が渦巻いていく。それはいくつもの太い氷柱つららとなって、瑞希が手を薙ないだのを合図に和臣に襲おそいかかった。

「ちっ……」

　和臣は舌打ち一つ、その場から飛びのく。その着地のタイミングに合わせて、今度は明あき道みちが距きよ離りを詰める。

「はっ！」

　魔力を宿らせた拳こぶしを浴びせる。和臣は腕でそれを防ぎ、しかし明道は間かん髪ぱつ入れずに足払い。和臣が片足を浮かせる。

「ええいっ！」

　和臣がバランスを崩したところに朱音が魔法を放った。杖つえの先から赤い光の筋が伸び、和臣の胸へ。和臣は顔を歪ゆがませながらも障しよう壁へきを展開し朱音の魔法を受けた。その魔法が和臣に届くことはないが、明道の前まえ蹴げりが腹に刺さる。

「……っ」

　和臣は大きく後ろに跳び、距離をとった。

「っし！」

　できすぎだ。これだけきれいに連携が決まることなど十回やって一回くらいなものだろう。

　和かず臣おみに対する統とう吾ごたちの攻こう撃げきは瑞みず希きが起点となる。

　計算外のこと。それは瑞希と和臣の魔ま法ほうの相性だった。以前、瑞希が放った氷柱つららが、和臣の障しよう壁へきを抜けたことがある。それは魔力の質によるものだった。出身世界の違いはそのまま魔力の性質の違い。電卓に数式を打って魔法とする瑞希の魔力が異質なせいで、和臣の魔力と相そう殺さいしないのだ。よって、瑞希と和臣はお互いに魔法を魔法で防げない。

　瑞希が魔法を放てば、和臣はよけるしかない。それをきっかけに波状攻撃を仕掛ける。これこそが、統吾たちにできる唯一といってもいい和臣に対する戦法だった。それがわかっているから、和臣も最初に瑞希を狙ねらったのだ。

「……ほう」

　明あき道みちの蹴けりが一発入ったくらいでは、和臣へのダメージはないに等しいだろう。だが思わせることができる。お前に攻撃を届かせることができる、と。

　別に今の連携だって、練習していたわけではない。和臣と戦うなんてあれっきりだと誰だれもが思っていた。それでもこれだけ動くことができたのは、これが初見ではないということと、普ふ段だんから一緒にいることで誰がどんなふうに動くのか、言葉がなくても感じることができるからこそではないだろうか。

「あら、すごいですね。安あん藤どうくん、ピンチです」

　文字通り蚊か帳やの外から悠ゆう子この呑のん気きな声。

「ほざくな水み無な瀬せ。……この程度で勝った気になるなよ」

　和臣の右手が黒い魔力に包まれる。統吾は剣を構え駆け出した。横目で明道も走り出していることを確かく認にんする。

　統吾と明道が迫れば、和臣は接近戦の構えを取らざるを得ない。徒と手しゆ空くう拳けんか、魔力を剣の形にして迎撃するかのどちらか。その間に瑞希が魔法を完成させ、放つ。またそこから連携を仕掛けることができる。

　どうくる。統吾は和臣の右手に意い識しきを集中させる。弾として放つのなら、この距きよ離りならまだ反応できる。剣の形にするなら、このまま突っ込んで鍔つば迫ぜり合あいに持ち込む。

　が。

「ん？」

　和臣の右手はそのどちらでもないことをした。パチンと指を鳴らしたのだ。それはいつも見えない衝しよう撃げき波はを生み出す動作。その手があったかと統吾は強引に体を捻ひねるが、衝撃波が生まれた気け配はいはない。

　その代わりに、統吾の足もとの地面が盛り上がってきた。

「おおっ……」

　足を止め、後ろに跳ぶ。盛り上がった土は統とう吾ごの身長を超え、山となる。壁かべを作るなんて和かず臣おみらしくない受け身な選せん択たくだと思ったが、すぐにそれを改めることになる。

　土はまるで粘土のようにぐにゃぐにゃと動き、形を変えていった。それは腕となり、足となり、胴体となり、頭になっていく。統吾が呆あつ気けにとられている間に、ただの土は甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎き士しとなった。色こそ茶ちや色いろだが、頭部を兜かぶとで覆おおい、剣と盾を持つ大男。土なので鎧よろいは金属ではないが、動けば「ガシャン」という音が聞こえてきそうな完かん璧ぺきな造形だった。

「統吾！　気をつけて！」

　明あき道みちの声が統吾に届く頃ころには、騎士は剣を振り上げ、統吾に襲おそいかかってきていた。大きいくせに不自然なくらいに素す早ばやい。統吾は騎士の剣を受けず、横に大きく跳んで回かい避ひした。まだ力がわからない。受けるのは避けるべきだ。

　それよりも。

「会長ずるい！」

「貴様に言われる筋合いはないな」

　統吾の心からの叫びを和臣は軽く流し、眼鏡めがねに触れる。

「こんなの前に使わなかったじゃないですか！　あるならあるって言ってくださいよ！」

「先に手の内を晒さらすマヌケがどこにいる。ふむ……この世界で初めて使ったが、前の世界より土の質がいいようだな」

「そんな分析今いらねえ！　どおわっ！」

　騎士が跳び、剣を振り下ろす。統吾は剣で刃やいばを受ける。この土の騎士、動きが単たん調ちようで読みやすい。和臣が操あやつっているわけではなく、あらかじめ一定の動きをインプットされていると考えるべきだ。細かい動きをさせようとすると、その分魔ま力りよくを消費するのだろう。

「ま、会長ならこれくらいできて当然よね」

「こんな魔法、私の世界にはなかったよー」

「手が汚れるから、あまり殴りたくないな」

　そして後ろの方では三者三様の反応である。

「お前らなんで観かん戦せんモード入ってんだよ！　援えん護ごミー援護ミー！」

　繰くり出される連れん撃げきを凌しのぐ統吾。がら空あきの胴体に蹴けりを入れるが、重い。びくともしない。土の塊かたまりなのだから当然か。

　土の騎士は、体は丈夫だが攻撃は単純で、よけ続けることは難むずかしくない。しかし、何よりまずいのは和臣側の頭数が増えたということ。一対四という状況はそれだけ見ればかなり有利で、それでも和臣と渡り合うのは統吾たちでは難しい。しかしこの騎士が現れたことによって戦力を分散させなければならず、四人で和臣に攻撃することができなくなってしまった。これでは連携も何もない。

　まずは全員でこの騎士を倒すか。いや、その隙すきに和臣が仕掛けてこないはずがないし、倒したところでまた作りだされたら同じことだ。

「えいっ！」

　朱あか音ねの魔ま法ほうが騎き士しの頭に命中。ぐらりと巨体が揺れる。剣よりも魔法の方が効くようだ。

「穂ほ科しな！　明あき道みち！　少しだけ会長を頼む。こいつは俺おれと朱音でやる！」

「わかった。さあ穂科さん、僕に身を委ゆだねて」

「寄るな！」

　明道が何をしたいかはわからないが、これでいいはずだ。和かず臣おみは瑞みず希きの魔法を警けい戒かいしているから、時間を稼かせぐには瑞希が適役。後は明道が瑞希を守るという役目を果たしてくれればいい。その間に自分と朱音でこの騎士を。

「朱音っ！　俺の剣をっ！」

「うんっ！」

　朱音が杖つえの先を空に向ける。先端の宝石が輝かがやき、それに共鳴するようにトーゴカリバーの鍔つばの宝石も光を帯びていく。

　流れ込んでくる朱音の魔力。トーゴカリバーを通じて統吾も感じることができる。温かいような、優やさしいような、そんな感じ。

　トーゴカリバーがその姿を変える。刃やいばは輝きを増し、鍔の装飾は魔力を帯びた赤い宝石を守るようにその周りをかためる。そして早く使えとばかりに手に馴な染じんでくる。重さは変わらないはずなのに、軽い。これこそが、魔法剣であるトーゴカリバーの本当の使い方。今になって、普通の状態のこの剣に倒されたアーチバールの魔王が哀あわれに思えてくる。

　この魔法、朱音は文化祭の時に使ったきりだ。それから練習などしていない。それでも今、朱音は失敗することなく魔法を完成させた。やはり朱音には才能があるのだ。魔王を倒した魔法使いの血が流れているのだ。

「よし！　トーゴカリバーフィーチャリングアカネ完成！」

「ダサっ！　そして長っ！」

　瑞希は自分の仕事をしていなさい。いちいち振り返って「ダサっ」って言わなくていいから。

「ダサくねえよ！　なあ朱音」

「うん、すっごくいい名前だと思うよっ。私の名前が入ってるのがちょっと恥ずかしいけど」

　結婚したら、この剣でウェディングケーキを切ろう。

　振り下ろされる騎士の剣。統吾は受けず、紙一重でかわす。剣が軽く感じるせいか、体も軽くなったような気がする。

「とりゃあっ！」

　魔力を帯びたトーゴカリバーフィーチャリングアカネの刃は、土の騎士の腕にまるで豆腐を切るかのように食い込んでいき、きれいな断面を作りながら切きり離はなした。重さのバランスが崩れ、騎士の体が揺れる。

「今だ朱あか音ね！　今のうちに披ひ露ろう宴えんの衣装を考えるんだ！」

「ええっ!?　何の話なのー？」

　朱音にはまだこのバージンロードが見えていないらしい。

　戸惑いながらも朱音は杖つえを構え、魔ま法ほうを放つ。杖の力を解放したことによって、文化祭の時ほどではないが、朱音が引き出せる魔力の絶対量は上昇している。そんな朱音の魔法を、この至し近きん距きよ離りで、しかもバランスを崩した騎き士しがよけられるはずもなく。

　放たれた赤い光は騎士の体の中心を捉とらえ、上半身を土に還かえす。残された下半身は、そのまま数歩だけ歩いて倒れ、地面に溶けていった。

「おっしゃ！　朱音も俺おれのパートナーとして力をつけてきたみたいだな」

　実際、統とう吾ごは朱音が強化してくれた剣を振っただけなのだが、女の子の前では見み栄えを張るのが男という生き物なのである。

「私、統吾くんに追いつけるようにもっと頑がん張ばるね！」

「あ、いや、それはゆっくりでいいから……。ね？　ほら、急ぎ過ぎて体壊こわしちゃってもいけないし」

　まずは統吾が朱音に追いつくところからである。ここで朱音にダッシュされるといよいよ背中すら見えなくなる。

「統吾くん、優やさしいね。でも大丈夫、私はあんまり才能がないから、ちょっとくらい無理しないとダメなんだよ」

　朱音、いい娘こすぎる。でも無理はよくない。ついでに頑張るのも控えめに。

　とにかく、厄やつ介かいだった騎士は倒した。これで状況は四対一に戻る。また新たな騎士を作らせるような隙すきは与えない。明あき道みちと瑞みず希きも、それを意い識しきして闘たたかっているはず……。

「はっ！」

　ちょうど、明道が和かず臣おみに蹴けり飛ばされているところだった。
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　蹴られた瞬しゆん間かん、明道の体から光の粒子がまき散らされる。それを纏まといながら、明道の体はスローモーションで錐きりもみ回転をしながら緩ゆるやかに優ゆう雅がに夜空へ飛んでいく。

　翌日、この地域の新聞に小さく『謎なぞの光る飛行物体、ＵＦＯか』という記事が載ったことをぷれい部一同は知らない。

「あの役立たずっ」

　瑞希が容よう赦しやない罵ば倒とう。しかしその相手は夜空の彼方かなただ。

　明道という盾がいなくなったことで、瑞希が無防備になる。瑞希一人ひとりで和臣と接近戦なんて無理だ。和臣が瑞希に手を伸ばす。

「穂ほ科しなっ……」

　統吾が駆けるが、間に合いそうにない。

　しかし、瑞希は後ろに跳びながらジャケットのポケットから何かを取り出した。それは白いピンポン玉に見えた。瑞みず希きはそれを和かず臣おみの顔の前に放る。その玉が何かを察したらしい和臣は眉まゆをひそめる。

　次の瞬しゆん間かん、玉は音も控えめに小規模な爆ばく発はつを起こす。爆発の瞬間に魔ま力りよくが発生したところをみると、あの玉に込められていたのは火薬ではなく魔力のようだ。インスタントの魔法爆弾といったところか。

　これで和臣にダメージが入るとは思えないが、ひるませるには十分だ。瑞希は和臣の手から逃れる。

「これ、五万ハッフホもするのに！」

　相変わらず、瑞希の世界の通貨は言いにくい。どうやらあれはそれなりに高価な物だったようだ。

「出し惜しみするな穂ほ科しな。全部使え全部！」

「あんた、人の物だからって勝手なこと言わないでよ！　あんたが払ってくれるの!?」

「わかった。体で払おう」

「死ねばいい！」

　戦いになることを予測して、旅りよ館かんを出る時に仕込んできたのだろう。備えあれば憂うれいなし。まさに商人である。

　まだ和臣は煙の中。瑞希は電卓を叩たたく。魔法完成の速さを重視したようで、氷柱つららは二本しか出現しない。それを煙の中に叩たたき込んだ。

　瑞みず希きの魔ま法ほうに対して障しよう壁へきは意味をなさない。よけるには目で見るしかない。しかし視界は煙によって奪われている。和かず臣おみにこの氷柱つららを防ぐ術すべはない。

　はずだった。

「穂ほ科しな瑞希。貴様を俺おれの敵と認めてやる」

　煙が晴れる。そこには無傷の和臣と、足もとに散らばった砕けた氷の欠片かけら。まさか、視界ゼロの状態で氷柱を素手で壊こわしたというのか。

「それは光栄ですね。その言葉、ありがたく受け取っておきます」

　そう言う瑞希の顔に笑えみはない。瑞希もある程度のダメージを見込んでいたのだろう。

　これではまた瑞希が狙ねらわれる。

「さがれ穂科！」

　統とう吾ごは剣を腰の位置に構え、突きの態勢。和臣は黒い魔力を剣の形にして刃やいばを防ぐ。和臣は腰を落とさずに、統吾の突進に悠々と耐えている。

「軽い。あの夏なつ森もりの力は一時的なものにすぎないようだな。それならば何の脅威にもならん」

　剣を弾はじかれ、バランスを崩す。和臣は剣を黒い玉に変えると、それを統吾に投げつけた。腹に受け、飛ばされる。地面に打ちつけられるだろう背中の痛みを覚悟したが、回り込んだ朱あか音ねに抱きとめられた。しかし朱音も支えきれず、二人ふたり揃そろって尻しりもちをつく。

「大丈夫？」

「悪い、朱音……」

　無む意い識しきのうちに、悠ゆう子こを見ていた。そんなことをしてしまった自分に腹が立つ。もしかしたら助けてくれるかもしれないとか、期待してしまった自分が嫌いやだ。それでも悠子はいつもの微ほほ笑えみで、何も言わなかった。

「夏森、全力で魔法を使え。あの時のような力を見せてみろ」

　ドスの効いた声と視し線せん。和臣のそれは朱音に向けられていた。「あの時」とは間違いなく、宝探しの最後に見せた、朱音のとんでもない魔法。和臣はそれを正面から喰くらい、大ダメージを受けた。それをまた見せろと言っている。

　朱音によって無ぶ様ざまな姿をさらしてしまったことを、和臣は根に持っているようだ。あれだけ侮あなどっていた相手からしっぺ返しを受けたのだから、その気持ちはわからないでもない。

「朱音、遠えん慮りよなくぶっ放しちまえ」

「で、でも、あの時は夢中で使っただけで……どんなふうにやればいいかわかんないよ……」

　細い声。こんな時、魔法に疎うとい自分は的てき確かくな助言をしてあげることができない。やっぱり、魔法を勉強しなくちゃいけないんだ。

　いや、違う。悠子の言葉が再生される。

　自分にできること、できないことがある。朱音にできること、できないことがある。すべて、自分ができる必要はないのだ。

　だから今は、できることをする。

「うおおおおっ！」

　統とう吾ごは剣を振りかぶり、和かず臣おみに斬きりかかった。黒い剣に受け止められ、鍔つば迫ぜり合あいになる。

「邪じや魔まをするな雪ゆき村むら。貴様に用はない」

「俺おれにはあるんすよ！」

　両手で剣を持つ統吾に対し、和臣は片手。空あいている一方の拳こぶしが統吾の脇わき腹ばらにめり込んだ。

「ぐっ……」

「統吾くんっ」

　悲痛な声から、振り返らなくても朱あか音ねが今どんな顔をしているかがわかる。統吾は和臣から離はなれることなく押し続け、そして叫んだ。

「朱音っ、思いっきり撃うっちまえ！　これは勇者命令だ！」

「で、でも……私どうすれば……」

　周りから見れば、これほどおかしな光景もない。朱音より弱い統吾が、朱音に命令をしているのだから。

　歯がゆい。

　統吾が和臣より強ければ、こんなふうに朱音に叱しかるような言葉をぶつける必要なんてないのだ。自分はまだまだ弱い。

　弱いから、弱いなりに。

「ふん。しぶとさだけは害虫並みだな」

　二発、三発と和臣の拳こぶしが体に突き刺さる。それでも退ひくなんてことは絶対にしない。

「見ての通り俺は今ヤバい！　すごく痛い！　勇者がヤベえ時、魔ま法ほう使つかいはどうすんだ？　見捨てんのか？　どうなんだ朱音！」

　その答えはすぐだった。

「そ……そんなことするわけないよ！　見捨てるなんて、絶対にできないっ！」
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　ぞく、っとした。朱音の魔力が上昇している。同時に、刃やいばの向こうに見える和臣の顔が笑っているかのように歪ゆがんだ。

「あんた、体張らせたら一番だわ」

　瑞みず希きが言った。

　朱音の杖つえに魔力が集束していく。凝ぎよう縮しゆくされていく。近くにいるから、それを全身に感じることができる。

「来い。夏なつ森もり」

　和臣は受ける気満々だ。

　ん、待てよ。近くって……。

「統とう吾ごくんっ、どいてえええっ！」

「そんなに近くで言われてもっ！」

　跳んで間に合うか。下半身は持っていかれてしまうのではないか。しかし朱あか音ねは止まらない。

　とにかく横に跳ぼうとした統吾の体は、真横からの衝しよう撃げきによって吹っ飛ばされ、間かん一いつ髪ぱつで魔ま法ほうの軌道から脱出することに成功する。ゴトっと、氷の塊かたまりが地面に落ちた。

「なんかこれ、私の役目になってない？」

　瑞みず希きが一つため息。味方がいるのに容よう赦しやなく撃うつのは朱音の悪い癖くせだ。前も、明あき道みちがいるのにぶっ放した。その明道も瑞希によって強引に弾はじき出されて助かっている。

　そして放たれた巨大な赤い光の波。和かず臣おみは障しよう壁へきを展開し、正面からぶつかった。純粋な力比べ。和臣はこれがしたかったのだろう。耐え切ることで、文化祭でかぶった汚名を返上したいのだ。

「はぁ、はぁ……」

　照射は数秒で、前よりも短かったような気がする。威力も低い。悠ゆう子こも念のために周囲に張った壁かべを二重にしていたが、一枚も割れていない。それでも朱音は肩を揺らし、息を切らせていた。

「こんなものか。あれは余程の偶然の産物だったらしいな」

　服に汚れ一つなく、和臣は立っていた。文化祭の時よりも近くから撃ったのに、朱音の魔法は受け切られてしまった。朱あか音ねが魔ま力りよくを爆ばく発はつさせるのは二度目、体がそれに慣なれて、朱音自身を守るために、無む意い識しきのうちに抑えてしまったのだろうか。

「朱音、平気か？」

「うん……。ごめん……もっと強い魔法が撃うてると思ったのに……」

　誰だれが朱音を責めることができる。

　しかし、朱音の魔法が効かなかったとなると、いよいよ統とう吾ごたちの手札はなくなる。ひたすら瑞みず希きが魔法を連発して、和かず臣おみに当たるのを待つか。

「戦況はどうだい？」

　キラキラしたまま明あき道みちが走って帰ってきた。あれだけ吹っ飛んだのに、髪型が崩れていないのはどういうことだ。吹っ飛ぶのが得意なら、鳥人間コンテストの『生身の部』に出ればいい。琵び琶わ湖この端から端まで行ってしまえ。

「見ての通りだ。瑞希の魔法も当たらないし、朱音の魔法も防がれた」

「うーん、作戦を考え直すべきかな」

　作戦。作戦なんてあるのだろうか。仮に立てることができたとしても、それが和臣に通用するのだろうか。

「安あん藤どうくん、時間だ」

　その言葉は意外なところからもたらされた。穏おだやかそうなその声の主は、メンマを抱いて壁かべの外にいる西にし岡おかという男。

「命拾いしたな」

　そのセリフは、戦せん闘とうの終わりを告げるものと考えていいのだろうか。まだ決着はついていない。しかし和臣は構えを解き、右手に宿っていた魔力も消えた。間違いなく、和臣にもう戦う気はない。

「時間……？」

　何の時間が来たというのだろう。戦いを中断してまで優ゆう先せんするべきことがこれから起きるのだろうか。

「どうしてもこの時間でないといけないことがあるんだ。個人的にまだ観みていたい気持ちもあるけど、すまないね」

　どこか余裕そうな口く調ちようが癪しやくに障る。短絡的ではあると自分でも思うが、西岡も国の研究者であるというだけで、メンマを連れて行ってしまう『敵』だった。

「あんたもさっさとメンマを……」

「統吾くん、最後まで話を聞きましょう。ね？」

　剣を強く握る統吾の肩に手を置いたのは悠ゆう子こ。

「でもっ……！　会長は約束を破って、あいつもメンマを研究所にっ……」

「安藤くんはそんなひどいことをする人ではありませんよ。だから、落ち着いてください」

　軽く手を置かれているだけなのに、何な故ぜか振り払うことができない。統とう吾ごは剣を持つ腕をさげた。

　西にし岡おかは「続けていいかな」と前置きして、話し始めた。

「安あん藤どうくんは、私が何を研究しているか知っていたから、狼おおかみくんのことを話してくれたんだ。確たしかに私が他ほかの世界の生物を研究している人間だったら、すぐにでもこの狼くんを持って帰って、色んな実じつ験けんをしてただろうね」

「ということは、あなたは違うと」

　明あき道みちの言葉に、西岡はうなずいた。

「そうだよ。狼くんのことは私にはちょっと畑違いだ。興きよう味みがないと言えば噓うそになるけど、専門は違う。私はね、世界間の境界を開く魔ま法ほうの研究が本ほん職しよくなんだよ」

「境界の……？」

　自分の研究していることを話せるせいか、西岡の語気は強い。

「私を含め、君たちがこの世界に来た時の出現場所や魔力反応の性質。その辺のことを調しらべて、次に誰だれか来るとすればいつか、どこかというのを予見できれば他の世界の住人の保ほ護ごが円滑になるよね。そういうことを研究しているんだ」

　西岡の言うことをそのまま受け取るのなら、確かに生物の研究とは違う。

「それで」と西岡は続けた。

「この世界に魔法はない。だから魔力もないはずなんだけど、この地域に魔力に似た反応があったんだ。この世界の文献を調べたけど『霊れい脈みやく』という言葉があるらしいね」

　統吾も聞いたことのある言葉だった。しかし聞いたことがあるだけで、詳しくは知らない。統吾はオバケや幽霊といった類たぐいのものを信じていない。まあ、他の世界の存在を知った今となっては、その考えも改めるべきなのかもしれないけど。

「じゃあ、西岡さんはその調ちよう査さでここに来ていたんですか」

「そういうことだよ。まさか学校の生徒会長に会うとは思わなかったけどね。それで狼くんのことを聞いて、こう持ちかけられた。『この狼を元の世界に戻すことはできないか』とね」

「……え？」

　西岡の口から発せられた言葉を理解するのに、統吾は時間をかけた。それくらい、今言われたことが突とつ飛ぴで、まったく予想できないことだったからだ。

「メンマを……戻す？」

　朱あか音ねも西岡の言葉を反はん芻すうする。

　メンマの将来。ぷれい部のペットとして統吾たちと暮らす。研究者に預け、おそらく実験の対象になる。野生に返すことができない以上、その二つしかないと思っていた。それ以外なんて、考えもしなかった。

　第三の選せん択たく肢し。元の世界に帰す。

　そんなことを、和かず臣おみは考えていたというのか。

「会長……」

「その狼おおかみにとっての最善はそれに決まっているだろう」

　和臣は統とう吾ごと目を合わさないままそう言った。

　確たしかにそれは和臣の言う通りだ。他ほかの世界から来たのだから、帰すことができるのならそうした方がいいに決まっている。

　ただ、それができないから、和臣も今ここにいるのではないか。朱あか音ねも明あき道みちも瑞みず希きも、こうやって高校生としてこの世界で生きているのではないのか。

「でもそれができるのか。そう言いたいんだよね」

　そこで口を開いたのは再び西にし岡おか。

「私は今までの研究のデータを引っ張り出して、不可能ではないと結けつ論ろんを出した。魔ま力りよくに似た反応があるこの土地と、安あん藤どうくんの大量の魔力、そしてこの狼くんほどの質量であれば、僅わずかではあるが可能性があると思う。やる価値はあるよ」

　条件は揃そろっている、と、西岡は付け加えた。

　できるのか、本当に。でも、西岡の言うことは説得力があって、それが夢物語でも希望的観かん測そくでもないと思った。

「……できるんですか」

「できるとは言い切れない。でも、できないとも言い切らない」

　もしできるのなら。それがメンマにとって一番いいこと。

　でも……。

　統吾の袖そでを朱音が小さく引っ張った。

「……メンマ、いなくなっちゃうの？」

「……ああ」

　元の世界に帰るということは、統吾たちの前からいなくなるということ。出会ってたった数日だけど、あれだけ懐なついているメンマと別れるのは辛つらいだろう。でも、飼いたいからといってメンマを帰すことを中断させるわけにはいかなかった。それはすべてこっちの勝手な話であって、メンマが望むことではきっとないから。

　朱音もそれがわかっているのか、「嫌いやだ」とは言わなかった。メンマのためにも、我慢しなければいけないのだ。

「頭、撫なでてもいいですか？」

　うつむいた朱音は、絞り出すように言った。その声には涙が混じっているようだった。西岡は「いいよ」と微ほほ笑えんだ。

　統吾たちは気を失って横たわるメンマの頭を撫でた。自分には全然懐かなかったけど、かわいかったことに間違いはない。統吾はペットを飼った経けい験けんがない。だから、こういう別れを知らない。でも、今自分が悲しい気持ちになっているということはわかった。

　やがて、統とう吾ごたちはメンマから離はなれ、代わりに和かず臣おみと西にし岡おかが傍かたわらに立った。

「水み無な瀬せさん、何かあった時のフォローをお願ねがいしていいかな」

「ええ。任せてください」

　悠ゆう子こもいる。成功の期待がさらに高まる。

　この合宿、メンマと出会うというイレギュラーな事態にはなったが、結果としてよいものだったのではないだろうか。メンマがいたことで、みんなで一つのことを考えて、協力することができた。より一層、仲を深めることができたように思う。メンマをペットとして迎えることができないのは残念ではあるけれど、元の世界に帰すことができれば、それが最高の結果だ。

　西岡が両手を広げる。すると、メンマを中心に桜さくら色いろの魔ま法ほう陣じんが展開された。

「安あん藤どうくん、後は打ち合わせ通りに。……うん、僕の予想通りだ。この時間が一番力の反応が大きい」

「ああ。わかった」

　西岡の作った魔法陣に、和臣がさらに魔力をそそぎ込む。頻ひん繁ぱんに旅りよ館かんからいなくなっていたのは、西岡とこの魔法の打ち合わせをしていたのだろう。

「……っ！」

　大量の魔力がメンマを中心に渦巻き、そこに強い風が発生した。統吾たちと一度戦っているというのに、魔力を放出する和臣からはまだ余裕がうかがえる。和臣の魔力に底なんてあるのだろうか。

「……噓うそ、すごい……」

　やがて瑞みず希きが呟つぶやいた。

　メンマの頭の上の空間に音もなく亀き裂れつが入る。皿でもなく、ガラスでもなく、空間が割れるというあり得ないことが目の前で起こった。その亀裂の向こうは真っ黒で、宇宙のブラックホールはこれを大きくしたものではないかと思った。

　これが世界の境界。統吾たちも一度は、この現象を体たい験けんしている。ただ、統吾の場合は寝ていたり酔っていたりしたので、よく覚えていない。

　世界間の行き来は偶然が重なった時でしか発生しないという認にん識しきが、今覆くつがえろうとしている。

　亀裂は小さく、メンマの体がギリギリ入るくらいだった。

「まだだ。まだこちらの世界の境界が開いただけだ。狼おおかみくんの魔力を抽ちゆう出しゆつして、そこから狼くんがいた世界を逆探知する」

　そう、世界はたくさんある。その中から、メンマのいた世界を見つけ、その世界側の境界も開く必要がある。西岡と和臣はおそらくかなり高度な魔法を展開しているのだろうが、統吾にはまったくわからない。見守ることしかできない。

　統吾は和臣の額ひたいに汗が滲にじむのを見た。さすがにこの大量の魔力を放出し続けるのは和臣にも辛つらいのか。

　何よりも、あの和かず臣おみがそこまでしてくれている。さっきまで、約束を守らないとか、横おう暴ぼうだとか、そんなふうに和臣を非ひ難なんしていた自分を情けなく思った。和臣は統とう吾ごたちよりもメンマのことを考えてくれていて、西にし岡おかにも協力を頼んでいた。人に頼みごとをするなんて、和臣の柄がらではない。それでもプライドを捨ててくれたのだ。

「会長、俺おれ、惚ほれてもいいですか？」

「貴様は少し黙だまっていろ」

　きっとこれは照れ隠しだ。

　やがて、メンマの小さな体がふっと浮いた。このまま亀き裂れつの中に入っていけば、メンマはこの世界を去り、元の世界へと戻ることができる。

「メンマ……」

　朱あか音ねが目じりを拭ぬぐう。こんな時、明あき道みちだったら肩を抱いていい言葉をさらっと言ってのけるのだろう。でも統吾にはそれができなくて、瞳ひとみを潤うるませる朱音の隣となりで黙っていることしかできなかった。

　メンマが世界の境界へ吸い込まれていく。西岡がうわずった声を漏らす。

「やった、成功だ……。これは貴重なデータになる。これを元にもっと研究すれば、きっと人間だって……」

　その時だった。宙に浮くメンマが目を覚ましたのだ。そして「きゃうっ！」と苦しそうな鳴き声をあげた。

「メンマっ！」

　それから統吾が目にしたのは、空間に亀裂が入った時と同じくらい驚おどろくべき光景だった。メンマが低く唸うなると、次の瞬しゆん間かん、メンマの体が急速に肥大していったのだ。四本の足は伸び、牙きばは鋭するどく太く、目は金きん色いろに輝かがやく。あっという間に西岡の背に並び、追い抜いていった。

「拒否反応が出てる。安あん藤どうくん、中止だ！」

「む……。やむを得んか」

　展開していた桜さくら色いろの魔ま法ほう陣じんが、まるで花が散るように細かい粒子となって消えていった。空間の亀裂も何事もなかったかのように元に戻っていく。

　残ったのは、見上げるほどの巨大な狼おおかみ。銀の毛並みに黄金の瞳。

「────っ！」

　空気を切り裂くような遠とお吠ぼえ。悠子の作った壁かべで遮しや断だんしていなければ、山を越えた遠くの街まで届くような。統吾は耳を塞ふさいだ。そのままにしていたら、鼓膜が破れ、平へい衡こう感覚を失ってしまいそうだった。

「メンマ……なの？」

　朱音が目を丸くしてメンマを見上げていた。

「さっきの魔ま法ほうがきっかけで、本当の姿に戻った。そう考えるべきかしら」

　こういう時、瑞みず希きの冷静さに助けられる。明あき道みちは「僕も同感だね」とあっさり同意。

　目の前の巨大な狼おおかみが、メンマの本当の姿。さっきまで子犬のようだったのに。信じられないと言いたかったが、今目に映っているものを否定するわけにはいかなかった。

「予想していた中で、よくない方になってしまいましたねえ」

　そう言ったのは後ろにいた悠ゆう子こ。

「悠子先せん輩ぱい、こうなるのを予想してたんですか？」

「ええ。小さい姿がメンマちゃんの本来の姿でないことはなんとなくわかっていましたから」

　メンマは賢かしこい。そこで悠子は気づいたのだという。魔力を持ち、さらにある程度の知能を持った動物は、魔力の消費を抑えるために自分の体を小さくする術を覚えることが多いらしい。メンマの体が小さかったのは、最初は弱っていたからだが、回復してからは意図的に小さい姿を維持し、魔力の消費を減らしていたのだ。

「省エネモードってことですか」

「あら、いいたとえですね。でも、今のメンマちゃんは魔力を惜しみなく放出している状態です。つまりですね……」

「つまり？」

「戦せん闘とうモードです」

　メンマの前脚が振り上げられ、無造作に叩たたきつけられた。統とう吾ご以外は横に跳び、悠子との会話に気を取られていた統吾は瑞希に蹴けられてその場を離り脱だつした。

「メンマ！　てめえ何しやがる！」

　地面にはメンマの爪つめの跡。あんなもの正面から喰くらってしまったら、体が真っ二つに引き裂かれてしまう。

「さっきの魔法が、自分に危害を加えるものだと認にん識しきしてしまったみたいですね」

「つまり、俺おれらは敵になっちまったのか」

　メンマがそう思ってしまったのも仕方ないことかもしれない。いきなり得え体たいの知れない魔法をかけられたのだから。

「メンマ！　私だよっ！　お願ねがい、落ち着いてっ！」

　朱あか音ねが必死に声をあげるが、メンマはぴくりとも反応を示さない。一番懐なついていた朱音の声が届かないとなると、完全に我を忘れていると考えていい。

「統吾、どうする？」

　明道は拳こぶしを握り構えていた。戦わなければいけないのか。できない。したくない。でも、メンマがこっちを敵とみなしている以上、自分たちも身を守らなければいけない。どうする。どうすればいい。何をすればここにいる全員が傷つかずに済む。

「くそっ……」

「ぎゃうっ……」

　その時、メンマの胴体に黒い魔ま力りよくの弾がぶつけられた。誰だれがやったのかなんて考えるまでもない。

「会長！　何するんですかっ！」

「見てわからんか。こうなった以上、この狼おおかみは危険な生き物と断定し処分する」

「処分って……やめてください！」

　朱あか音ねが叫んだ。それはこの場でメンマを殺すということ。統とう吾ごも朱音のようにやめてほしいと叫びたかった。でもそれができないのは、次に和かず臣おみが何と言うのかわかっていたから。

「では夏なつ森もり、このままこの狼を放っておいて、ふもとにおりて大量の人間を食い殺してもいいんだな」

「っ！　それは……」

　朱音は言葉に詰まる。統吾たちには、別の世界の存在を世間に露ろ見けんしないようにする義務がある。それは異能の力の存在を知ることでこの国、世界の平和が崩れてしまうのを防ぐため。メンマが一般の人間に被害を与えるようなことがあれば、退治するために魔法使いが派は遣けんされ、その存在が世間に露見する。

　だからこそ、和臣の言っていることは間違いがなくて、反はん論ろんの余地がない。

　明あき道みちも瑞みず希きも悠ゆう子こも、頭では理解しているのだ。メンマを傷つけるなんてできない。殺すなんてもっての外。でもこのままにしていたら、たくさんの人に迷惑がかかる。私情を捨てて客きやつ観かん的てきに天てん秤びんにかけた時、どちらが重いかなんてわかりきっている。わかっているから、何も言えない、できない。

　統吾は強く奥歯を嚙かんだ。

「悪く思うな」

　和臣が両手に魔力を集める。朱音は震ふるえるほど強く杖つえを握りしめている。顔は伏せられていて、表情はわからない。

「でもやっぱダメだあああっ！」

　統吾は和臣とメンマの間に立ち、放たれた黒弾をトーゴカリバーで弾はじく。でもそれは一発目だけで、連射された二、三発目は腹で受けることになった。「ぐっ……」と、体が「く」の字に折れる。

「統吾くん！」

　倒れそうになった統吾を、朱音が抱きとめる。

「邪魔をするな。往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」

「んなこと言ったって、部員を泣かせるわけにはいかないっすよ。部長なんで」

「言うことだけは偉そうだな。それなら、この狼をどうする」

　こちらに策がないことを知っていて、和臣は訊きく。考える時間を与えようという気もない。考えようにも、痛みで頭が回らない。

「ラヒダっ！」

　唐突に、どこからか、この場にいる誰だれでもない人間の声がした。それは女の子の声で、統とう吾ごは聞き覚えがあった。

　そう、この声は、昼に電話の向こうで聞こえた声。

「真ま奈な花かちゃんっ!?」

「柏かしわ木ぎ!?」

　木々の間から姿を現したのは柏木真奈花。明るい性格の統吾たちのクラスメイト。長いポニーテールを揺らして、息を切らし、悲痛な顔でメンマを見ていた。

「朱あか音ね……雪ゆき村むらくん……」

　全力で走ってきたようだ。どこかに旅行に行っていたはずの真奈花がどうしてここにいるのだろうか。それに、何か叫んでいなかったか。

「柏木、夜の挨あい拶さつは『ラヒダ』じゃなくて『こんばんは』だぞ」

「この状況で挨拶なんてしないよ！　ラヒダはこの子！　私の召しよう喚かん獣じゆうなの！」

　数秒の間があった。

「はあ!?」

　ここにきて投げ込まれた新たな事実に、統吾は頭を抱えた。世界の境界を開く魔ま法ほうに、メンマの巨大化、そして真奈花の登場に召喚獣発言。理解が追いつかないことがどんどん頭に突とつ撃げきしてきて、統吾の脳内回路は一時的に機き能のうを停止した。

「……ひゅいーん」

「変な声で気絶しようとすんなっ！」

　頭を電卓で殴られて、統吾は飛んでいきそうだった意い識しきを取り戻した。

「統吾の現実逃とう避ひはいつ見ても鮮あざやかだね」

　明あき道みちは感心したように頷うなずく。統吾にはトーゴカリバーが折れた時に、きれいに失神したという過去がある。

「ガウっ！」

「うおあっ！」

　またもメンマの爪つめが襲おそいかかる。統吾は跳びのきながらもメンマの様よう子すを窺うかがう。真奈花の言葉をそのまま信じるとしたら、メンマと真奈花は知らない仲ではないということだ。それなのに、真奈花が来てもメンマの反応が何もないのはおかしい。

「柏木！　お前からメンマに何か言えよ！　召喚獣っていうくらいなら、お前の言うこと聞くんじゃねえのか？」

「ちょっと待って！　メンマって何よ！」

「メンマはメンマだ！　そこのでっけえ狼おおかみのことだよ！」

「ラヒダになんて名前つけてくれんの君は！　ラーメンの具かっ！」

「朱あか音ねに言え！」

　真ま奈な花かはじろっと朱音を見る。朱音は「えへへ」と笑った。しかし苦笑いだ。

　このやり取りはメンマの爪つめから逃げ回りながら交わされている。メンマの様よう子すは変わらず真奈花を認にん識しきしているようには見えない。統とう吾ごたちを敵と見て、爪で襲おそいかかってくる。

「ほう。人に慣なれた部分があったから可能性の一つとしていたが、まさか生徒の召しよう喚かん獣じゆうだったとはな」

「そういえば安あん藤どうくん言ってたね。召喚獣の可能性も捨てきれないって」

　和かず臣おみと西にし岡おかは距きよ離りを置いて安全な場所で話をしている。和臣が西岡を庇かばうように立っているところを見ると、西岡に戦せん闘とう能力はないのだろう。

　これが香か奈なの聞いた和臣の会話の一部か。『しょーかん』と『そーかん』。それは『召喚』と『送そう還かん』のことで、メンマが召喚獣の可能性があるということと、元の世界に送還するという話を香奈は聞いたのだ。

　統吾たちは散開し、メンマを囲む。標的が散ったことで、メンマの爪に戸惑いが生まれ、攻こう撃げきが止まった。

「いーいみんな、これからラヒダって呼ぶんだからね」

　と前置きして、真奈花は話し始めた。よほどメンマが嫌いやみたいだ。朱音は「えー」とか言っている。

「私とラヒダはナギフリッドっていう世界で召喚の契約をしてたんだけど、こっちの世界に飛ばされてきた時にその契約が強制的に解除されちゃったの。私はてっきりラヒダを置いて自分だけこっちに来たと思ってたんだけど……」

　朱音から送られてきた写真に偶然写ってしまったメンマ改めラヒダを見て、一いつ緒しよにこの世界に来ていたことを知る。それですぐにここに駆けつけた。朱音からぷれい部が合宿をする旅りよ館かんを聞いていたのだろう。

　統吾は悠ゆう子こが言っていたことを思い出した。ラヒダが、どうして保ほ護ごされずに山の中で野生になっていたのか。同じタイミングで違う場所に世界の行き来が発生した場合、片方しか察知されないことがある。

　世界を行き来している間に召喚の契約が解除され、真奈花とラヒダは同じ時刻、違う場所にこの世界にやって来た。そして真奈花の方が察知され、国に保護されて高校生になる。一方のラヒダは気づかれることなく、野生の狼おおかみとして体を弱らせていた。これなら辻つじ褄つまが合う。

「それで、ラヒダともう一度契約はできるのかい？」

　明あき道みちの言葉に真奈花は頷うなずく。

「うん。っていうか、そのつもりで来たし。私の召喚獣はラヒダしか考えられないし」

　前にいたナギフリッドという世界で、真奈花とラヒダは長く一緒にいたのかもしれない。そうでなければ、真ま奈な花かも息を切らしてここまで走って来たりはしないだろう。

「じゃあ早く契約しちゃってくれよ。このままじゃ主に俺おれの命がやばい」

　このままラヒダが暴あばれ続けたら、最初にやられるのは懐なつかれていなかった自分だと自信がある。しかし真奈花は首を横に振った。

「ダメ。契約にはお互いの心を通わせることが必要だから。今のラヒダじゃ契約なんてできないよ」

「……完かん璧ぺきにキレてるもんな」

「契約をしていれば、私が抑えられるからこんなことにはならないんだけど……」

　その言葉に統とう吾ごはふむ、と考える。ここにきて和かず臣おみと交わした約束を確かく認にんする。ラヒダを学校に連れて帰るためには、危険ではないと証明することが必要で、懐かせるだけでは足りなかった。しかし、真奈花が現れたことで可能性が見えた。

「柏かしわ木ぎ、召しよう喚かん獣じゆうの契約をすれば、ラヒダが暴れることはないんだな？」

「うん。ラヒダに何かあればすぐに私がわかるし、私からの魔ま力りよくの供給を調ちよう節せつして、暴れないようにできるよ」

「わかった。……聞きましたか会長！」

　統吾が叫ぶ先は腕を組んで偉そうにしている和臣。銀髪の魔王は眉まゆをぴくりと動かした。

「ああ、聞こえていた。お前の言いたいことはわかる」

「なら早いです。ラヒダが真奈花と契約できたら、それをラヒダの安全の証明にしてください。俺おれとの約束、覚えてますよね」

　和臣は組んでいた腕をほどいて、眼鏡めがねに触れた。

「そうだな。柏木といったか。魔力によってその生徒の管理下に置かれるのであれば、認めてやろう」

　統吾の期待していた通りだ。魔法がある世界で生きてきた和臣だから、魔力で危険性をなくすことができるとわかれば、それを証明にしてくれると踏んでいた。

「よし。みんな、ラヒダを落ち着かせるぞ！　それでいいんだよな、柏木」

「そうだけど……そんなことできるの？　こうなったラヒダは手がつけられないよ」

「そんなのやってみなくちゃわからん。なんてったって、俺たちはぷれい部だぜ？」

「いやだからその部がかなり謎なぞなんだけど……」

　そんな細かいことは気にしなくていいのだ。統吾は剣を構えた。今のラヒダをおとなしくさせるには実力行使しかない。結果としてラヒダを傷つけてしまうことになってしまうかもしれないが、そこは割り切るしかない。悠ゆう子こに治してもらうことはできるから、少しだけ我慢してくれ。

「ラヒダ！　ちょっとの辛しん抱ぼうだ！」

　統吾はラヒダの足もとに飛び込み、剣を振った。狙ねらうは足。動きを封じることができれば、ラヒダも戦意を失うかもしれない。

「……あれ？」

　しかしトーゴカリバーの刃やいばはラヒダの足を傷つけることはなかった。代わりに聞こえたのは金属が触れ合うような高い音。小さかった時はふわふわの毛並みだったのに、今は一本一本の毛が針のように固く鋭するどい。統とう吾ごの力では刃が通らなかった。

「辛しん抱ぼうだとか言っておいて、傷もつけられないなんて……ださ」

「穂ほ科しなさん、追いうちはダメだよ。統吾、結構ショックみたいだから」

　明あき道みちが瑞みず希きをたしなめる。

「う、うるさい！　手加減しすぎただけだ！」

　やばい。ラヒダやばい。今、全力で剣を振ったのに。いや、朱あか音ねからの魔ま力りよく強化が切れていて、普通のトーゴカリバーだったからだ。だから仕方ないのだ。

　それでも普通の状態でラヒダの毛並みによる防御を抜けないことは変わりないのだが、統吾は都合よくそのことを頭の隅に追いやった。

　後ろに跳んで、ラヒダと距きよ離りを取る。視界の端に何か動くものが映ったと思ったら、それは真ま奈な花かだった。一いつ直ちよく線せんに悠ゆう子このもとへ走っている。

「ちなみに私はラヒダなしでは戦せん闘とう力りよくゼロです。助けてー副会長ー」

　真奈花は迷わず悠子の背中へ。

「あらあら。柏かしわ木ぎさんを守るのと壁かべの展開でとっても大変です。いっぱいいっぱいです」

　期待はしていなかったが、悠子から先に援えん護ごしません宣言。汗ひとつかいていないのに。やはりこの人の考えていることはわからない。

「穂科！　魔法をっ！」

「わかってるわ！」

　瑞希が電卓を叩たたく。明道が瑞希の前に出るが、ラヒダの標的は違うところにあった。

「ガウっ！」

「っ！　朱音！　撃うつんだ！」

　ラヒダの爪つめは朱音に向いていた。でも朱音なら、ラヒダをひるませる魔法くらいすぐに使うことができる。そう思っていた。

　朱音は杖つえを両手で持ったまま、その先をラヒダに向けようとしない。

「できないよ……メンマに魔法なんて使えないよっ……」

「……っ！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、統吾は駆け出していた。朱音はそのまま動こうとしない。「ラヒダだってば」という真奈花の声が遠く聞こえた。

　情が移る、という言葉がある。この何日かで、誰だれが一番ラヒダに情を移したかといえば、それは間違いなく朱音。最初にラヒダを見つけ、名前をつけ、懐なつかれて、一いつ緒しよに遊んだ。そのラヒダがどんな姿になっても、今何をしなくてはいけないかわかっていても、朱あか音ねはラヒダを傷つけることができないのだ。

　甘い。和かず臣おみであればそう言うだろう。でも、それでいいと統とう吾ごは思う。そんな優やさしい朱音を好きになって、そんな優しい朱音を守ってこそ、勇者だから。

「朱音ぇっ！」

　踏み切る。ラヒダの爪つめが朱音に届く寸前、統吾は朱音の体を抱き、勢いそのままに転がった。爪は空くうを切り、風を起こした。

「きゃっ……」

　土まみれになって、それでも統吾は立ち上がる。朱音を背に、ラヒダに剣を向ける。

「ラヒダてめえ！　あんだけ懐なついてた朱音もわかんねえのかよ！　朱音をやるくらいなら、嫌いな俺おれをやれえっ！」

「ガウ！」

　やられた。

「ぐおあっ！」

　前脚に殴り飛ばされ、統吾は木に体を打ちつけた。骨折一歩手前。多た分ぶんひびは入った。しかし気は失わない。こんな時、自分の打たれ強さ、そして瑞みず希きの殴なぐり癖ぐせに感かん謝しやする。

「おいこらラヒダ！　今のはちょっとためらうところだろ！　空気読めアホ！」

「…………へっ」

　こいつ。

「いけえっ！」

　瑞希の声。氷柱つららではない。もっと小さい、拳こぶしほどの大きさの氷の塊かたまりがいくつもラヒダを襲おそう。

　剣は通じなかったラヒダ。だが、和臣の放った魔ま法ほうは効いていた。瑞希の魔法はどうか。

　的まとは大きい、氷の礫つぶてはすべてがラヒダの体に命中した。それでもラヒダは小さく鳴き声を漏らしただけで、ダメージを受けた様よう子すはなかった。

「はっ！」

　わずかにできた隙すきを見逃さず、明あき道みちがラヒダの胴体に飛とび蹴げり。それでもラヒダはそこから微動だにしない。

「うーん、強いなあ」

　明道がどこか緊きん張ちよう感かんのない感想を述べる。ラヒダの強さと、そのラヒダに確かく実じつにダメージを与えた和臣の魔法の威力を思い知る結果となった。

「でしょでしょ？　自慢じゃないけど、私、魔法の才能はないのに、運よくラヒダと契約したおかげで国で五本の指に入る実力だったんだよね」

　悠ゆう子この陰から真ま奈な花かが自慢している。

「柏かしわ木ぎ、なんか弱点とかないのかよ！　尻尾しつぽ握るとか！　マタタビとか！」

「自慢じゃないけど弱点はありません」

「訊きいた俺おれがバカだったよちくしょう！」

　瑞みず希きの魔ま法ほうは効かない。それより強い魔法を放つことができるのは朱あか音ねだが、朱音に心を殺してまで魔法をラヒダに撃うって欲しいなんて思わない。トーゴカリバーの強化を頼むわけにもいかない。斬きったのは統とう吾ごでも、それを助けたのは自分だと、朱音は心を痛めるだろう。

「さて、僕の出番かな」

　おもむろに明あき道みちがラヒダに歩み寄る。さっきの蹴けりは全然効かなかったのに出番とはどういうことか。明道に策があるとは到底考えられないのだが、本人が出番だと言うのであれば出番なのだろう。

「ウゥ……」

　目の前まで明道が来ても手を出さないラヒダ。明道からまったく攻こう撃げきの意思が感じられず、本当に敵なのか迷っているのだろうか。そう、明道は構えもせずにただ道を歩くように近づいていく。髪をかき上げる仕し草ぐさもいつもと同じ。

「やあラヒダ。よかったら、今度一いつ緒しよにお台だい場ばにでも行こうか」
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　そしてナンパした。

　この瞬しゆん間かん、城しろ田た明道という一人ひとりの美形の少年は、周囲の時を五秒止めることに成功した。

「明道……お前、すげえな」

　素直に感心してしまった。

「ラヒダだってレディだからね。等しく僕に口く説どかれる権利があるよ」

　すごいこと言ってる。横目に映る瑞みず希きの脱力っぷりが尋常じゃない。もしマンガだったら、二頭身のデフォルメされた絵になっているところだ。目が点になっているやつ。

「おい雪ゆき村むら、あいつは実力者なのかバカなのかどっちなんだ」

　さすがの和かず臣おみも、明道の行動には口を出さずにはいられなかったようだ。まさか召しよう喚かん獣じゆうをお台場に誘う奴やつがいるとは思わなかっただろう。

「いえ、どっちでもないです。ただのイケメンです」

　明あき道みちのナンパのせいで変な空気になったが、真に受けている人間が一人ひとり。

「ちょっと城しろ田たくん、ラヒダは私の相棒なんだからね！」

　真ま奈な花かである。明道であれば、本当にラヒダを口説き落としてしまうと思ったのだろうか。実際、統とう吾ごも明道ならやってしまうのではないかと思っている。

「ああ、ごめんね柏かしわ木ぎさん。じゃあ、柏木さんも一いつ緒しよにどうかな」

「えっ？　奢おごってくれる？」

「もちろんさ」

　なんと。もしかしたら、最初からこれが明道の狙ねらいだったのではないか。将を射いるのであればまず馬から。そのことわざの通り、明道は真奈花とデートの約束を取り付けようとしていた。これが策というもの。メモ帳を持っていないことが悔やまれる。

「……っ」

　殺気。統吾は凍るような殺意を察した。ラヒダが明道を敵と認にん識しきしたのか。いや、この殺気はラヒダではない。いつもやられている統吾にはわかる。これは、瑞希だ。

「いい加減にしなさいっ！」

　大きく振りかぶって、瑞希が氷の塊かたまりを投げた。見とれるようなそのフォーム。スカートで足を上げるから際きわどいところまで覗のぞいてしまうが、お構いなしに瑞希は全力投球。

　問題なのは、その狙ねらいがラヒダではなく明道だということだった。

「それじゃあデートはまたの機き会かいに」

　さわやかに言い残し、明道は錐きりもみ回転で、キラキラと輝かがやきながらスローモーションで夜空へ消えていった。本日二度目である。

　翌日、この地域の新聞に小さく『ＵＦＯ出現、まさかの連チャンか』という記事が載ったことをぷれい部一同は知らない。

「穂ほ科しな、貴重な戦力になんてことを！」

「あいつは痛い目に遭った方がいいのよ」

「俺おれもそう思う」

　自分がナンパなんてしたら殴られるか職しよく務む質問受けるかどちらかなのに、イケメンだから許されるなんて許さない。

「統とう吾ごくん、ひどいよぉ」

　朱あか音ねは心配そうに明あき道みちが消えていった星空を見上げている。明道のことだから、そのうち無傷で帰ってくる。

　明道という尊い無む駄だな犠ぎ牲せいを払っても、ラヒダが正気に戻る気け配はいはない。やはり、攻こう撃げきによって弱らせるしかないのか。だが、統吾の剣も瑞みず希きの魔ま法ほうも、明道の色気も効かない。頼みの朱音は、ラヒダに魔法を使うことができない。

　攻撃の対象を選ぶのに特に理由などなく、おそらく目についた相手に襲おそいかかっているラヒダは、次に瑞希を視界に入れた。黄金の瞳ひとみが商人の少女を睨にらみつける。対する瑞希は電卓に指を置き、迎むかえ撃うつ構えだ。

「強いの撃つから、ちゃんと守りなさいよ、明道」

　と、ここにはいない男の名を呼んだ。

「いねえよあいつ！」

「はあ？　こんな時にどこ行ってんのよ！　……あ」

　そして瑞希は夜空を見上げた。そこにはたくさんの星がちりばめられており、その中のどれが明道なのかはわからない。

　ラヒダの爪つめはもう迫ってきていた。瑞希はジャケットのポケットから魔法の玉を取り出すと、それをラヒダの顔めがけて投げつける。玉は小さく爆ばく発はつし、威力はないものの煙はラヒダの視界を奪い、隙すきを作り出す。

　あの玉、明道より役に立ってるな。

　それでも瑞希の魔法はまだ完成しない。電卓に打ち込む計算式が長い。瑞希の魔法の威力は計算式の長さに比例する。それならば、これから放とうとしている魔法には期待してもいいだろう。

「ラヒダこっちだ！」

　統吾は腰にさげていた鞘さやを投げる。運よくそれはラヒダの眉み間けんのあたりにぶつかり、ラヒダの注意を引きつけた。瑞希に目配せ、瑞希は小さく頷うなずいた。

「っ！」

　強く後ろ脚を蹴けり、ラヒダが突進してきた。鼻先でかち上げようとしてきたところを、剣を立て、受ける。統吾は靴で地面を抉えぐりながら後退していく。なんて力だ。トラックに突っ込まれたらこんな衝しよう撃げきなのだろうか。

　木に背中をつけ、なんとかラヒダと押し合いの状態に持ち込む。目の前にはラヒダの牙きば。統吾の顔よりも大きな牙が奥まで並んでいる。こんなのに嚙かまれたらあっという間に食いちぎられてしまう。

「グウゥ……」

　ラヒダは唸うなり、力で統とう吾ごを押し切ろうとする。後ろの木が軋きしむ音が聞こえた。

「てめえ、助けてやって餌えさまでくれてやって、朱あか音ねに散さん々ざん撫なでてもらいやがって、幸せ者なんだぞお前は！　ホントは俺おれだって頭撫でて欲しいのに！」

「えっ？　そ、そうなの統吾くん」

　でかいラヒダが前にいるせいで、朱音の声しか聞こえない。ついでに「真まに受けなくていいわよ」という瑞希の声も。

　統吾は持っていた剣を離はなし、身をかがめた。ラヒダは剣を飛ばし、勢いは止まらずに統吾が背をつけていた木をなぎ倒す。ラヒダの牙をやり過ごした統吾は、自動的にラヒダの腹の下に潜もぐることになる。

「この恩知らずがあああっ！」

　膝ひざを曲げ、伸ばし、両足で地面を蹴り、拳こぶしを固め、突き上げる。誰だれもが知っている格かく闘とうゲームの技を思い描きながら、統吾は渾こん身しんのアッパーカットを繰くり出した。

　感触は、痛い。針のような毛が何本も統吾の拳に突き刺さる。でも、腹の部分は他ほかと比べて毛並みがそれほど硬くない。刃やいばを防ぐほどの鉄てつ壁ぺきの防御はここにはない。

　ラヒダの巨体を浮かす、までは至らなかったが、ラヒダは身をよじって四本の足をもつれさせた。効いている。今の痛みで正気に戻れ、ラヒダ。

「────っ！」

「くうっ……」

　周囲の物を震ふるわせるような咆ほう哮こう。超音波の攻こう撃げきを受けているようだ。こいつ、まだまだやる気かよ。

　また腹に潜もぐって殴りつけるか。いや、同じ手が通用するほど、ラヒダはバカじゃない。それに、今の一撃でダメージを受けたのは統吾の拳も同じで、右手でもう一度は殴れない。

「できたっ！」

　瑞みず希きの魔ま法ほうが完成した合図。そして瑞希は大きく上に跳んだ。

　途と端たんに、気温が低くなった。凍こごえるほどの冷気は空中にいる瑞希を中心に渦巻き、集まっていく。小さい氷の粒がくっつき、形を作っていく。統吾も知っているある動物。それに翼つばさをはやした、どこか神こう々ごうしい姿。

「……かっけえ」

　氷のペガサス。それはもはや氷というよりクリスタル。透明な体と翼をもった空飛ぶ馬は、瑞希に手た綱づなを握られ、羽ばたいていた。

「上位魔法……初めて成功したっ」

　どうやら瑞希も初めてだったようだ。興こう奮ふんに顔が上気している。

　なんだか、瑞希に全部持っていかれたような気がしてならない。

「穂ほ科しなそれカッコよすぎねえか!?　牛にしとけ牛に！」

「嫌いやよ！」

　手た綱づなを引き、ペガサスは夜空を駆ける。見た目がカッコいいというのは十分すぎるほどわかったが、この後はどうするつもりなのだろう。確たしかにラヒダを翻ほん弄ろうすることはできるが、無視されたらそれまでだ。

　ペガサスは高く高く舞まい上がっていく。そしてある地点でＵターンし、今度は落ちるように地上に向かって走ってきた。そのスピードはまるで流星のごとく。

　まさか……。

「いっけえええええっ！」

「ぶつけるもんなのかそれ！」

　正面衝しよう突とつ。誰だれもが予想していなかった体当たり。本当は色々と使い方があるらしいのだが、初めてなのでよくわからなかった。とりあえずぶつけてみた。後悔はしていない。と、後日瑞みず希きは語った。

　ぶつかる直前に瑞希は馬から飛び降り、華か麗れいに着地した。氷のペガサスはラヒダとの衝突に耐えられずに砕け散った。

「キャウっ……」

　統とう吾ごの拳が腹に突き刺さり、間かん髪ぱつ入れずに瑞希が高威力の魔法をぶち込んで、明らかにラヒダはダメージを受けていた。

「瑞希ちゃん！」

　朱あか音ねの悲痛な叫び。しかし瑞希は朱音を一いつ喝かつした。

「あんたの言いたいことはわかってる。私だって嫌いやよ。でも、この子を助けるには今何をしなくちゃいけないか考えなさい！」

　瑞希だってラヒダがかわいくないわけないのだ。それでもラヒダのために心を鬼にしている。朱音も瑞希も、どちらも優やさしさの形だと思った。

「いや、朱音は攻こう撃げきしなくていい。朱音はそれでいいんだ」

「何よ。私は攻撃してもいいの？」

「まあ、穂ほ科しなはそういうキャラだし」

「私が容よう赦しやないみたいな言い方しないでよ！」

「じゃあ俺おれを殴るのやめてくれません!?」

　ぎゃあぎゃあ言い合っていると、ラヒダが瑞希に向けて突進してきた。ダメージが蓄ちく積せきしているラヒダの突進に、さっきまでの勢いはない。瑞希は氷の壁かべでそれを防ぐ。統吾は木に向かって跳び、そこから幹を蹴けってさらに跳ぶ。動きの止まったラヒダの背に乗った。

　弱点はないが、死角はある。ここはラヒダが絶対に攻撃できない場所。

「うおっ……」

　ラヒダが暴あばれる。これがロデオというやつか。振り落とされたら確かく実じつに爪つめの餌え食じきになる。統とう吾ごは毛を摑つかみ、耐える。

　統吾が背中に乗ったのにはある目的があった。腹を殴っても、ラヒダは怒るだけで余計に我を失っていく。それならば、別の手段で刺し激げきを与えてやる。つまり音。耳元で怒ど鳴なりつけてやろう。狼おおかみも犬と一いつ緒しよで、鼻も耳も人間とは段違いに高性能だ。そして防御ができないところでもある。大声で、直接脳を揺らすのだ。

「なかなかいい考えじゃない」

　さすが瑞希、統吾が何をするつもりか察してくれたようで、統吾に気を取られているラヒダの足を一本氷こおり漬づけにする。ラヒダの動きが鈍にぶくなったところで、統吾は背中の上を移動し、首を渡り、頭の上に立つ。

　何て怒鳴ってやろうか、セリフを考えながら耳を摑んだ時だった。

「ひゃんっ……」

　と、今のラヒダからは想像できないような声が聞こえ、激はげしく身をよじった。どうした。まだ何も言っていない。ただ耳を……。

「もしや……えい」

「ひゃうんっ」

　統吾が耳を摑むというより撫なでてみると、ラヒダは巨体を震ふるわせ、高く変な声を漏らす。そこに獰どう猛もうさなど微み塵じんも感じられない。

「……ほほう。なるほどなるほど」

　統吾は耳を摑む手に力を込めた。ラヒダは弱々しい鳴き声を漏らしてついに前脚を折り座り込んでしまった。

　真ま奈な花かですら知らなかったラヒダの弱点。まさかこんなところだったとは。人は動物に触れる時、たいていはまず頭を撫でる。人間を含め、ほとんどの動物がそれを気持ちいいと感じるからだ。統吾たちも例外ではなく、ラヒダと接する時は頭を撫でていた。ラヒダは気持ちよさそうにしていたが、それには耳に触れられていたからというのもあったのだ。頭を撫でようとすれば、自然に耳にも触れる。

「メンマ？」

　急にしおらしくなったラヒダに、朱あか音ねは戸惑っているようだった。

「朱音、もう片方の耳を頼む。攻こう撃げきするんじゃないぞ。むしろかわいがってやれ」

　言いながらも、統吾はひたすらラヒダの耳をくすぐっている。

「えと……それなら……」

　もはやラヒダから殺気は感じられない。朱音は「ごめんね」と言いながらラヒダの頭に乗り、耳に触れた。耳の部分は毛が薄うすく、その分敏感なのだろう。

「そうかそうか、ラヒダは耳が弱いのか。朱音、ふうってやってみ」

　統吾は急にラヒダに親近感を覚えた。実は統吾も耳が弱い。ふざけた姉が耳に息を吹きかけ、統とう吾ごは「あふんっ」とか言いながらへなへなと座り込んでしまうのだ。

「じゃあ、ふぅ……」

「ひゃぃん……」

　次の瞬しゆん間かん、ラヒダの体はみるみるうちに縮ちぢんでいったのだった。







　再び小さな姿に戻ったラヒダは、十五分くらい気を失っていた。その間に統吾たちはここで激はげしい戦いがあったという証拠を隠す作業をした。大きな爪つめの跡の上から土をかぶせ、なぎ倒された木は強引に地面に突き刺した。放っておいて一般の人に見つかってしまったら、怪物が出る山という噂うわさがたってしまう。

　だいたいの作業を終えたところでラヒダが目を覚ました。目を開けた先には真ま奈な花かがいて、暴あばれまわって疲れているはずのラヒダは嬉うれしそうに真奈花に飛びつく。それは朱あか音ねに懐なついているのとはまた違う、信頼しきっているという様よう子すで、しきりに真奈花の頰ほおを舐なめていた。

「ラヒダっ、覚えててくれたんだねっ」

　真奈花の目には涙。もう会えないと思っていたラヒダと再会し、腕に抱くことで、一いつ緒しよにいた時のことを思い出しているのかもしれない。召しよう喚かん獣じゆうと聞くとそこにあるのは主従関係のように思えるが、この二人ふたりはそれとは違う、もっと対等な、特別な関係なのだろう。

「うぅ、よかったよぉ……」

　朱音は早速もらい泣き。ラヒダが元に戻ったことと、真奈花が再会できたこと、どちらにも感動しているのだろう。盲もう導どう犬けんのドキュメンタリーとか観みたらボロボロ泣くなこれは。

「みんなありがとう。それとごめんね。ラヒダがたくさん迷惑かけちゃって」

　ラヒダを抱きながら、真奈花が頭を下げた。統吾と朱音、そして瑞みず希きといつの間にか戻ってきた明あき道みちは顔を見合わせて、笑った。

「そうでもねえよ。俺おれらもラヒダと遊んで楽しかったし」

「うんっ。それに、またメンマと遊べるんだよねっ」

「だからラヒダだって」と真奈花はこまめに訂正する。

「交代で世話をするっていうのもいいわね」

「それじゃあ柏かしわ木ぎさん、今度お台だい場ばで」

　明道がびしっと瑞希にツッコまれたところで、柏木はラヒダとの話をした。これだけ大おお騒さわぎになってしまったから、ちゃんと経けい緯いを話しておかないといけないと思ったのだろう。統吾としては別に詮せん索さくしようと思っていたわけではないが、真奈花の気がおさまらないと言うので、悠ゆう子こと和かず臣おみを含めて真奈花の話を聞いた。

　ちなみに西にし岡おかは、今回の魔ま法ほうの失敗のデータを早く検証したいからと言って先に帰ってしまった。結果として魔法が失敗したおかげで真奈花とラヒダは再会できたわけだが、研究者として失敗は悔しいことだろう。

「私の世界、ナギフリッドっていうところでは、魔ま法ほうといったら召しよう喚かん魔法なの。だから、朱あか音ねみたいな魔法使いはほとんどいないんだ」

　ナギフリッドで生きる人々は召喚魔法に憧あこがれていて、真ま奈な花かも例外ではなかった。そして念ねん願がんの召喚魔法士になり、魔ま獣じゆうと契約をすることになった。基本的に同じ魔獣と一生を共にすることになるので、最初の契約がその魔法士の将来を左右する。真奈花にはそれほど魔法士としての才能はなかったが、運よくラヒダという強くて賢かしこい魔獣と契約することに成功する。

　真奈花はラヒダをかわいがり、ラヒダも真奈花を信頼し、いい関係を築きずいていた。二人ふたりは人々の助けになるために一いつ生しよう懸けん命めい仕事をし、評判もよかった。

「やっぱりメンマはいい子なんだねー」

　朱音がラヒダの頭を撫なでると、気持ち良さそうに目を細めた。さっきまであれだけ暴あばれていたというのに、なんとも憎たらしい奴やつである。

「でもね、戦争が始まっちゃったんだ……」

　真奈花の言葉に、少しだけ空気が重くなる。

　戦争とは魔物とではなく、隣りん国ごくとの人間どうしの戦い。当然、魔法士たちは前ぜん線せんに出ることになる。戦争には反対の真奈花も国の命令に逆らうことはできず、ラヒダと共に戦場に出向くことになった。

「それで、戦争の最中に何かの事故に遭あってこっちに？」

　明あき道みちが訊きくと、真奈花は首を横に振った。

「ううん。戦争は終わったの。私たちの国の大勝利」

　よかったじゃん。とは言えなかった。統とう吾ごはこの世界の戦争の時代に生きていたわけではないが、悲惨さは知っている。

　そして真奈花は勝利に貢献したとして、国から表ひよう彰しようを受けることになる。心を殺した真奈花とラヒダは戦場で伝説になるほどの活かつ躍やくをしたのだという。真奈花は報ほう奨しよう金きんを貰もらったら、ラヒダと一いつ緒しよに田舎いなかでゆっくりと暮らそうと考えていた。

　でも、それは国が許さなかった。隣りん国ごくを領土とした真奈花の母国はさらなる進出を目もく論ろみ、召喚魔法士の強化をする方針を固めた。その教官として真奈花とラヒダを抜ばつ擢てきしたのだ。

「ふん。愚かな王だ。一度戦争に勝利したのなら、まずは傘さん下かに入れた国の内部の調ちよう整せいと民たみの生活を保障するよう動くべきだ。調子に乗ってさらに領土を広げようなど愚の骨頂だな」

　和かず臣おみは統治者として口を挟まずにはいられなかったのだろう。それにしても魔王のセリフとは思えない。和臣のいた世界では、優ゆう秀しゆうな統治者である和臣のもとで平和に暮らす魔族と、頭の悪い王のもとで殺さつ伐ばつとしている人間という正反対の構図ができあがっていたと聞いている。もし真奈花の世界に和臣がいたら、平和になっていたのだろうか。

　悠ゆう子こ以外の全員が和臣のことをぽかんとした目で見ていたが、和臣は気にしたふうもない。

　真ま奈な花かは続けた。

「私はそんなの嫌いやだったから断ったんだ。でもしつこくて、逃げ出すことにしたの」

　伝説の魔ま法ほう士しから、追われる身へ。逃げれば諦あきらめてくれるかと思ったが国も執しつ拗ようで、真奈花とラヒダはある洞どう窟くつへ逃げ込んだ。

「その洞窟の中は魔力の流れが乱れてるところで、そこで召しよう喚かん魔法を使ったら魔力が暴ぼう走そうして、きっと境界が開いちゃったんだと思う」

　そこからはここにいる皆と同じで、この世界に来て保ほ護ごされ、学校に集められる。違ったのは、ラヒダも一いつ緒しよに転移していて、離はなれ離ばなれになってしまっていたこと。

「なんつうか……壮絶な過去だな」

　アーチバールの魔王を倒して、その後の宴うたげで酔っぱらった魔法使いが魔法を失敗してこの世界に戻ってきてしまったというエピソードがものすごくちっぽけに思える。

「私は前の世界に未練はないし、この世界が好き。それにラヒダもいればもう幸せいっぱいだよ。みんなには本当に感かん謝しやしてる」

　真奈花は満面の笑えみだった。

　そして、真奈花とラヒダは再び契約をする。真奈花が何か聞き取れない言葉を羅ら列れつした。おそらく真奈花の世界の言葉で、呪じゆ文もんというものなのだろう。正面に立つラヒダを光が包む。ラヒダは抵抗する様よう子すも見せず、真奈花をじっと見ていた。

　真奈花はしゃがんでラヒダと視し線せんを合わせると、そっとラヒダの鼻に口づけをした。その瞬しゆん間かん、光が弾はじけ、真奈花の左手の甲とラヒダの左の前脚に同じ紋様が刻まれた。文字とも絵とも見えるそれが、契約の証あかしなのだろう。

　その儀ぎ式しき自体は数分で終わり、ラヒダは真奈花の召喚獣じゆうとなった。

「召喚ってよくわからないんだけど、ラヒダはどうなるんだ？　他ほかの空間にいて必要な時に呼び出す感じか？」

「この世界のゲームってそういうの多いよね。でもそんなことないよ。ラヒダとは一緒に生活できるし。ラヒダのエネルギーになる魔力を私から供給するようになるの」

　もし離はなれた場所にいてもラヒダの様子がわかるし、すぐに呼び寄せることもできるようになるという。肝心のラヒダの他の生徒に対する安全性であるが、常に真奈花から供給する魔力を制限しておけば、ラヒダは子犬同然になる。今回、ラヒダが巨大化して暴ぼう走そうしたのは、統とう吾ごたちが弱っているラヒダを助け、魔力を与えてしっかり回復させてしまったせいだったのだ。それに関しては知らなかったのだから仕方ないと胸を張るしかない。

「ってことで、ラヒダは学校に連れて帰っていいですよね、会長」

「ああ、問題ない。柏かしわ木ぎ真奈花、責任を持って管理しろ」

「はいっ」

　真奈花はしっかりと気をつけの姿勢で返事をした。緊きん張ちようしているようだった。和かず臣おみが背を向けると、「うわー、会長と喋しやべったの初めてだよー」と汗を拭ぬぐう仕し草ぐさを見せる。統とう吾ごは当たり前のように話していたが、和かず臣おみは強大な魔ま力りよくを持つ恐怖の生徒会長なのだ。恐れ多くて距きよ離りを置く生徒も多い。

「会長」

　統吾は和臣の前に立つ。それを見て、朱あか音ね、瑞みず希き、明あき道みちも。「何だ」とわずらわしそうにしている和臣に、統吾たちは深く頭を下げた。

「約束破ったとか、色々言ってすみませんでした。会長はラヒダのこと考えて、西にし岡おかさんにも頼んでくれて、境界を開いてラヒダを帰すためにすごく大量の魔力まで使ってくれたのに……」

「ふん。お前に謝あやまられるなど気味が悪い。やめろ」

　和臣は踵きびすを返し、歩いていってしまった。統吾は和臣の足音が遠ざかるまで頭を下げていた。でも和臣だって悪い。あれだけ怪しい行動をした上に、あんな怖い顔をしているから誤解を生むのだ。声には絶対出さないけど。

「それにしても、すごい合宿だったね」

　山をおりながら、明道が息をついた。朱音、瑞希、真奈花の三人は前を歩き、何やらお喋しやべりをしている。おそらくラヒダのことだろう。統吾と明道、そして悠ゆう子こはその少し後ろを歩いていた。

「確たしかに……。まさかこんなことになるとはな」

　親しん睦ぼくを深めるという目的で行われたぷれい部の合宿。ラヒダを見つけ、和臣と約束をし、実はクラスメイトの召しよう喚かん獣じゆうだった。温泉につかりながらのんびりと楽しめればいいと思っていたのに、結果として濃のう厚こうな三泊四日を過ごすことになった。

「でも、私は楽しかったですよ。やっぱり、統吾くんの近くにいると楽しいことが起きますね」

　悠ゆう子こは癒いやしの微ほほ笑えみ。それに関しては、言いたいことがないこともない。

「あの、こう言っちゃ悪いんですけど、悠子先せん輩ぱいって、ちょっと距きよ離り置いたところから見て楽しんでません？」

「あら、心外ですね。そんなことないですよ」

　まあ、そこにはあまり深くツッコまないようにしよう。悠子がいて助かったことの方が多いわけだし。主に統吾の傷を治すという面において。

　旅りよ館かんが見えてきた。急に飛び出してきてしまったから、香か奈なが心配しているかもしれない。主人に怒られるかもしれない。言い訳を考えておかないと。

「戻ったら温泉入るか」

「そうだね。汗もかいたし」

　二回も夜空の星になったのに、服にも髪にも乱れがないのが不ふ思し議ぎであるが、もうそれは明道だからという理由で片づけてしまった方がよさそうだ。

　すると、前を歩く朱音が振り返った。その腕にはラヒダが抱かれている。

「統とう吾ごくーん、メンマがね、統吾くんに会いたいってー」

「ん？　何だ？」

　統吾は早足で朱あか音ねたちに追いつく。真ま奈な花かと契約をしたことによって、真奈花とラヒダは意思の疎通ができる。ラヒダが話すことはないが、真奈花を通訳のようにして伝えることができるのだ。

「だからラヒダだってば朱音。あのね、この子が雪ゆき村むらくんを呼んでるの」

　朱音に抱かれたラヒダと目が合う。自分にだけ懐なつかなかったこいつが何の用だろうか。

「どうしたラヒダ。俺おれに懐く気になったか？」

「『お手をしろ』だってさ」

　真奈花の通訳。なんでこいつに命令されてお手をしてやらなければならんのだ。しかもこいつ嚙かむし。

「統吾くん、してあげなよ」

　朱音に言われ、統吾は渋々手を出す。

「ほら、お手。嚙むなよ」

　嚙まれた。

「いっ……！　あれ？」

　痛くない。嚙まれているが、痛くない程度に優やさしく。それは甘嚙みというやつだった。

「ラヒダなりの友情の証あかしなんじゃない？」

　きっと、暴あばれていた時にあんたが死ぬ気で戦ってくれたのを覚えてるのよ、と、瑞みず希きは薄うすく笑っていた。

「なはは。ってことは賭かけは俺の勝ちだな」

「……うっ、そうだったわ。ま、しらばっくれたりしないから安心して」

　瑞希は商人。それが個人での賭けであっても契約違反は絶対にしない。さて、これは面おも白しろくなってきた。

　統吾は友情を交わしたラヒダの頭を撫なでてやる。

「はは。お前かわいいじゃないか。よし、それなら俺から『阿あ田だ村むら』という名前を授けようじゃないか。今日きようからお前は阿田村だ」

　嚙かまれた。本気で。

「いってええええっ！」







　篠しの宮みや旅りよ館かんの温泉は、夜の二時まで入ることができる。統吾たちが旅館に帰ってきたのは日付が変わる直前で、主人には町まで出ていってお土産みやげの物色をしていたと話した。

　この温泉の効能は知らないが、どの温泉にも共通しているのは疲れを癒いやす効果があるということ。統とう吾ごと明あき道みちはすぐに温泉に入ることにした。

「ふぃー……。バトルした後は格段に気持ちいいな、こりゃ」

「そうだね。他ほかに人もいないし、のんびりしようか」

　深夜というのもあって貸切り状態だ。あまり期待はしていなかったが、和かず臣おみは来ていない。今回のことで、統吾は少し和臣のことを知った。悠ゆう子こが言っていたように友達になるとまではいかないけれど、距きよ離りは縮ちぢまったような気がする。あくまで気がする程度だけど。

　真ま奈な花かはどうにか終電に間に合って、一いつ緒しよに旅行をしていた友達のところにラヒダを連れて戻っていった。急に旅行を抜け出してしまったわけで、事情を説明しなければいけない。明日あしたは寮りように戻って、ラヒダを飼っていいか寮母の奈な々な子こにお願ねがいだ。もちろん統吾たちも一緒にお願いするつもりだし、奈々子のことだから快かい諾だくしてくれるだろう。

　統吾は女湯との壁かべを見た。朱あか音ねたちも入ると言っていたから、そろそろ声が聞こえてくるだろう。温泉に入るのもこれで最後。のんびりゆっくりつかろう。

「ねえ、統吾くん」

　ほら。朱音が来た。が、声が聞こえてくる場所が違う。壁の向こうからではない。朱音の声は、男湯の脱衣所から。統吾のいる湯船から脱衣場は正面にあたり、間に何があるわけでもなく曇くもりガラス一枚でしか隔てられていない。

「あ、朱音っ。そこにいるのか!?」

　曇くもりガラスの向こうに見えるは白と肌はだ色いろ。おそらくタオルを巻いた朱音。カラカラと扉とびらが開き、朱音が顔をのぞかせた。

「う、うん。あのね、女湯に入ろうとしたら貼はり紙がみが貼ってあって……。『ボイラーが爆ばく発はつしたので男湯を使ってください』って……」

「爆発したの!?」

　それ大惨事だろ。なんで普通に寝静まってるんだよ篠しの宮みや旅りよ館かん。

「それで、混浴になるからこれをどうぞってメモが……」

　朱音が男湯に入って来た。ヤバい。タオルタオル。統吾は置いてあったタオルをひっつかむと腰に巻いた。

　恥じらいに頰ほおを染める朱音と、むき出しの肩。それだけでも統吾は感動を禁じ得ない。外れると痛いけど、見えると嬉うれしいものってなーんだ。答え、肩。

　統吾がなぞなぞを一つ解いたところで、朱音はなんと、バスタオルに手をかけた。

「おおぉぉぉ……」

　おもむろに、朱音が巻いていたバスタオルを取り払った。大胆過ぎませんか朱音さん。高校生ですよ朱音さん。

「どう、かな……？」

「バッチリっす！」

　そこに現れたのはビキニの水着。明るい色のチェック柄がらで、下はスカートになっている。活発な朱あか音ねによく似合っていた。

「へえ。気が利いてるね、この旅りよ館かん」

「だよなあ、だよなあ明あき道みちぃっ」

　統とう吾ごはバシャバシャと水面を叩たたき、それはもうはしゃいだ。ここで披ひ露ろうされたのは朱音の隠された武器、着やせ。外見や言動から幼い印象を受ける朱音だが、実は脱いだらすごいのだ。それは文化祭の美少女コンテストで証明されており、その幼い顔とスタイルのミスマッチが男たちの心を見事に捕らえた。

　眩まぶしい。夜なのに眩しい。まるで女神のように朱音が輝かがやいている。

　ふと、統吾は考えを巡らせる。なるほど、これは香か奈なの仕業だ。貼り紙と水着を用意して、一いつ緒しよに風ふ呂ろに入るように仕組んだのだ。あのおマセさんめ、なかなかの策士ではないか。今度、お歳せい暮ぼを贈おくります。

「ちょっと恥ずかしいけど、温泉には入りたいし、最後だからみんなで入るのもいいかなーって、瑞みず希きちゃんと話して……」

「ん？　穂ほ科しなもいるのか？」

「うん。ほら瑞希ちゃん、こっち来なよー」

　たっぷり十秒くらい待つと、脱衣所から瑞希が出てきた。まあ、その前から曇りガラスにモジモジしている姿が見えていたんだけど。瑞希は氷の玉を持っていて、おそらく中にアイスが入っているのだろう。

「……あんまり見ないでよ」

　と言われても、釘くぎ付づけになってしまうのは当然で。
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　瑞希は白のワンピース。肩ひもがない代わりに首にかけるような形になっていて、それ以外模様らしい模様はない。でもそれがスレンダーな瑞希にぴったり似合っていた。控えめな胸も魅み力りよくを引き立てていると言ったら本人は怒るだろうが。

「穂科、すげー似合ってんじゃん。恥ずかしがることないと思うぞ」

「うん。きれいだよ、穂科さん」

「……っ、なんでこんな……恥ずかしい」

　ぷいっとそっぽを向いて、瑞希は温泉につかった。恥ずかしいと言うけれど、水着もなくタオル一枚の統吾と明道の方が、よく考えたら恥ずかしい格好だということを忘れないで欲しい。

　瑞希は氷を割って、中からアイスを取り出して食べ始めた。と、あっという間に顔が緩ゆるむ。熱あつい湯の中で冷たいアイスを食べるというのもささやかな贅ぜい沢たくだ。

　四人は温泉につかり、疲れを癒いやす。

「そういや悠ゆう子こ先せん輩ぱいは？」

　一人ひとり足りないぷれい部。その一人の水着姿を見たくないといえば大おお噓うそになる。

「誘ったんだけど、なんだか疲れてたみたいで、部へ屋やのお風ふ呂ろで済ませちゃうって」

「そっか、まあ無理に誘うわけにもいかんよな」

　悠ゆう子こが疲れるというのは想像しにくいが、思い返してみれば一番気を張っていたのは悠子なのかもしれない。学校の外で魔ま法ほうが飛び交うことになり当然のように壁かべを張る役回りになったが、気を緩めたら魔法が外に出てしまう。さらにはラヒダの巨大化により、ラヒダが山を下りて人前に姿を晒さらす危険性も出てきてしまった。真ま奈な花かも来なくて、もし統とう吾ごたちが突破されでもしたら、抑えなければいけないのは悠子。魔力はあり余っていたかもしれないが、神経の消しよう耗もうはかなりのものだったのではないだろうか。

「水着も用意してあったんだけどなー、ひもみたいなやつ」

「ちょっと呼んでくる」

「待ちなさいよ」

「あ、やめて、タオル引っ張らないで！」

　これはシャレにならない。統吾はすでに一度、朱あか音ねたちに『然しかるべきもの』を見せてしまっている。さすがの統吾も、二度も見られたら立ち直れない。いや、逆に開き直るかもしれない。目覚めるかもしれない。

　瑞希がいくつもアイスを持ち込んでいたので、それを食べながら、四人で温泉の時間を過ごす。お湯が透明だから、どうしてもチラチラと目がいってしまいそうになるのだが、そこをぐっと堪こらえる。そんなやらしい勇者がいてなるものか。

「やっぱり思い切ってこっちに来てよかったよー。楽しいねー」

　二人ふたりの水着姿に高鳴っていた胸がようやく落ち着いてきた頃ころ、朱あか音ねが言った。それには全面的に賛さん成せいで、水着と温泉を抜きにしても、こうやって集まっていると心が休まるのを感じる。家族や友達と離はなれて暮らすことになって、寂しくないはずなんてない。でも、こうやってみんなでいると、それを吹き飛ばして楽しくなれる。ここにいる全員がそう思ってくれていると嬉うれしい。

「おい、明あき道みちちょっと」

「なんだい？」

「…………」

　統とう吾ごは明道を呼び寄せ、小さく耳打ちした。明道は大きく頷うなずく。

「朱音ちゃん、統吾が背中流して欲しいってさ」

「ばっ……言っちゃうなよ！　どうやったら自然な流れになるか相そう談だんしたのに！」

「ははは」じゃねえよこのイケメン。ちらりと朱音を見ると、お湯のせいかどうかわからないが、頰ほおを染めていた。

「私は……別に、その……いいけど……」

「いいの!?」

　と同時に、統吾は跳んでいた。空中で一回転し、壁かべ際ぎわの備えつけのシャワーの前へ。ストンと、風ふ呂ろ椅い子すの上に着座する。

「お願ねがいします！」

「わ、早いよ統吾くん」

　前の鏡かがみに朱音の姿が映る。平然と座っているように見える統吾であるが、内心はとても緊きん張ちようしていた。女の子に背中を流してもらえるなんて、なんだこの旅りよ館かんは、天国かどこかか。

　そっと、タオルが統吾の背中にあたる。そのままゆっくりと上下に動く。いつも自分でしていることなのに、人にしてもらうというだけで、こんなにも感覚が変わるものなのか。すごく気持ちいい。

「ま、まあアレだな。勇者の労をねぎらうのもパートナーの役目かな」

　黙だまっているのが我慢できなくて、口をついて出たのはそんな言葉だった。

「あ、そうだねー。お疲れ様、統吾くん」

「おう、朱音もな」

「それで、あの、ごめんね。私、何もできなくて……」

　きっと朱音は、狂きよう暴ぼう化かしたラヒダに攻こう撃げきできなかったことを気にしているのだろう。もし自分がラヒダに魔ま法ほうを使えていたら、もっと早く戦いを終わらせることができていたかもしれないと。

「いや、謝あやまることないよ。魔ま法ほう使つかいができない分は勇者がやればいいんだ」

「でも、私は統とう吾ごくんのパートナーになれるようにって……」

　鏡かがみの中の朱あか音ねの瞳ひとみは伏せがちで、涙がこぼれ出してしまいそうだった。自分はこんなに弱い勇者なのに、そのパートナーであることを気負ってくれている。その気持ちが申し訳なくて、なんだか、統吾の方が泣きだしてしまいそうだった。

　統吾は頭から水をかぶって、それをごまかした。

「魔法使いは勇者の部下じゃないんだ。だから、朱音にできないことがあれば俺おれが代わりにやるし、俺にできないことがあれば、朱音に助けて欲しい。そんな関係じゃ、ダメか？　俺はそっちの方がいいな」

　悠ゆう子この受け売りに、ちょっと自分の気持ちを込めて。

　背中を洗う動きが止まった。鏡に映る朱音はうつむいていて、よく顔が見えなかった。でもやがて顔を上げると、そこにはいつもの明るい笑え顔がおがあった。

「うんっ。やっぱり統吾くんはカッコいい勇者だねっ」

「うわっ……」

　抱きつかれて、体が硬直する。なんといっても朱音は水着、統吾は裸。二人ふたりの間には布が一枚だけ、もうほとんど直接といっていいほどの感触が背中に伝わってくる。ああ、この背中一生洗わない。

「なんか、統吾のくせにいいこと言ってるわね」

　湯船には二個目のアイスを頰ほお張ばる瑞みず希きと、さわやかに笑う明あき道みち。

「うん。やっぱり統吾が部長でよかったんじゃないかな。ところで穂ほ科しなさん、せっかくだから僕の背中も……」

「嫌いやよ」

　あわよくばという明道の希望は瞬またたく間まに却下。明道なら、ファンの女子に頼めばいくらだって背中くらい流してもらえるのではないだろうか。

　しかし、明道には朱音と二人きりにしてもらった借りがある。男として、友として、礼はするのが筋というもの。

「そうだ、穂科」

　ちゃっかり朱音に髪まで洗ってもらっている統吾は、泡で頭を真っ白にしたまま振り返った。

「っ！　……何よ」

　瑞希はこれから統吾が何を言い出すかわかっているようで、露ろ骨こつに嫌そうな顔をした。

「俺が賭かけで勝ったの、覚えてるよな」

「……ええ」

　ラヒダが懐なつくかどうか。そんな賭けを瑞希としていたことを朱音たちに話す。そして、最後に見せたあの甘あま嚙がみは、有無を言わさず統吾の勝ちを証明するものだった。

「明あき道みちの背中を流してやってくれないか。ちょっとでいいからさ」

　意外だったのか、瑞みず希きは目を丸くした。

「は？　あんた、いいの？　あんたの得にならないじゃない」

「俺おれはほら、朱あか音ねにしてもらってるし、ダチを差し置いて俺だけってのも、な」

　ぴと、っと、背中に温かいものがくっついた。また朱音なのかと思ったが、それにしては無骨な固さだ。

「統とう吾ご、僕は一生君についていくよ」

「ついてきてもいいからくっつくな！　この背中洗わないって決めてたのに！」

　契約や取り引きの世界で商人として生きてきた瑞希は、それが口約束であっても絶対に破らない。湯船から出ると、「座りなさいよ」と明道を促した。湯船に長い時間つかっていたせいか、それとも男の背中を流すとことに屈辱を感じるのか、顔は赤かった。

「いやあ、素す晴ばらしい合宿になったなあ」

　明道が上じよう機き嫌げんで何より。

「じゃあ、いくわよ」

　だから、瑞希が手に持っているものがタワシであることは言わないでおいた。






　　　エピローグ







「正直言うと、意外でした」

　浴衣ゆかたを着た悠ゆう子こは、最初にそんなことを言った。

「何のことだ」

　ここは男子の部へ屋や。温泉に行った二人ふたりを待つつもりもなく、和かず臣おみが眠りにつこうとしていたところに悠子が訪ねてきたのだ。こいつも温泉に行っているものと思っていたが。

　和臣は敷しいた布ふ団とんの上に、悠子は座布団に腰をおろす。

　顔にこそ出していないが、悠子が魔ま力りよくを消しよう耗もうしていることがわかった。戦せん闘とう区域を囲う壁かべの展開を継続しながら、さらには西にし岡おかが境界を開く魔法を使っている間の援えん護ご。ここまで魔力を消費した悠子を初めて見た。

　和臣も実は魔力が残り少ない。統とう吾ごたちとの戦闘ではあまり消耗していないのだが、その後の境界を開く魔法に大量の魔力を費やしたためだ。失敗に終わってしまったが、西岡は価値のある失敗だと言っていた。近いうちに、今回のことを踏まえたレポートを提出するだろう。

「安あん藤どうくんが、やり手だということです」

「言っている意味がわからんな」

　悠子は「お茶、飲みます？」と急きゆう須すと湯のみに手を伸ばしたが、和臣はそれを無視した。

「統吾くんたちと戦いたかったから、わざと憎まれ役を買ったのでしょう？」

「……そのことか」

「ええ。私はラヒダちゃんがさらわれて、山の中で安藤くんと西岡さんが一緒にいるのを見て、だいたいの意図がわかりました」

「お前も西岡を知っているんだったな」

　国の研究に協力をしている悠子は当然ながら西岡を知っている。当然、西岡が何を研究しているかも。そのため、西岡がいることであの狼おおかみを元の世界に帰すつもりなのだと察することができたのだろう。まあ、頭のいい悠子のことだから、もっと前から勘づいていた可能性も否定できないが。

「ラヒダちゃんを元の世界に帰すために西岡さんに協力を依頼したと、最初に言えばよかったんです。でも、安藤くんは何も言わずに統吾くんたちが反発するのを待ちました。もちろん統吾くんたちは、ラヒダちゃんを守るために戦うという選せん択たく肢しを取ります。それが目的ですね」

「知ってて言わなかったのはお前も同じだろう」

　そう言うと、悠子はどこか嬉うれしそうに笑った。

「ふふっ。そういえばそうですね」

　悠ゆう子この言っていることは当たっていて、それこそが和かず臣おみの狙ねらいだった。西にし岡おかと遭遇したのは偶然であったが、そこからあの連中と戦うという展開になるように仕向けた。一度ラヒダを連れ出し、不信感を抱かせておいたのもまた布石であった。

「あの夏なつ森もりという魔ま法ほう使つかいの力に興きよう味みがあった。お前もそうだろう」

　半分はその理由であるが、もう半分は文化祭で遅れをとったことに対する雪せつ辱じよく戦せんである。前の世界で魔王として統治をしていた頃ころから、『負け』というものを味わったことがなかった。だからこそあの敗戦は最大の屈辱で、どうしても汚名返上を果たす必要があった。そんなこと、悠子に言えるはずもない。

「確たしかに朱あか音ねさんが文化祭の時に見せたあの力はすごいものがありました。でも、今は落ち着いているようですね」

「ああ。拍子抜けだったな」

「でも、皆さん強かったでしょう？　確たしかに一人ひとりひとりの力は安あん藤どうくんに敵かないませんが、力を合わせればあれだけの戦いができるんです」

　不覚にも、あの四人の連携の末に攻こう撃げきを受けてしまったことを思い出した。和臣は誰だれかと連携というものをしない。一人で大抵のことができてしまうからだ。連携など、弱者の強がりだと切って捨てていた。

「雪ゆき村むらが指示を出していたな。それほどの手て練だれでもないようだが」

　二度剣を交えて確かく信しんしたが、統吾はあの四人の中で誰よりも弱い。魔法の援えん護ごを受けることでようやく並ぶ程度である。

「みんな統とう吾ごくんを信じているんですよ」

「信じる、か」

「安藤くんに足りないものですよね」

「黙だまれ」

　まだ雪村統吾という人間を認めるわけにはいかない。実力を伴わないリーダーなど、長く続くはずがない。ぷれい部などという得え体たいの知れない部も、そのうち瓦が解かいするに決まっている。

　さすがの和臣にも睡すい魔まがやってきた。魔力を回復するには寝るのが一番である。そもそも、この数日は西岡との打ち合わせもありそれほど寝ていない。

「話は変わりますけど、本当に世界の行き来が自由にできるようになると思いますか？」

「西岡たちの研究しだいだろうな。少なくとも数年はかかるだろうが」

　悠子は元々この世界の人間で、帰るべき世界があるわけではない。世界の境界を開く魔法に、それほど強い興味はないはずだ。

「もし、元の世界に帰れることになったら、安藤くんは帰りたいですか？」

「当然だ。あの世界を治められるのは俺おれしかいない」

　和かず臣おみは間を置かずに答えた。和臣のいないあの世界が、和臣のいた頃ころよりよくなっているとは考えられなかった。和臣を裏切った部下が和臣の後あと釜がまになっているだろうが、あいつに世界を治めるほどの器うつわはない。

「そうですか……。やっぱりそうですよね」

「この世界の暮らしに不満があるわけではないが、生まれ故郷というのは懐なつかしくなるものだ」

　言って、余計なことを話したと後悔した。生徒会の仕事以外で、悠ゆう子ことここまで長く話すのは珍しい。

「お願ねがいがあります」

「何だ」

「安あん藤どうくんが元の世界に戻る時、私も連れて行ってくれませんか？　そうしたら、安藤くんの右腕として世界の統治に一役買うことを誓います」

[image: ]

　いつものように微ほほ笑えんではいるが、目の奥から真剣さが伝わってきていた。この女、本気で言っているのだろうか。

「面おも白しろいことを言うんだな。この世界に飽きでもしたか」

「刺し激げきが欲しいんです」

「考えておく」

「よろしくお願いしますね」

　仮に悠ゆう子この言うことが冗じよう談だんでないとして、悠子がいれば役に立つのは確かく実じつだ。悠子は自分が優ゆう秀しゆうだということを自覚した上で言っているのだろう。

　だが……。

「お前はここぞという時に裏切りそうだ」

「ふふっ、どうでしょう」

　和かず臣おみは悠子から差し出されたお茶に口をつけた。




　　　　†




「えー、家に帰るまでが合宿です」

「統とう吾ごくん、帰るのは明日あしただよ」

　言ってみたかっただけなのでこのツッコミも仕方がない。時刻は午前一時を過ぎ、まだ統吾たちは露ろ天てん風ぶ呂ろにいた。体を洗っているうちに冷えてしまった体を、また湯船に入って温める。かわいそうなくらい背中を赤くした明あき道みちは、どうやらしみるようだ。犯人の瑞みず希きは何事もなかったようなすまし顔。対して統吾は、天国かと勘違いしてしまうような幸せな時間を過ごし、見事なまでにツヤツヤしていた。

「あら、皆さんまだ入っていたんですね」

　と、そこに悠子が入って来た。残念ながら浴衣ゆかたのままであったが、しっとり濡ぬれた黒い髪が色っぽい。

「悠子先せん輩ぱい、先に寝てたんじゃなかったんですか？」

「そうしようと思ったんですけど、皆さんがなかなか帰ってこないので、のぼせてしまっているのではないかと……」

　のぼせた前科のある瑞希を見ると、睨にらみ返された。気にしているらしい。

　私もお喋しやべりに参加すればよかったです、と、悠子は湯船の縁へりにある岩に腰かけた。

「ぷれい部が全員揃そろったし、一応、まとめた方がいいかもね。どうぞ、部長」

　明道に促されて立ちあがった統吾だが、タオル一枚ということを思い出してまた座る。危ない危ない。

「おう。……っていっても、特に言うことないな。みんな、楽しかったか？」

　訊きくまでもないか、と、統吾は思った。何な故ぜなら、見渡した全員の顔に書いてあったから。

「すっごく楽しかったよっ！　また行きたいねっ」

　と朱あか音ね。私服も湯あがりの姿も水着姿も見ることができて、さらに自分の朱音に対する気持ちも改めて確かく認にんすることができた。告白をして彼女になってくれたら何よりも幸せなことだけど、それはもう少し先でいい。朱音を守ってあげられるくらいに強くなってからでいい。だから朱音、あんまり頑がん張ばらないでくれ。

「たまにはこういうのもいいわね。次はアイス食べ歩きにしましょ」

　と瑞みず希き。温泉で香か奈なに色々と言われてのぼせてしまったらしいが、どんな話をしたのかは定かではない。ただ一つ言えるのは、朱あか音ねのことを大事に思ってくれていて、さらにはしましまパンツだったということだ。

「全然退屈しない四日間でした」

　と悠ゆう子こ。一いつ緒しよにいることで、副会長の悠子ではなく、女子高生としての悠子を見ることができたような気がする。困った時の悠子、ではなく、困った時の統吾になれるように精しよう進じんしなければ。

「このメンバーなら、どこに行っても楽しくなるね」

　と明あき道みち。こいつはまあいいや。

　学校に帰ればまた部活がある。もっと楽しくなるようにみんなで考えて、それを続けていきたい。

「それじゃあこれからも気合入れて頑張るぞーっ！」

「おーっ！」

　拳こぶしを突き上げたのは統とう吾ごと朱音だけ。あれ、なんかこの光景に見覚えがあるぞ。比較的最近、部ができた直後だった気がする。

「…………」

　明道と悠子の微ほほ笑えみコンビは無言。

　そして口を開いたのはまたしても瑞希だった。

「だから……何すんの？」







　統吾は答えた。

「まずは犬小屋作りだ。でかくてカッコいいやつな！」






　　　　　あとがき




　本ほん編ぺんの内容に少し触れますのでご注意ください。

　今回の話には、一部、私が体たい験けんしたことが含まれています。残念ながら、異世界に召しよう喚かんされたり、魔ま法ほう使つかいの女の子と知り合いになったりはしていません。

　もうおわかりですね。ボイラーが爆ばく発はつしました。




　こんにちは。高たか遠とお豹ひよう介すけです。少し時間が空いてしまいましたが、『ぷれいぶっ！』２巻をお届けいたしました。いかがでしたでしょうか。




　大学生だった頃ころ、所属していた文芸部では年に一回合宿を行ってしました。スポーツではないのでそこに練習などはなく、まさにぷれい部のように親しん睦ぼくを深めるのが大きな目的です。泊まりがけになると、普ふ段だんは見えない一面が見えてくるものです。「あー、この人って酔うとこんなにうざいんだあ」と何度か思いました。という私も、お酒が入るとうざくなるタイプです。記き憶おくって、結構簡かん単たんになくなりますよ。電でん撃げき文庫には未成年の読者の方も多いと思いますので、今のうちから慣らして……いえ、教訓として覚えておきましょう。

　さて、ここまで書いてネタがなくなり、部へ屋やの中をキョロキョロしているところです。目に入る物といえば、殺虫剤、ラベンダーのお香、低反発枕といったところ。何な故ぜか虫が多い私の部屋に殺虫剤は必須アイテムで、お香はやりすぎて換気をするはめになり、低反発枕を使った初めての夜に「あの鐘を鳴らす歌手の方」と結婚する夢を見ました。低反発枕……どうしよう。




　ほどよく行も埋まったところで、謝しや辞じとさせて頂いただきます。

　１巻に引き続き、かわいらしいイラストを描いてくださったプリンプリンさん、イラストが送られてくるのをいつも楽しみにしています。私の都合に合わせて打ち合わせをして頂いた担当様、お忙しい中時間を割いて頂き、この場を借りてお礼を申し上げます。

　そして、この本を手にとって読んでくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　機き会かいがあれば、またお会いしましょう。








高遠豹介　　
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

東京生まれの千葉育ち。好きな食べ物がカレー、苦手な食べ物がカレーうどんという人間に出会ったら、それが高遠です。
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プリンプリン

１９８×年１月12日生まれ・自称Ｂ型。

５羽のセキセイインコに囲まれて京都の片隅で細々と絵を描く日々を送っています。インコ臭くんかくんか！
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